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令和４年標茶町議会第４回定例会会議録 

 

○議事日程（第１号） 

 令和４年１２月６日（火曜日） 午前１０時００分開会 

 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期決定 

 第 ３ 行政報告及び諸般報告 

 第 ４ 施政方針 

 第 ５ 認定第１号 令和３年度標茶町一般会計決算認定について 

     認定第２号 令和３年度標茶町国民健康保険事業事業勘定特別会計決算認定につ 

           いて 

     認定第３号 令和３年度標茶町下水道事業特別会計決算認定について 
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     認定第７号 令和３年度標茶町病院事業会計決算認定について 

     認定第８号 令和３年度標茶町上水道事業会計決算認定について 

           （令和３年度標茶町各会計決算審査特別委員会報告） 

 第 ６ 総務経済委員会所管事務調査報告 

 第 ７ 厚生文教委員会所管事務調査報告 

 第 ８ 標茶町議会議員定数等調査特別委員会調査報告 

 第 ９ 一般質問 

 

○出席議員（１３名） 

  １番 渡 邊 定 之 君      ２番 櫻 井 一 隆 君 

  ３番 長 尾 式 宮 君      ４番 松 下 哲 也 君 

  ５番 熊 谷 善 行 君      ６番 鈴 木 裕 美 君 

  ７番 齊 藤 昇 一 君      ８番 深 見   迪 君 

  ９番 本 多 耕 平 君     １０番 黒 沼 俊 幸 君 

 １１番 鴻 池 智 子 君     １２番 後 藤   勲 君 

 １３番 菊 地 誠 道 君 

 

○欠席議員（０名） 

 なし 
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○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した人 

     町 長            佐 藤  彦 君 

     副 町 長            牛 﨑 康 人 君 

     総 務 課 長            齊 藤 正 行 君 

     企 画 財 政 課 長            長 野 大 介 君 

     税 務 課 長            齋 藤 和 伸 君 
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     農 委 事 務 局 長         

     住 民 課 長            村 山 新 一 君 

     保 健 福 祉 課 長            浅 野 隆 生 君 

     建 設 課 長            冨 原   稔 君 

     観 光 商 工 課 長            三 船 英 之 君 

     水 道 課 長            油 谷 岳 人 君 

     育 成 牧 場 長            若 松   務 君 

     病 院 事 務 長            伊 藤 順 司 君 

     や す ら ぎ 園 長            穂 刈 武 人 君 

     教 育 長            青 木   悟 君 

     教 委 管 理 課 長            常 陸 勝 敏 君 

     指 導 室 長            秋 山   豊 君 
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○職務のため出席した事務局職員 
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（議長 菊地誠道君議長席に着く。） 

 

    ◎開会の宣告 

○議長（菊地誠道君） ただいまから、令和４年標茶町議会第４回定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員13名であります。 

（午前１０時００分開会） 

 

    ◎開議の宣告 

○議長（菊地誠道君） 直ちに会議を開きます。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

○議長（菊地誠道君） 日程第１。会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、 

  ２番・櫻井君、  ３番・長尾君、  ４番・松下君 

 を指名いたします。 

 

    ◎会期決定 

○議長（菊地誠道君） 日程第２。会期決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から12月７日までの２日間といたしたいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、12月７日までの２日間と決定をいたしました。 

 

    ◎行政報告及び諸般報告 

○議長（菊地誠道君） 日程第３。行政報告及び諸般報告を行います。 

 町長から、行政報告を求めます。 

 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤彦君）（登壇） さきの臨時会から昨日までの一般事務及び行政執行上の経

過につきましては、印刷配付のとおりでありますので、それによりご理解をいただきたいと

存じます。 

 なお、次の点について補足いたします。 

 １点目は、陸上自衛隊と在沖縄米軍による矢臼別演習場における実動訓練の実施につきま

して、北海道防衛局から通知がありましたので、その訓練規模並びに対応を含めましてご報

告いたします。 

 本年度につきましては、９月２日に北海道防衛局から訓練実施の通知を受け、その規模な
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どは、10月１日から10月14日までの期間、人員は約750名で、航空機を使用したダイブ射撃訓

練、人員・物資の輸送訓練を行うもので、自衛隊はＡＨ－１、ＵＨ－１、米軍はＭＶ－22、

ＣＶ－22等が参加して行うという内容でありました。 

 このことを受けまして、９月12日に北海道知事との連名で、国による十分な説明、安全管

理を徹底し、移動や訓練中の事故防止及び規律の維持並びにコロナウイルス感染防止対策の

徹底に万全を期し、地域の実情に留意し、道民の生活に不安や支障を与えることがないよう

北海道防衛局に対し要請書の提出を行いました。また、９月22日には関係４町による矢臼別

演習場周辺自治体協議会として、オスプレイを使用した訓練を実施することから、その高い

性能による有事の際の軍事活動のほか、大規模災害発生時には被災者救助や物資輸送などへ

の活用に大きな期待がある一方、開発段階からの事故の発生や故障等の報道、また、騒音振

動等に対する住民の不安はいまだに払拭できていない状況にあり、固定化・常態化すること

は受け入れがたいものですが、訓練を行う場合、安全対策はもちろんのこと、住民生活等に

支障を来すことのないよう、次の５項目について要請を行ったところでございます。 

 １項目目は、訓練内容の公表について、地域の実情に配慮の上、早期に行うこと。 

 ２項目目は、夜間訓練の有無を事前に公表するとともに、詳しい飛行経路の情報提供を行

うこと。 

 ３項目目は、訓練に当たって、地域住民の安全・安心の確保を図るとともに、国の責任に

おいて徹底した安全対策を講じること。 

 ４項目目は、矢臼別演習場及び計根別場外離着陸場周辺では、多数の酪農家が営農してお

り、これまでも回転翼機の飛行により、大動物の暴走等が発生し被害が生じていることから、

オスプレイの演習場外での低空飛行は行わず、飛行経路についても酪農家等に配慮した経路

を選定すること。 

 ５項目目は、計根別場外離着陸場周辺でのオスプレイの飛行は前例のないことであり、周

辺住民に与える影響については予測できない状況であることから、国の責任において騒音測

定を実施し、その分析等を行うこと。 

 とする要請を北海道防衛局に対し、行ったところであります。 

 町としましては、前段の要望活動に加えて、訓練状況の把握や関係機関との連絡調整を図

り、住民に対する今回の訓練内容の情報提供についても、町ホームページや新聞折り込み並

びに農家ファックスにて行いました。 

 続きまして２点目は、本町とひがし北海道クレインズとの包括連携協定の締結について、

ご報告いたします。 

 本町とひがし北海道クレインズは、アイスホッケーによるスポーツ活動を通じて、スポー

ツ活動の振興及び青少年の健全育成を図るとともに、ひがし北海道クレインズへの支援及び

応援活動を推進することを目的に包括連携協定を締結いたしました。 

 ひがし北海道クレインズは、本年１月11日に標茶町アイスホッケー協会が主催したアイス

ホッケー講習会に監督を初め、選手３名が来町したことがきっかけとなり、本年７月18日～

22日の５日間、本町で初めての夏合宿が行われました。 
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 この夏合宿期間には、ひがし北海道クレインズの選手・関係者が講師となり、町内の子供

たちを対象としたスポーツ交流会が開催され、また、市街の小・中学校の玄関前において、

あいさつ運動が行われたところであります。 

 また、本年７月には町内の有志により、「ひがし北海道クレインズを応援する会」が立ち

上げられ、来年２月にはスペシャルマッチデーとして、本町のＰＲなども兼ねたイベントも

計画されております。 

 今回締結した、ひがし北海道クレインズとの連携協定につきましては、自治体としては釧

路市に次いで２番目、町村では初めてとなり、今後もひがし北海道クレインズと連携して、

住民スポーツ活動の振興並びに子供たちの健全な育成に取り組んでまいります。 

 以上で、今定例会に当たっての行政報告を終わります。 

○議長（菊地誠道君） 続いて、教育長から行政報告を求めます。 

 教育長・青木君。 

○教育長（青木 悟君）（登壇） 令和４年第４回定例町議会に当たり、教育委員会が所管

する業務につきましては、別紙印刷物をもちまして詳細にご報告しておりますが、以下９点

について補足し、ご報告申し上げます。 

 初めに、塘路中学校の休校措置について報告します。 

 令和５年度の中学校の在籍生徒数が１名という推移であり、塘路地域振興会、塘路小中学

校ＰＴＡとも協議を重ね、令和５年度は休校措置をとることを決定したものです。なお、令

和６年度以降においては、毎年度生徒数等を踏まえ、地域、ＰＴＡとの協議の上決定するこ

ととしておりますので、あわせてご報告申し上げます。 

 ２点目は、児童・生徒のいじめの問題に関する状況調査についてであります。 

 本町は、「いじめはどの地域、どの学校でも起こり得る」という認識のもと、年２回の調

査により、きめ細かく実態を把握し、いじめの未然防止・早期発見・早期対応に役立ててお

ります。 

 11月に実施いたしました、今年度第２回目の結果についてご報告いたします。 

 「４月から調査日までに、いやな思いをしたことがある」と回答した児童生徒は、小学生

で約19％（60名）、中学生では約４％（８名）でした。 

 また、「どんなことをされたか」の問いに対しては、「冷やかしやからかい、悪口」が

小・中学校ともに最も多い状況です。 

 そして、「いやな思いをしたとき誰にも相談しない」と回答した小学生が約７％（22名）、

中学生が約11％（21名）となっており、６月の第１回調査と比較すると小学校で若干減少し、

中学校はほぼ同程度でした。引き続き、家族や教師、友人、相談窓口など、自分に合った相

談方法で、困ったらいつでも相談できることを繰り返し周知してまいります。 

 「いじめはどんなことがあっても許されないことだと思いますか」の問いに対して、小・

中学校ともに90％以上の児童生徒が「そう思う」と回答しており、児童生徒のいじめ問題に

対する正しい理解や意識が醸成されていると捉えています。 

 この調査では、本人が「いやな思いをした」と感じたものは全て取り上げ、指導や相談の
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対象としており、調査結果については、全家庭に配布し、家庭と情報を共有してまいります。 

 今年度も町内の各小中学校では「児童生徒によるいじめ根絶１学校１運動」に取り組むと

ともに、「標茶町いじめ根絶子ども会議」を各学校の交流の機会として位置づけ、児童生徒

による主体的な活動を育てる取り組みを行い、いじめの未然防止・早期発見、早期対応に努

めてまいります。 

 ３点目は、令和４年度全国学力・学習状況調査についてであります。 

 全国の小学校６年生、中学校３年生を対象に、小学校においては国語、算数、理科、質問

紙調査、中学校においては国語、数学、理科、質問紙調査が実施されており、理科は平成30

年度以来、４年ぶりの実施でした。 

 本町の調査結果の概要について申し上げます。 

 国語と理科は、小学校、中学校ともに全国正答率を上回り、算数・数学は小学校、中学校

ともに全国正答率をわずかに下回る結果となりました。 

 小学校、中学校共通して、どの教科においても「思考力・判断力・表現力」にかかわる設

問に対して、高い正答率となっており、町全体として「主体的・対話的で深い学び」の実現

を目指した授業改善が進んでいると捉えております。 

 次に児童生徒質問紙の結果についてご説明いたします。 

 自己肯定感の高まりに関係する「自分には良いところがある」との回答が、小学校で約

81％、中学校で約86％となっており、２年続けて上昇しております。子供たち一人一人のよ

さや可能性を見つけ、適切に評価する取り組みを学校が組織的・継続的に行っている成果が

うかがえる結果となりました。 

 さらに、「授業の中でタブレット等のＩＣＴ機器を週に１回以上活用している」との回答

が、小学生・中学生ともに約92％となっており、一人一台端末が日常的に授業に取り入れら

れ、児童生徒の学力向上のために効果的に活用されていることが明らかになりました。 

 以上、結果概要についてご報告いたしましたが、この調査において測定できるのは学力の

特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面であることを踏まえつつ、課題につい

て真摯に向き合い、児童生徒の学力向上に向けて改善を図ることが肝要だと考えております。 

 なお、今後実施予定の町独自の学力調査を含め、調査結果で明らかになった本町の傾向や

課題をもとに、学力向上プランを作成し、「確かな学力」を育むための取り組みを推進して

まいります。 

 ４点目は、第50回の記念大会である標茶町駅伝競走大会の開催についてであります。 

 ９月18日、参加18チーム、選手147名の参加により第50回標茶町駅伝競走大会が開催されま

した。町外からも４チームが参加し、区間新記録が出るなど力走が繰り広げられました。 

 また、ゴール手前の町道常盤・開運公園通りの一部を通行どめにさせていただいたことで、

車道を走行してのゴールとなり、選手と観戦する住民が一体となった様子が大会を盛り上げ

たところであります。 

 ５点目は、標茶町スポーツ表彰についてであります。 

 令和４年度標茶町スポーツ表彰式を、11月３日、令和４年度標茶町総合表彰式の中で行い



- 7 - 

 

ました。 

 この表彰は、令和３年度にスポーツ大会等で優秀な成績を収めた方やスポーツの振興に寄

与された方に対し、表彰するもので、本年度の被表彰者は、３団体６個人であります。 

 「全国、全道大会において優秀な成績を収めたもの」に対する被表彰者として、第55回北

海道社会人卓球選手権大会、2021年北海道卓球選手権大会（マスターズの部サーティ）男子

シングルスにおいて第３位となりました浅野勇人さん。第55回北海道社会人卓球選手権大会、

2021年北海道卓球選手権大会（マスターズの部サーティ）女子シングルスにおいて優勝され

ました𡈽𡈽屋有貴さん。第30回北海道ジュニア空手道選手権大会、高校女子組手において優勝、

高校女子形において第３位となりました標茶高等学校３年渡邊穂乃香さん。第52回北海道中

学校スケート大会男子500メートルにおいて第４位、男子1,000メートルにおいて第７位、第

42回全国中学校スケート大会男子500メートルにおいて第５位となりました白樺学園高等学校

１年の加藤礼門さん。第52回北海道中学校スケート大会女子500メートルにおいて第６位、女

子1,000メートルにおいて第６位、第42回全国中学校スケート大会女子500メートルにおいて

第６位、女子1,000メートルにおいて第５位となりました虹別中学校２年の加藤夕李さん。第

49回北海道中学校柔道大会女子63キロ級において第３位となりました標茶中学校３年浦川雪

菜さん。第49回北海道中学校柔道大会女子団体において第３位、第28回横井七之助旗争奪北

海道中学校新人団体優勝大会女子団体において優勝されました標茶中学校２年柳田真緒さん、

３年浦川雪菜さん、３年矢島優芽さん。第51回北海道中学校バレーボール大会男子において

第３位となりました釧路広域クラブ、標茶中学校３年加藤大雅さん、標茶中学校３年筒渕凌

空さん。高松宮賜杯第65回全日本軟式野球（１部）北北海道大会において準優勝されました

Ｍ’ｓ（エムズ）サポート華月倶楽部アクトさん。 

 今回、受賞された皆さんが、今後もさらに精進され活躍されることを期待するものです。 

 ６点目は、令和４年度標茶町文化講演会についてであります。 

 この事業は、町内の有志による実行委員会の主催で、11月６日に、標茶町コンベンション

ホールうぃずにおいて開催されました。 

 講師には医師で作家でもある鎌田 實氏を招き、「“がんばらない”けど“あきらめない”

～命を支えるということ」と題して、健康であることの大切さ、95歳になっても毎日温泉に

通えるよう、貯金より貯筋、お金より筋肉が大切であることなど、貴重な講演をいただき、

会場に訪れた皆さんの心に響く講演会となりました。 

 また、講演終了後には、標茶町酪農振興会による牛乳消費拡大運動として、しべちゃ牛乳

１リットルの無料配布が行われ、来場者に喜ばれたところであります。 

 ７点目は、第41回標茶町少年の主張大会についてであります。 

 この事業につきましては、次代を担う児童生徒の健全な育成を図るとともに、日常生活で

の体験や見聞を通して、日ごろ考えていることについて主張していただくことを目的に実施

しているものであります。 

 今年度については、昨年度同様、新型コロナウイルスの影響により「小学生の部」を中止

し、「中学生の部」のみの実施といたしましたが、関係機関、団体の協力を得て11月12日に
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標茶町コンベンションホールうぃずにおいて、保護者、教職員、応援の児童生徒ら約50名の

来場をいただき開催いたしました。また、今年度も大会運営の一部を標茶高校生徒会の皆さ

んに委ね、好評をいただいたところです。 

 発表者については、中学生の部、３校４名により行われ、最優秀賞には、標茶中学校２年

の中井緋梛さん、論題は「普通」が選ばれました。 

 最優秀賞の中井さんには、来年行われる釧路総合振興局地区大会に標茶町代表として出場

していただくことになります。今回出場された皆さんの今後の健闘を期待するところです。 

 ８点目は、児童生徒が全道・全国大会において、好成績を収めましたので、ご報告いたし

ます。 

 ９月10日に札幌市で開催された、なの花薬局カップ第41回北海道小学生バドミントン大会

６年生以下男子シングルスにおいて、塘路小学校６年鷲見元春さんが第５位入賞と健闘いた

しました。 

 10月２日に深川市で開催された、第21回北海道小学生地区対抗バドミントン選手権大会兼

第31回全国小学生バドミントン選手権大会北北海道地区予選会団体の部に、釧根地区メンバ

ーとして同じく塘路小学校６年鷲見元春さんが出場し、準優勝となりました。 

 11月12日に岩見沢市で開催された、ショパン国際ピアノコンクール ＩＮ ＡＳＩＡ北海道

地区大会において、塘路小学校４年佐瀨優斗さんが銀賞を受賞され、１月５日に神奈川県で

開催される全国大会出場を決めました。また、11月13日に旭川市で開催されたブルグミュラ

ーコンクール地区大会において、優秀賞を受賞され、12月４日に札幌市で開催される札幌フ

ァイナルへの出場を決めました。 

 ９点目は、標茶町図書館への図書の寄贈であります。 

 標茶町古本市の会から児童図書27冊（８万8,480円相当）の寄贈をいただきました。 

 この会は昭和59年より古本市を開催して、その益金で図書館に図書の寄贈をしていただい

ております。子供たちの読書推進を願っての寄附であります。今年で累計1,564冊（総額266

万円相当）となりました。 

 心より感謝の意を表するものであります。 

 以上で、今定例会に当たっての教育行政報告を終わります。 

○議長（菊地誠道君） ただいまの口頭による行政報告に対して、簡易な質疑を認めます。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） なければ、次に議長から諸般報告を行います。 

 諸般の報告は、印刷配付のとおりであります。 

 以上で、行政報告及び諸般報告を終わります。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２５分 

再開 午前１０時２６分 
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○議長（菊地誠道君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎施政方針 

○議長（菊地誠道君） 日程第４。施政方針を行います。 

 町長から町政執行方針を求めます。 

 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤彦君）（登壇） 令和４年標茶町議会第４回定例会の開催に当たり、町政運

営の所信を申し述べ、議員各位を初め、町民の皆さんのご理解とご協力を賜りますよう心か

らお願い申し上げます。 

 はじめに 

 10月２日に行われました標茶町長選挙におきまして、町民の皆様を初め多くの方々のご支

援と心温まるご厚情を賜り、引き続き町政を担わせていただくことになりました。ここに、

心から感謝を申し上げますとともに、その使命と責任の重さを改めて痛感しているところで

あります。 

 １期目を振り返りますと、いまだ収束に至らない新型コロナウイルス感染症や、ヒグマに

よる家畜被害など、多くの期間をその対応に奔走してきた状況の中で「しべちゃの未来へ、

まち・ひと・役場の元気をとりもどそう！！」をテーマに、各種施策の実現に向けて全力で

取り組んでまいりました。特に子育て環境の充実に力を注ぎ、大学生までの医療費の無料化

を実現しました。保育料の無料化も国に先行して、令和元年４月から全面無料化を導入しま

した。教育施設の整備にも力を入れ、標茶中学校の改築、給食共同調理場の改築など、教育

環境の充実にも取り組んでまいりました。また、茅沼温泉宿泊施設の改修にも筋道をつけ、

ふるさと納税も開始しました。私はこれまで、10年先、20年先を見据えて、持続して発展す

るまちをつくり上げることに全力で取り組んでまいりました。この２期目におきましても、

元気なまちであり続けるために、引き続き先頭に立って、全力で取り組む所存であります。 

 自治体を取り巻く環境 

 今もなお、世界的に猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症、世界秩序の根幹を揺

るがすロシアのウクライナ侵攻、円安などによるエネルギーや食料品を初めとするさまざま

な物価高騰など、酪農を初めとする生産現場や町民生活のあらゆる場面においても大きな影

響を受けています。 

 こうした中、岸田首相は経済再生には、新しい資本主義の旗印のもとで「物価高・円安へ

の影響」「構造的な賃上げ」「成長のための投資と改革」の３つを重点分野として取り組ん

でいくと述べていますが、私たちのまちで経済の再生が実感できる日が果たしていつになる

のかわからない状況で、収入の多くを地方交付税や国庫補助金に依存せざるを得ない現行の

地方財政制度の中で、今後も引き続き厳しい財政運営が予想されます。 

 近年、世界各地で深刻な自然災害が頻発しています。その大きな要因として、地球温暖化

が指摘されています。国は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボ
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ンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことを宣言しました。このような状況から、本

町においても今年３月にゼロカーボンシティ宣言をし、脱炭素化や再生可能エネルギーの活

用などを考慮したまちづくりを進めてまいります。また、安全で安心なまちづくりを実現す

るために、町内会・地域会との連携を強化し、防災・減災対策に努めてまいります。 

 主要な施策等 

 このような中、私は、これからの新たな４年間に標茶町総合計画の基本目標である「みん

ないきいき みんなでつくる ～自然とともに生きるまち しべちゃ～」の実現のため、次

の３点を基本方針として町政を推進いたします。 

 Ⅰ 町民が主役の、公平でわかりやすい行政を推進します。 

 Ⅱ 環境循環型の、元気なまちづくりをめざします。 

 Ⅲ 元気で創造性豊かな標茶人を育むまちづくりをめざします。 

 さらに、次の５つを大きな柱としてまちづくりに取り組んでいく所存です。 

 １．元気な、交流ステージ標茶へ 

 令和元年６月から始めた、地元特産品を返礼品として送るふるさと納税については、まだ

まだ伸びしろがあると思っていますので、引き続き積極的な活用を図るとともに、返礼品と

なる新たな特産品開発の支援制度を創設します。ふるさと納税は単に寄附を集めるだけのツ

ールではなく、本町の魅力を全国各地の方々に知ってもらい、一人でも多くのファンを獲得

するなど知名度アップを図ります。これまでもふるさと納税の返礼品を通じて地元特産品の

魅力を全国に発信してきましたが、特産品を地元で直売する場所がない、地元の特産品を購

入できる場所がないという声もあることから、（仮称）ではありますが、物産センターの開

設を目指し、将来の道の駅につなげる拠点整備を引き続き検討いたします。現在、本町では

２名の地域おこし協力隊の方に本町の観光・魅力発信などを行っていただいておりますが、

さらに積極的に活用し、外部からの人材導入による新たな地域資源の発掘を図り、起業化、

商品化、イベントの支援などを通じ地域振興を推進します。人口減少対策として移住政策を

継続して強化し、塘路地区に移住者向けの住宅地の整備を検討します。釧路市からの通勤圏

であると同時に、釧路湿原国立公園に隣接する地域であり、大自然の中で生活や子育てを希

望する人を全国から誘致します。また、タウンプロモーションを充実して、まちの魅力発信

を行います。 

 ２．環境に配慮した、元気な産業の創造をめざして 

 標茶は酪農・畜産が基幹産業のまちでありますが、これまで以上に、経済団体のＪＡしべ

ちゃ、森林組合、塘路漁業協同組合との連携強化により酪農、畜産、林業、水産業の振興を

図るとともに、これらを下支えする商工会とも連携し、元気な産業の創造を図りたいと考え

ております。本町の酪農家が生産された良質な生乳からつくられる、しべちゃ牛乳の生産拠

点を整備するため、ミルクプラントの建設について議論されてきましたが、酪農の生産に必

要な飼料、肥料、燃料などの高騰や新型コロナの影響による生乳の生産調整などにより、少

し遅れることとなっていますが、ミルクプラントの建設する環境が整ったときにはしっかり

と支援したいと考えています。本町では大規模な酪農家が増える中で、スタンダードとなっ
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ている大型農業機械に対応する町道の改良、農地の均平を検討します。流域全体の環境保全

が急務でありますが、バイオガスプラントの整備促進を図ります。育成牧場の羊の飼育につ

いては、既に地元の人気ブランドとしてふるさと納税の返礼品を中心に好評を博しています

が、さらに安定して増産し、供給できるよう体制の強化を進めます。安全安心な牛づくりを

進めるためには家畜の疾病対策が重要であります。そのために、家畜検査センターを本町に

設立するための支援を行います。町内の豊かな森林資源については、地球温暖化を防ぐため、

ＣＯ２吸収量の最大限確保に向け、森林施業を推進し林業振興を図ります。また、森林資源

の持つ水源涵養や流入河川の保全、漁場の再生などにより、塘路湖など内水面の漁場環境を

保全し、ワカサギなどの水産資源の安定的な確保を図り、ブランド化を推進します。新たな

地元特産品の商品化などの開発・研究に支援を充実します。茅沼地区宿泊施設等の整備を推

進するとともに、観光振興策との連携を深め、ＪＲ釧網線の路線維持に努めます。 

 ３．未来を切り開く、元気な子どもたちのために 

 子供は、将来の標茶を担う大切な宝であります。その子供たちを育てるための経済的負担

をさらに軽減するため、小中学校の給食費の無料化を実施いたします。本町の基幹産業であ

ります酪農・畜産などの理解や将来にわたり自然環境を守り育てるため、ふるさと教育、食

育教育、環境教育を推進します。また、地域全体で子供たちを育てるという視点に立ち、幼

稚園・保育園・小中学校・高校の一貫した連携強化を図り、質の高い教育環境づくりに努め

てまいります。今年７月に本町全てのエリアで光回線網が整備されましたが、その回線を有

効に活用し、ＩＣＴ環境整備を行い情報化教育の推進を行います。 

 ４．安全、安心な暮らしを守る 

 人口減少と少子高齢化が同時進行する中で、安全・安心な暮らしを守ることは喫緊の課題

であります。老朽化しているみどり保育園の改築を進めます。安心して暮らせる環境づくり

の一つとして合葬墓を建立いたします。町立病院ややすらぎ園は、将来人口や今後の高齢者

の推移を見ながら、改修について総合的に検討してまいります。障がいがあっても、地元で

安心して働き、暮らせるよう、社会参加の機会や就労支援の充実に取り組んでまいります。

高齢化社会に対応した交通体系を継続して検討していくとともに、町内会・地域会単位での

高齢者のサロンなど居場所づくり、利用者の視点に立ったサービスについて検討してまいり

ます。本町においても台風や季節外れの降雨と融雪への対策が喫緊の課題であるため、内水

対策を強化いたします。 

 ５．町民が主役の、元気な行政をめざします 

 行政の拠点施設である役場庁舎について老朽化が進んでいることから、町民開放型でコン

パクトな役場庁舎の建設を検討します。町内全てのエリアで整備された光回線網を生かした

産業の支援や町民生活の向上を目指す視点から研究を進めます。人口減少、少子高齢化の影

響により残念ながら廃校となっている施設が複数ありますが、それらの利活用、とりわけ旧

阿歴内小中学校について、公民館などの複合的な施設利用について検討いたします。 

 むすび 

 以上、２期目の町政運営に当たり、基本的な考えを述べさせていただきましたが、町議会
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を初め、町内会・地域会、ＪＡ、商工会、町社協など諸機関、諸団体との連携を一層密にし、

職員と一丸となって、お互いを尊重し思いやりに満ちた、自由闊達な議論の起こる、風通し

のよいまちづくりに全力を傾注してまいる所存であります。 

 町民の皆様、議員の皆さんのご支援、ご協力を切にお願い申し上げ、２期目の町政運営に

当たっての所信表明とさせていただきます。 

○議長（菊地誠道君） 以上で、施政方針を終わります。 

 

    ◎認定第１号ないし認定第８号 

○議長（菊地誠道君） 日程第５。認定第１号、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認

定第５号、認定第６号、認定第７号、認定第８号を一括議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 認定８案に関し、付託いたしました、令和３年度標茶町各会計決算審査特別委員会委員長

から会議規則第75条の規定により、審査報告書が提出されております。 

 会議規則第39条第３項の規定により委員長の報告を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、委員長の報告は省略することに決定いたしました。 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 質疑はないものと認めます。 

 質疑は終結いたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 討論はないものと認めます。 

 これより認定８案を採決いたします。 

 認定８案に対する委員長報告は、いずれも認定すべきものであります。 

 認定８案を委員長報告のとおり、決定してご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、認定第１号、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号、認定第６号、

認定第７号、認定第８号は、委員長報告のとおりいずれも認定されました。 

 

    ◎総務経済委員会所管事務調査報告 

○議長（菊地誠道君） 日程第６。総務経済委員会所管事務調査報告を行います。 
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 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 総務経済委員会委員長・松下君。 

○総務経済委員会委員長（松下哲也君）（登壇） 総務経済委員会所管事務調査報告書につ

いて。 

 本委員会は、所管の事務調査を下記のとおり終了したので、標茶町議会会議規則第75条の

規定により報告いたします。 

 調査事項については「町内主要観光施設の現状等について」であります。 

 調査日時は令和４年11月11日、調査場所は標茶町役場議員室、塘路・茅沼地区であります。

調査事項、町内主要観光施設の現状等について。出席者につきましては記載のとおりであり

ます。 

 調査の経過及び内容については、提示された資料の説明を受け、質疑の後、サルボ・サル

ルン展望台、茅沼地区の蝶の森の視察を行いました。 

 主な説明内容、主な質問については、記載のとおりであります。 

 委員会の所見 

 観光施設の維持管理については、年間1,230万円で各委託業者に委託して管理されておりま

す。観光客の入込状況はコロナ禍の中で落ち込んでいるのは事実ではあるが、野外活動に関

しては落ち込みはなく横ばいを維持しております。イベント・ＰＲ活動では釧路総合振興局

を初め町村会、町、観光協会、各実行委員会等、数多く開催されていることに対して敬意を

表します。また、各情報誌、インターネットを活用して情報提供もされております。 

 特に地域おこし協力隊によるＹｏｕＴｕｂｅへの投稿は36本を数え、登録者数が1,100人を

超えたことは評価すべきものであり、今後の活動に大いに期待したいと思います。今後、多

くの観光客に本町を訪れていただくために、案内表示板の整備など、親切な対応と安全確保

上の老朽化箇所の整備、自然環境に配慮し、それを生かした施策を行うことを期待したい。 

 サルルン展望台については、北海道の事業により安全対策上の整備が行われたが、サルボ

展望台は老朽化が進んでいる。改修に向けた検討を進めるべきと考えます。 

 蝶の森については、非常に環境にすぐれたところであると認識しております。現在閉鎖中

の茅沼キャンプ場の関係も含め、キャンプのスタイル、運営の方法、湿原特有の蚊の対策等、

議論、検討を重ねていくべきと考えます。 

 以上をもって、総務経済委員会の所管事務調査の報告を終了いたします。 

○議長（菊地誠道君） これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 質疑はないものと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 以上で、総務経済委員会所管事務調査報告を終了いたします。 

 

    ◎厚生文教委員会所管事務調査報告 
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○議長（菊地誠道君） 日程第７。厚生文教委員会所管事務調査報告を行います。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 厚生文教委員会委員長・深見君。 

○厚生文教委員会委員長（深見 迪君）（登壇） 厚生文教委員会所管事務調査報告を行い

ます。 

 本委員会は、所管の事務調査を下記のとおり終了したので、標茶町議会会議規則第75条の

規定により報告します。 

 厚生文教委員会所管事務調査報告 

 調査日時は令和４年11月１日午前10時から、調査場所、標茶町役場議員室で行いました。

出席者はここに書いてあるとおりであります。調査事項は「小中学校の現状と今後の課題に

ついて」でありました。 

 主な資料説明が８点にわたってありました。その中で塘路中学校において、数学と英語を

免許教科外申請したという報告、それから学校教育上の問題について、教職員不足について

欠員、代替職員の補充ができない状況にあるという実態も報告されました。質疑応答の中で

は、教職員は全体的に少ない実態にあるのかという質問に対して、全道、管内とも相対的に

教員不足で、年度途中、欠員が生じた場合の補充ができないという問題が生じているという

ことが答えられました。また、働き方改革により、部活動の地域移行の状況はどうなってい

るかとの質問に対しては、令和５年から７年の３年間で実施することになっているが、今年

中に協議会の設立に向け準備を進め、課題を調査し、協議会の中で協議していくとの説明が

ありました。 

 委員会の所見としましては、 

 ・学習用具の軽量化については、さらに十分な配慮をするべきである。 

 ・デジタル教科書の導入による健康被害に十分配慮し、過度の使用がないよう、また、紙

の教科書のメリットも活かした教科書の在り方に配慮すべきである。 

 ・免許外教科担任の解消と、教職員の過重労働解消についてさらなる努力を期待する。 

 ・何よりも児童、生徒が健康で安全に教育が受けられる環境づくりに一層の努力を期待す

る。 

 以上が委員会の所見であります。 

 以上で、厚生文教委員会の報告を終わります。 

○議長（菊地誠道君） これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 質疑はないものと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 以上で、厚生文教委員会所管事務調査報告を終了いたします。 

 

    ◎標茶町議会議員定数等調査特別委員会調査報告 
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○議長（菊地誠道君） 日程第８。標茶町議会議員定数等調査特別委員会報告を行います。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 標茶町議会議員定数等調査特別委員会委員長・後藤君。 

○標茶町議会議員定数等調査特別委員会委員長（後藤 勲君）（登壇） 特別委員会調査報

告について。本特別委員会は、下記調査事項について調査を終了したので、標茶町議会会議

規則第75条の規定により報告します。 

 調査事項は「標茶町議会議員定数等に関する調査」であります。 

 次ページ報告書へまいります。 

 標茶町議会議員定数等調査特別委員会報告書 

 １調査事件、２調査の経過につきましては、下記のとおりであります。 

 ３調査の結果でありますが、本委員会は、主に議員定数と報酬について、３回にわたって

委員会を開催し検討を重ねてきました。 

 議会議員定数につきましては、能率的で効率的な議会機能の維持、町民の負託に応える体

制のあり方など、議員の責務を執行するに当たり、適正な定数について議論を重ね意見集約

にも努めたが、本町人口減少が続く中、定数減を望む町民の声は多く、そのことは民意であ

ると受けとめるべきとの意見が大勢を占め、結果、１名減の定数12名との結論に至りました。 

 その中では、町民にもっと説明が必要ではないのか、また、時期尚早ではないかという意

見もありました。そしてまた、来年度に任せたほうがいいのではないかという意見もありま

したけども、我々がやっぱり、今の時代で決めなければならないだろうというような意見に

達したわけです。 

 また、報酬については、報酬増額や現状維持などの意見が出されましたが、地方議会議員

の社会保障制度の充実や、兼業禁止などの規制緩和なども検討、研究が必要ではとの意見が

出され、協議の結果、精査の要ありと認められ、結論を出すまでに至りませんでした。 

 この中では、報酬を１万円ぐらい上げてもいいのではないかというような話も出ました。

また、教科書みたいなすばらしい、報酬に関係ないからいいのではないかと、こういうよう

な意見も出ました。 

 以上で、標茶町議会議員定数等調査特別委員会報告を終わります。 

 以上です。 

○議長（菊地誠道君） これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 質疑はないものと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 以上で、標茶町議会議員定数等調査特別委員会報告を終了いたします。 

 

    ◎一般質問 

○議長（菊地誠道君） 日程第９。一般質問を行います。 
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 質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 本多君。 

○９番（本多耕平君）（発言席） それでは、私は、ふるさと納税持続向上を目指す政策を

構築すべきという主題をもって、なるべく通告に沿って町長の所見を伺いたいと思います。 

 ふるさとを離れた方あるいは第２、第３のふるさとを求める方が標茶の振興と発展を願い、

みずからの一助として納税を寄附金として行っているものと、私は理解をしております。少

子高齢化、事業者の本町からの撤退、離農者の拡大あるいは国の交付金の減税などさまざま

な要因の中で、本町財政が厳しいにもかかわらず、町民理解のもと、官民一体となり町の発

展に努力されております。 

 佐藤町政も２期目に入り、重点政策として５項目の主な政策があります。その中で私は、

今回ふるさと納税のあり方について検証し、そして総括をし、次年度からの持続性を持った

向上できる政策を構築することを、受け身のまちづくりではなく躍動的な攻めの行政、まち

づくりの要となることを確信し、次の点について町長の所見を伺います。 

 過去５年間の年度ごとの寄附金は、幾らになっているでしょうか。 

 本町の返礼品は、何種類あるのでしょうか。 

 その中で返礼品のベストファイブは何でしょうか。 

 令和３年度でよろしゅうございますが、各月ごとの寄附件数はどのくらいになっているで

しょうか。 

 また、返礼品事業者との細やかな打ち合わせを、あるいはまた会議を開催しておりますか。 

 さらに、直接返礼品とは現段階では位置しておりませんけれども、ペットフード向け肉事

業者が本町から撤退した理由は何でしょうか。 

 以上の点について、前段でお伺いをしたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ４番、本多議員のふるさと納税維持向上を目指す政策を構

築すべきのご質問にお答えいたします。 

 本町におけるふるさと納税は、平成30年９月から「馬と共に暮らせる町…標茶」事業に対

するガバメントクラウドファンディングを利用したふるさと納税を開始したのが始まりで、

当初は本町におけるアクティビティを利用するという返礼品で、12品目から始まり、令和元

年６月からは特産品を利用した一般的なふるさと納税を始め、現在５年目となっております。 

 お尋ねの１点目の過去５年の年度ごとの寄附額は幾らかについてですが、平成30年度が400

万5,000円、令和元年度が2,182万円、令和２年度が１億1,355万円、令和３年度が１億6,356

万6,000円、令和４年度は年度途中ですので、11月末までの集計となりますが、現時点で１億

750万9,000円となっております。前年度の11月末までの集計で比較しますと、128％の伸び率、

金額で2,366万9,000円の増加となっております。 

 ２点目の町の返礼品は何種類かという質問ですが、現在184品目となっております。 

 ３点目の返礼品のベストファイブは何かですが、牛肉製品、木製品、羊肉製品、チーズ、

宿泊券となっております。 
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 ４点目の令和３年度の各月ごとの寄附件数についてですが、４月322件、５月292件、６月

463件、７月572件、８月408件、９月591件、10月601件、11月480件、12月3,424件、１月172

件、２月178件、３月229件となっております。 

 ５点目の返礼品事業者との細やかな打ち合わせ会議などを行っているかとのお尋ねですが、

年度初めには、事業者全体を対象とした打ち合わせ会を行っているほか、事業者訪問なども

定期的に行っております。ふるさと納税の事業については、ふるさと納税ポータルサイトの

運営などを委託しております中間事業者と町が連携をしながら、在庫の確認や価格の調整な

どの確認も行っております。 

 ６点目のペットフード向け肉事業者が本町から撤退した理由は何かにつきましては、まず

はふるさと納税の返礼品としては、これまでもペットフードの取り扱いはしていないことを

前提にお答えをいたします。有害駆除対策において獲得したエゾシカを地域資源として最大

限活用していくことを目的として、平成26年度からペットフード向けエゾシカ肉加工事業者

に本町及び北海道猟友会標茶支部において売り払いを行っていたものであり、これまでおよ

そ1,500頭分のエゾシカ肉を有効に活用しておりましたが、事業者より令和４年度以降ペット

フード向けエゾシカ肉加工事業を中止するとのお話を受け、現在に至っているところであり

ます。事業中止の理由としましては、エゾシカ肉加工施設の賃借料や、肉以外の不要部位の

他市町村における処分料金の負担が大きいことのほか、担い手の不足などにより事業の継続

が難しくなったことが理由と伺っておりますので、ご理解を願います。 

 すみません。先ほど月ごとの寄附件数なのですが、11月を480件と、私、報告いたしました

が、実際には1,480件の誤りだということで、訂正させていただきます。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 本多君。 

○９番（本多耕平君） 私は、前段で持続可能な、あるいはまた向上できるような、ふるさ

と納税の確たるものをという意味で質問いたしました。その中で、６項目についてお伺いい

たしましたけれども、これは、これから私が町長にお伺いする、いわゆる基礎となる数字と

いうことで捉えていただきたいと思うのです。 

 まず、返礼品というあり方、これはまた以前から本会議においてもいろいろ賛否両論がご

ざいました。しかしながら、私申し上げましたように、今は管内的にも、あるいはまた全国

でも、このふるさと納税に対する考え方、思いというのは、初段階よりもかなり変わってき

ているのではないかと、私、実は思っております。 

 いずれにいたしましても、本町においても佐藤町政が始まって５年目に入るわけですけれ

ども、それからいろいろなふるさと納税のあり方ということで、今、年度ごとの寄附金額を

提示していただいたわけですけれども、年々納税者の理解、あるいはまた、ふるさとを離れ

た人たちがふるさとへの郷愁、あるいはさらにまた第２、第３のふるさとを求め、いろんな

ことでのもっての納税者の気持ちがあるかと思うのですけれども、ここで、実は私も本町の

この取り扱いについての要綱を先般、企画のほうよりいただきました。「寄附者は、自らの

寄附金を町長が次に定める事業のうち何れに充てるかをあらかじめ指定できる」というふう
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に実は書いてございました。確かに寄附なさる方々が、標茶のために何に使っていただきた

い、あるいはまた、どのように使っていただいているのかということが、はっきり申し上げ

まして、実は私も不勉強でありまして、ふるさと納税が５年たちますけれども、このような

ペースでもって理解を得てきているのかなということを改めて思いましたし、あるいは納税

者の方々が改めて自分たちのまちづくりへの思いを寄附行為にしたことが、本当にどのよう

に使われているのだろうか、それに答えるのがやっぱり行政でないかと思うのです。その中

で、返礼品というのは、納税者に対してあなた方の寄附行為がこのように使われて、さらに

また、このように町が充実し発展しているのですよという一つのあかしということに私は理

解したいのです。寄附された方、納税された方々が、自分たちの一助が、このような返礼品

というのは、事業の充実ですとか町の発展に使われているのだ、そのあかしとして私は、返

礼品を素直な気持ちでもって納税者に届けるというのが一つの役目というふうに思っており

ます。 

 さらにまた、私が申し上げたいことは、２点目ですけれども、先ほども申したかと思うの

ですけれども、納税者を私は待つのではなくて、やっぱり攻める、どうすれば国民に、ある

いは町民に、あるいはまた寄附していただける方々に理解を得られるかという、町としての

取り組みが果たしてこれでいいのだろうかということで、２点目、３点目に、項目ごとに出

しておりますけれども、いわゆる事業者との連携が密にとれているのかだとか、そんな体制

が、町長、事実とられているのか。 

 さらにはまた、いま一度繰り返しますけれども、返礼品の中ででも月ごとに変わっていま

すね。例えば４月から３月まで返礼の数にいたしましても、あるいはまた納税される方々に

ついても、かなり12月あるいはまた11月に集中しているというようなことから、その辺のふ

るさと納税に対する寄附者の、どの程度理解をされているのか。 

 あるいはまた、繰り返しますけれども、先ほど申した返礼品のベストファイブは幾らとい

うふうに聞いたのですけれども、そのベストファイブの例えば課長、昨年３年度でもいいの

ですけれども、ベストファイブでも牛肉、木工製品あるいはまた乳製品等々ありますけれど

も、それの金額がどのくらいになっているのか、通告にないのですけれども、もしお手元に

あれば、ちょっとお知らせ願いたいのですが。 

○議長（菊地誠道君） 企画財政課長・長野君。 

○企画財政課長（長野大介君） お答えしたいと思います。 

 まず、１点目の寄附いただいた方からの目的ですね。先ほど議員、寄附記念品贈呈事業取

扱要綱第３条でいずれに充てるかをあらかじめ指定できるというようなお話だったのですけ

れども、今年、令和４年度事業で活用した事業について、まずはお示しさせていただきたい

と思うのですけれども、令和４年度事業で活用させていただいております事業につきまして

は、１つは「馬と共に暮らせる町…標茶」に対して寄附いただいた方の部分については、引

退預託馬の支援と、この事業全般的に1,381万1,000円活用させていただいております。そし

て、もう一つが「子どもたちの教育環境の充実のために」ということで、教育関連事業とい

うことで、ふるさと教育推進事業と特別支援教育推進事業合わせて696万6,000円活用させて
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いただいております。もう一点が「将来を担う次世代の育成に」ということで、子育て応援

チケット事業と、ブックスタート事業合わせて201万9,000円活用しております。そして、

「関係人口や交流人口の拡大に」ということで、標茶町のＰＲ事業ということで36万4,000円

活用させていただいております。続いて、「基幹産業の発展に」ということで、学校給食牛

乳供給支援事業、消費拡大ですね。それと新規就農者支援事業合わせて154万8,000円活用さ

せていただいております。続きまして、「安全安心な暮らしのために」ということで、ＡＥ

Ｄ設置事業等で163万9,000円活用させていただいております。それと、「指定しない」部分

につきましては、茅沼地区の観光宿泊施設改修事業で610万円活用させていただいております。

残りの部分は、令和２年度にいただいた寄附金の部分については、基金の部分で残している

ような状況でございます。 

 続きまして、事業者との連携の部分になりますけれども、先ほど町長からもお答えいただ

いた部分で、年度初めにまずは事業者全体を対象にした打ち合わせ会をやっております。ス

ケジュール的にも合わない方とか結構いらっしゃいますので、その方は別途１件ずつ、中間

事業者さんと一緒にうちの担当のほうで訪問させていただいております。それとともに随時

定期的に電話だとか、あるいは直接対応してというようなところで連携を持ってやっている

ところで、特に在庫の確認だとか、商品の発送時期だとか遅れるようなことがあれば、随時

ふるさと納税のサイトのほうに発送時期とかを明示するような関係もございますので、そう

いったところでそういった確認というのを、特に気を遣ってやっているような状況でござい

ます。 

 それと、月ごとの数が年末に集中しているというような状況でございますが、昨年で言う

と、令和３年度は12月に１年間の４割ということで、本町の部分、11月と12月の２か月で６

割弱が集中しているような状況でございます。令和２年度は全体的に金額が少し少なかった

ものですから、11月、12月の２か月に７割弱が集中しているような状況でございまして、こ

れは全国的にも同様の傾向でございます。 

 というのが、やっぱりふるさと納税というのは、寄附金額に応じて所得税、住民税の控除

を受けられるということなのですけれども、控除できる寄附金額というのは上限額がござい

まして、年間の上限というのが寄附を行う人の１月から12月の所得の金額によって変わると

いうような状況ですので、その所得というのが12月に確定するということで年末に集中する

というところと、あとは駆け込みで入れる、納税をされる方がすごく多いというところもご

ざいますので、そういった部分についてはやはり日本全体的にもうそういった傾向でござい

まして、寄附をいただく機会が年末に集中するということで、その機会を逃さずにどのよう

に商品を平準化するかというところが、今、取り組んでいるところでございますけれども、

一つ寄附サイトに発送時期の明示を行うということで、先ほど事業者訪問だとかというとこ

ろで、細やかな対応をしていきたいというふうにしてやってございます。 

 それと、もう一つは、返礼品を定期便というようなことで、１年間何回かに分けて発送す

るというようなことで、分散するというような取り組みもやっているところもあります。そ

ういった部分でどうしても年末に集中する、だけれどもその機会を逃さないというためには、
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やっぱりそういった形で今後もさらに細やかな部分で事業者訪問などを定期的に行っていき

たいなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（菊地誠道君） 本多君。 

○９番（本多耕平君） 総括的な答弁だったり、あるいはまた質問だったりいたしますので、

先に話を私もう少し戻したいと思いますが、本論に入りたいと、これから本文に入りたいと

思うのですけれども、今、課長のほうから、より具体的な説明がございました。それを受け

て、私は次の点について町長にお伺いいたしたいと思うのです。 

 先ほど町長の施政方針の中でも、特に元気な交流ステージのまちへという、３ページでお

話をなされました。その中でも目立つことは、いわゆる道の駅というのはハードルが高い、

したがって物産センター的なものをつくりたいのだということと、実は私は、このふるさと

納税の関係も含めて、いま一度検討していただきたいことは、返礼品の中で５項目というの

が挙げられましたけれども、その中には残念ながら鹿肉が入っていなかったのでちょっと意

外だったのですけれども、実は鹿肉業者あるいはまたチーズの方々との、私、実は話もして

まいりましたし、彼たちの苦しみなり、あるいは何で事業から撤退したかというようなこと

も実は聞いてまいりました。 

 その中で特に私は、鹿肉の場合、先ほどペットフードの問題もちょっと出しましたけれど

も、年間で本町では2,500頭強のいわゆる有害駆除がなされております。その有効活用という

のは、なかなか厳しいもので、全体的には自家消費、さらには埋没、さらには焼却処分とい

う程度でもって、本当に2,500頭強の肉が、あるいはまた鹿が有効活用されていなかったりと

いうことが非常に残念なわけで、ペットフードに向けた業者との関連も期待していたわけで

すけれども、撤退をしたということで、これも含めて、私、実は何で鹿肉の事業者が撤退し

たかということについてお話を伺いましたところ、先ほど課長のお話にもありましたように、

一気に集中してしまうと。したがって、その中ではとても処理できないのだ。したがって、

この件については私も年だし、何らかの方法を考えれば、まだ私たちの知恵なり技術は提供

できるのだということを実はお聞きいたしました。 

 そこで、町長に１つ提案したいのですが、特産品の物産センターをつくりたいということ

も含めて、返礼品の鹿肉の有効活用ということも鑑みるときに、いわゆる公設での加工場は

つくれないものかというよりも、ぜひつくっていただきたい。持続的向上ということを私は

そこで求めるのです。民間だけに任せておくのではなくて、一番最初に申し上げましたよう

に、持続的に向上するのはやはり行政として攻める施策が必要だということから鑑みるとき

に、私は、ぜひとも加工センターというものをつくっていただくことによって、ある意味で

一気に集中する返礼品についても対応できる能力の持った施設は十分可能だということを実

は業者からも伺いましたし、さらにはまた、それと絡めて物産センターを考えるときに、標

茶高校生がやっている乳製品の加工ですとか、あるいは本町で農家がやっているチーズ加工

ですとか、そういうもろもろをふるさと納税と絡めて、その事業と絡めて物産センターのや

っぱり設立を私は切に希望いたしますし、それが本町にとっての経済振興あるいはまた地域
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発展、町の発展の相乗効果になっていくと思うのです。 

 一番最初に申し上げましたように、ふるさと納税をする方々は、やっぱりふるさとへの郷

愁あるいは第２、第３のふるさとを求める方々が標茶に頑張っていただきたいということで

あれば、当然それは標茶で応えなければならない、受け身であってはならないということか

ら考えて、やっぱり攻めのまちづくり、ふるさと納税制度を利用したまちづくりをいま一度

考えていただきたい。ぜひ、町長が５つの重要項目に出したものにも書いてあります。思い

もあるでしょう。したがって、私もそれについては町長に賛同いたしますし、ぜひともふる

さと納税、私、時々監査の月例報告を見ますけれども、先月も先々月も１億1,000万円強の基

金がなされておりますけれども、どういうふうに使われているのかと、私知らなかったもの

ですから、今回初めて私自身も勉強になりましたけれども、町民の方々がどういうふうに納

税件数があって、どう使われているのか。あるいは納税した方々が、寄附された方々が、本

当に有効に利用していただきたい。持続性を持ったやっぱり寄附行為であったということを

立証するためにも、一つの手段、方法として、加工センター等々をつくることによって、物

産センターも含めた、いわゆる道の駅の第一歩になっていくと、私はそのように理解いたし

ます。私自身はそういうふうに思っているのです。 

 それで最後に、長くなりましたけれども、町長に先ほどの「元気な、交流ステージ標茶へ」

ということでの５項目の中に前段で入っています。ふるさと納税を活用する、どうのこうの

と出ております。町長の目玉であると私は思っております。それと同時に足すこと、ふるさ

と納税事業と絡めて、これの取り組みをぜひともお願いしたいということ、長くなりました

けれども、これが私の希望であり意見であります。町長のご答弁をいただいて終わりにした

いと思いますが。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 今、本多議員のほうから、ふるさと納税について、これについては、

返礼品をつけてふるさと納税を行うということについては、令和元年の６月から、私が町長

になってから始めて、非常に大変な状況で、地元の事業者の皆さんのご協力をいただきなが

ら、先ほど説明したように、最初は35品目くらいの返礼品だったのですが、それが今現在百

八十幾らまで返礼品が増えて、これはやはり地元の皆さんがふるさと納税に対する思いが、

物づくりも含めて形に徐々になってきたのかなと思っていますので、これはさらに拡大して

いきたいということで、第２期の中でも公約の中で位置づけをさせていただきました。その

拠点になるのが、やはり物づくり、物を売るための拠点施設として、そういう物産センター

とか、そういったものが町民の多くの皆さんが、できるだけ早く欲しいということの意見が

ありましたので、それをまず目指したいと思いますが、あわせて今回、ふるさと納税の例え

ば返礼品の研究開発とか、支援制度についても、あわせて創設をしたいというふうに考えて

います。ただ、その中に加工施設に対する支援とか、そういったものをどこまでどういうふ

うにやるかとか、誰がやるかとか、そういった部分については、まだ形が見えていない部分

ございますので、いろいろな方々の意見を聞きながら、現在これまで例えば鹿肉加工をやっ

てきた方とか、ペットフードの事業者の皆さんの意見とか、そういったものをお聞きしなが
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ら、標茶にふさわしい形ができないか、研究してまいりたい、そんなふうに思いますので、

皆さんのご支援をよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 本多君。 

○９番（本多耕平君） 最後に、今、町長のふるさと納税に対するお考えは、十分理解いた

します。念を押すわけではございませんけれども、ぜひ、行政だけの力では、これは私は無

理だと。長続きしないのですよ。民間の知恵と技術を信じて、今まで行ってきた業者との、

もう一度この事業、政策に対してのやっぱり密なる会議を持っていただいて、やっぱりお互

いの立場を理解しながら、あるいはまたさらには、お手盛りではないですけれども、ここに

猟友会の支部長もいらっしゃいます。やはり鹿肉の有効利用等々も考えながら、ふるさと納

税についての、今後ますます向上することが町の産業の発展につながっていくということを、

私は偉そうなことを言うわけではないけれども、町長にぜひ進言をして、私の発言を終わり

たいと思います。ありがとうございました。 

○議長（菊地誠道君） 以上で９番、本多君の一般質問を終わります。 

 黒沼君。 

○10番（黒沼俊幸君）（発言席） 私は、通告に従いまして、件名、二本松橋の竣工時期と

カヌーの発着場についてということをご質問いたします。 

 塘路とコッタロ展望台をつなぐ釧路川にかかる二本松橋は、完成に近い様子であります。

一般車両が通行可能な時期はいつになるのか。 

 橋が開通いたしますと、鶴居村方面から観光の流れが増えると予想されます。主要な観光

の柱であるカヌーを楽しむ人がこの橋を通って塘路に訪れると思いますが、現在の二本松橋

付近のカヌー発着場の利用はどうなるのでしょうか。 

 カヌーガイドラインにある、カヌーポート駅とカヌー発着可能場の違いはどこにあるので

しょうか。 

 河川敷内の発着可能場所は標識を立てるなど、危険防止策をとるべきと考えますが、どう

でしょうか。 

 また、町内の業者は、町と連携してカヌーを運航していると思いますが、町外の業者は、

カヌーポート駅以外で利用されているというふうに聞いております。実態はどうでしょうか。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） 10番、黒沼議員の二本松橋の竣工時期とカヌーの発着場に

ついてのお尋ねにお答えいたします。 

 １点目の二本松橋の一般車両が通行可能な時期はいつになるかのお尋ねですが、道路管理

者である北海道釧路建設管理部によりますと、工期が令和５年１月20日までであるが、早期

開通できるよう努力しており、時期は明言できないが、工事が竣工し、引き渡しが終了した

ら通行可能になるとのことでございます。 

 ２点目の現在の二本松橋付近のカヌー発着場の利用はどうなるかのお尋ねですが、令和２

年６月の定例議会においても、議員よりご質問いただき、お答えしておりますが、二本松橋

が通行どめの期間、スガワラ川発着可能箇所を利用する場合には、大きく迂回することとな
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り、利用者の減少が懸念されることから、釧路川カヌーネットワーク協会から、二本松橋を

利用できない期間は、二本松橋左岸上流側を仮設の発着場として利用させてほしいとの要望

があり、環境省、釧路開発建設部、釧路建設管理部のご協力により仮設の発着場を設置して

いただいております。仮設の発着場ですので、二本松橋が通行可能となった際には設置者に

おいて撤去することで、釧路川カヌーネットワーク協会及び事業者からもご理解をいただい

ております。 

 ３点目のカヌーガイドラインにあるカヌーポート駅とカヌー発着可能場の違いはどこにあ

るかですが、ガイドラインにつきましては「釧路川保全と利用のカヌーガイドライン」とし

て国土交通省北海道開発局釧路開発建設部治水課で所管しております釧路湿原自然再生協議

会において、2004年、平成16年に最初のガイドラインが策定され、2022年、令和４年３月に

自然環境の保全とカヌーの安全利用を両立するルール、マナーをよりわかりやすく伝えるた

め改訂されております。本ガイドラインにおきましては、釧路川全体でカヌーポートが８か

所、発着可能箇所として５か所指定されており、そのうち標茶町内には、それぞれ４か所と

３か所が掲載されております。 

 お尋ねのカヌーポートと発着可能箇所の違いにつきましては、所管している釧路開発建設

部によると、どちらもガイドライン作成時に登録されておりますが、カヌーポートが、本ガ

イドライン作成時において既に釧路開発建設部において標識や注意看板を含めて整備されて

いる場所。発着可能箇所については、実態として利用されているが、基本的に整備を行って

いない場所とのことでございます。 

 ４点目の河川敷地内に発着可能場所の標識を立てられないかのお尋ねですが、地域や利用

者からの要望により、釧路湿原自然再生協議会がその必要性を認識した場合、設置すること

ができると聞いているところでございます。 

 ５点目のカヌーポート駅以外での利用の実態はどうかのお尋ねですが、釧路川でのカヌー

利用状況につきましては、釧路川流域でのカヌー事業者数は現在35事業者があり、個人でカ

ヌーを楽しんでおられる方もいることから、町としては誰がどこのカヌーポートを利用して

いるのか、どこの発着可能箇所を利用しているのか、全て把握はできておりません。ガイド

ラインにもうたわれておりますが、利用者のマナーや共通ルールを理解していただいて、多

くのカヌー利用者が釧路川や釧路湿原の自然に親しみ、安全に楽しんでいただきたいと考え

ておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 黒沼君。 

○10番（黒沼俊幸君） 一番心配していた二本松橋が、行って本当にアーチ型の美しい橋が、

今、完成しようとしているのを目の当たりにして、非常に立派な橋だなと思っております。

私が見たところ、あと最後の表層を工事すれば、それができれば完成するのだなということ

ですけれども、北海道釧路建設管理部が１月20日まで工期だからなるべく早くということで、

私は、ちょっと情報は言えませんけれども、年内完成という話を伺っていたものですから、

12月に完成すればいいなというふうに思っておりました。年度内ということになったら３月
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ですけれども、なるべくこの時期は、例えば12月30日に通れるようになったら、そのような

ＰＲというのを、ぜひ知らせてほしいと思います。 

 それから、カヌーの観光に携わる人たちが、釧路川のよさが理解されてどんどん今年あた

り、コロナが少し減退したせいもありますけれども、カヌー客が大勢塘路の町を訪れて、す

ばらしいなというふうに思っておりますが、一方、皆さんも記憶にあると思いますけれども、

知床遊覧船の事故が全国に知られて、大変なことになったということが思い出されます。カ

ヌーも私、何か所か発着可能場も見学いたしましたが、この５か所については、誰でも愛好

者はカヌーを運んで乗ったりできるという、規則がないのですね。それで、このカヌーポー

トというのは開発も認めていますから、標識もあるし、塘路の業者もちゃんと営業していま

すから問題ないと思いますが、この発着可能場というところが問題でないかと思っておりま

す。場所によっては、例えば五十石のような緩やかな川の岸もあれば、塘路に行くとすごい

蛇行していますし、深いのです。そして、倒木というか寝木というか、川に木が埋もれ木に

なっているし、そういうところを通称、私たちはガンケと言っていますけれども、ガンケの

場所がありまして、そこを自由に今は乗り降りできるのですが、このブームがどんどん盛ん

になりますと、来年あたりはあそこへ行って乗ろうという、地図にも載っていますから簡単

に訪れることができるわけで、このことを、やっぱり幾ら自然国立公園の中でもそこに行く

道路は町が管理していますから、町も大いに責任があると思いますので、開発局と本町と両

者で、この発着可能場所については、乗れない場所は柵をするとか、きちっと標識を立てる

ようなことは考えてほしいと思いますが、このことについて再度お伺いします。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 まず、橋の供用の部分なのですけれども、先ほど町長の答弁、工期が１月20日までという

ことでありますので、年度内というよりかは、よほどのことがない限りは、事故がない限り

は１月20日からこちら側の間に完成して引き渡しが行われるというふうな理解でおりますの

で、議員についてもご理解いただきたいというふうに思います。 

 それから、カヌー発着場の整備の件なのですけれども、いろいろな視点があろうかという

ふうに思っております。議員のように現行のカヌー発着場をちゃんと整備すべきだという声、

あるいはもっとたくさんのカヌー発着場的なものをつくるべきだという声もあるかとは思う

のですけれども、一方で自然を大事にしていく、特に国立公園内ではそういう発想が必要で、

これまでも賢明な利用、ワイズ・ユースという、そういう概念で、むやみやたらな開発整備

はしないという、そういうところもあったというふうに理解しております。現に釧路川にお

いては、環境省、釧路開発建設部、町も含めて協議しながら、できる範囲でやってきたとい

う経過があるかというふうに思っております。 

 また一方、議員から、町道が整備されていて、そこを使う以上、そこのカヌー発着場等の

利用についても責任が発生するのではないかという、そういう発言がありましたけれども、

基本的には自然の中で自然を楽しませてもらう私たちについて、原則、自己責任という部分

が尊重されるというのが、海外でそういう発想だということが、釧路湿原国立公園になると
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きに、そういう情報がもたらされたという記憶があります。先ほど申し上げました賢明な利

用と兼ね合わせて、実際多くの人が使っているところについては、危険防止措置を講じると

いうのは、当然のことだと思うのですけれども、先回りをして行政がそこに手を加えること

については、この先も環境省あるいは河川であれば開発建設部、湿原再生委員会等々で議論

され、協議され、そして形をなしていくものだというふうに考えておりますので、ご理解を

いただきたいというふうに思います。 

○議長（菊地誠道君） 黒沼君。 

○10番（黒沼俊幸君） 少し今、説明いただいたのだけれども、わかっていないのでないか

というふうに私が思いますので、もうちょっと突っ込んでお話をいたします。 

 塘路駅からちょっと上流に行きますと二股という、釧路川が急角度で、ここは遺跡もあっ

て、縄文会の人たちも、恐らく全員ここは遺跡があった場所で知っていると思います。ここ

については、さっき私が述べたガンケがあって、線路も近いですから、非常に新しい、いい

場所だというふうに、私は理解しております。やっぱりここら辺は、さっき言ったように危

険箇所だというふうに、足を滑らせたら、大人だったら救命胴衣をあれしてすぐ泳いで岸に

行けるかもしれないけれども、子供だったら乗り降りするときに危ないです。だから、そう

いう場所は、これは開発が管理すればいいとおっしゃるかもしれないけれども、やはり事故

防止のために、警察や何かにも巡回してもらって、１年に１回でも２回でもそういうのをみ

んながわかり合って、朝早く来ていつの間にか下っていて、誰が誰だかわからない。そんな

の自然公園だから仕方ないと言わないで、やっぱりこれからカヌー人口がどんどん増えると

いうふうに私は予測していますので、それをお願いしたいと思うものだから、もう一回お話

しできる人は答弁してください。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えしたいと思います。 

 繰り返しの答弁にはなってしまうかと思うのですけれども、全く考えていないとか、考え

る意思はないとか、そういった答弁をしたつもりではなくて、現状に合わせながら相当な利

用がある、そういった場合については、当然私どもとしても、所管外のことであっても、ご

意見をお願いしながら整備に努めるというふうな考えでおります。一方で、例えばそこは危

険だから違う場所から乗ったほうがいいのではないか、そういった発想も利用者の側では必

要ではないのかなというふうに思います。ここから乗るからここを全部整備しろというのは、

ちょっとむちゃな話なのかなというふうに思いまして、その辺の兼ね合いについて、私ども

としましては、安全対策等々の部分で関係する所管庁とも協議しながら、適切な整備につい

て努めていきたいというふうに考えているところであります。 

○10番（黒沼俊幸君） そのように、今答弁あったように、前向きに注意をしながらやって

いただくよう要望して、質問を終わります。 

○議長（菊地誠道君） 以上で10番、黒沼君の一般質問を終わります。 

 深見君。 

○８番（深見 迪君）（発言席） 私は、サルボ・サルルン展望台の史跡を中心とした説明
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看板の設置をということを求めて質問したいと思います。 

 今年の４月、サルボ・サルルン展望台改修工事が無事終わり、連日、観光客が上って楽し

んでいます。サルボ・サルルン展望台は本町にとっても貴重な観光施設と考えますが、改修

を終えての町長の所見を伺いたいこととあわせて、今後の課題等があればお聞きしたいと思

います。私も４月と11月に上ってみましたが、幾つか気になるところがありましたので質問

し、町長のご所見を伺いたいと思います。 

 気になったことの一つは、貴重な史跡についてです。改修前は説明看板がありましたが、

今はなくなっていました。例えば、チャシコツというのか、チャシ跡などはわかりやすく大

きな説明看板がありましたし、縄文住居史跡についても説明看板がありました。ぜひ設置し

てほしいと考えますが、いかがですか。 

 さらに、貴重な原生林や草木などの説明も必要と考えますが、いかがですか。 

 また、４月に上ったときは、サルボ展望台に行く階段の下がぬかるんで大変でした。とこ

ろどころビリ砂利、ビリ砂と言うのですか、ビリ砂利が敷いてありましたが、観光客の安全

も考えて全面的に敷くべきと考えるが、いかがでしょうか。 

 展望台入り口に駐車禁止の看板が設置されていますが、駐車していることがあります。看

板を大きくしてはどうでしょうか。 

 また、入り口等の看板も極めて小さいと思いますが、これも大きくしてはいかがでしょう

か。 

 以上です。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ８番、深見議員のサルボ・サルルン展望台の史跡を中心と

した説明看板の設置をのお尋ねにお答えいたします。 

 １点目の改修を終えての所見、今後の課題等のお尋ねですが、議員ご承知のように、シラ

ルトロ塘路線歩道につきましては、急勾配の歩道や春の融雪期や大雨の際には、土砂の流出、

木柵やサルルン展望台の損傷が激しいことから、管理者である北海道が事業主体となって、

令和元年度から２か年で再整備を行っていただきました。本町の貴重な観光資源であるサル

ボ・サルルン展望台、シラルトロ塘路線歩道は、塘路湖やサルルン沼を初め、湿原風景やＪ

Ｒ釧網線も眼下に見られる場所として、年間を通じて多くの観光客の方にお越しいただいて

おりますので、施設改修、歩道改修していただいたことに大変感謝をしております。引き続

き環境保全、環境整備に努めてまいります。 

 今後の課題としましては、町で設置管理しておりますサルボ展望台が建設後25年経過し、

毎年、部分的な補修を行っておりますが、老朽化が激しく、更新時期を迎えていることから、

財源確保を含め、改修に向けて検討してまいりたいと考えております。また、駐車場につい

ては、長年の課題として受けとめており、引き続き関係機関と協議を進めてまいります。 

 ２点目のチャシ跡や縄文居住史跡の看板を設置してほしいとのお尋ねですが、議員ご指摘

のとおり、以前にはサルボチャシ及びサルボ遺跡について、その内容を記した木製の遺跡看

板が設置されていましたが、何者かによって赤色のスプレーによって汚されてしまったこと
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もあり、看板の劣化が目立っていたため、修復はせずに撤去して現在に至っているところで

す。 

 特にサルボチャシについては、保存状態のよいアイヌ文化のチャシであり、アイヌ交付金

の活用も期待できることから、新たに計画に加えるなど、看板の設置について検討してまい

りたいと考えております。 

 また、縄文住居遺跡については、サルルン展望台へと向かう散策路の道脇にあり、非常に

観察しやすい場所に所在しております。こちらについても、観光客を対象としたわかりやす

い新たな看板の設置を、関係機関と協議しながら周辺環境に配慮した形で検討いたします。 

 ３点目の原生林や草木などの説明も必要ではないかとのお尋ねですが、シラルトロ塘路線

歩道だけではなく、シラルトロ湖キャンプ場奥の蝶の森についても経年劣化から破損してい

ることから、今後エリア全体として改修を進めたいと考えておりますので、ご理解をお願い

します。 

 ４点目の全面的にビリ砂利を敷くなどのお尋ねですが、管理者である北海道において、環

境省の自然環境整備交付金を活用して整備を進めたい、来年度の実施に向けて要望したいと

のお話をいただいているところでございます。 

 ５点目の駐車禁止看板と入り口看板を大きくしてはどうかのお尋ねですが、駐車場入り口

看板、展望台、歩道入り口看板、駐車禁止看板、無届樹木伐採禁止看板等につきましては、

今後、環境省、北海道開発局、釧路総合振興局と協議しながら、看板が煩雑にならないよう

景観に配慮した看板の設置について検討してまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 深見君。 

○８番（深見 迪君） おおむね答弁をいただきました。 

 時期については、いつまでということは、今、多分言えないかと思いますけれども、その

点についてもちょっと伺いたいというふうに思います。 

 それから、先ほどサルボ展望台に行く階段の下がぬかるんで大変なので、ビリを全面的に

敷いてはどうかということについて、来年度の実施について検討していくというような答え

のように聞こえたのですが、この点はもう一度答弁していただけますか。 

○議長（菊地誠道君） 観光商工課長・三船君。 

○観光商工課長（三船英之君） お答えいたします。 

 まず、看板の設置時期なのですけれども、町長からも答弁させていただいたのですが、茅

沼地区の奥の蝶の森の看板の関係もかなり傷んでおりまして、担当課としましては、一緒に、

あの辺エリア一体となった、統一したデザインを採用しながら再設置したいと考えていると

ころでございます。時期につきましては、まだいつというところはまだここではお答えでき

ないのですけれども、来年、再来年にかけて関係機関と協議しながら進めていきたいという

ふうに考えているところであります。 

 それから、ビリ砂利の設置なのですが、北海道さんが管理しておりまして、聞いていると

ころでは、来年度の予算要望に上げたいということでお聞きしていますので、予算がつけば
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やっていただけるということでお話をいただいているところでございます。 

○議長（菊地誠道君） 社会教育課長・服部君。 

○社会教育課長（服部重典君） お答えいたします。 

 アイヌ交付金を活用した看板の設置について、現在、サルボチャシ以外にも、本町には虹

別のポンチャシ及び国指定の釧路川流域チャシ跡などがございます。こういったものも含め

て、新たにアイヌ交付金推進計画に加えながら実施していく予定なのですが、現在、令和５

年度につきましては、事業が集中するということでなかなか難しいという説明を受けており

ます。ですから、予定的には、令和６年度に向けて新たに計画を加えながら実施していくと

いう形になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（菊地誠道君） 深見君。 

○８番（深見 迪君） わかりました。 

 ２つ目の質問に入ってよろしいですか。 

○議長（菊地誠道君） 休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時１０分 

 

○議長（菊地誠道君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 深見君。 

○８番（深見 迪君） それでは、介護の問題について質問いたします。 

 令和４年９月に開催された社会保障審議会介護保険部会では、要介護１、２の高齢者に対

する訪問介護と通所介護を市町村の総合事業へ移す案が出ました。要介護度は、介護が必要

な段階によって、非該当、要支援１～２、要介護１～５の８段階に分けられていますが、要

介護１とは、食事などは自分でできるが、歩くときやトイレや入浴など、身の回りのことで

一部手助けが必要な状態で、要介護２とは、食事、トイレ、入浴など日常生活の多くの面で

介助が必要な状態になると認定されます。また、要介護２では、立ち上がること、歩くこと

などの身体能力が低下しているため、利用者が動くときに支えをする必要があり、理解力や

思考力が低下している状態にもなっています。この要介護１、２を事実上、介護サービスか

ら外し、市町村の総合事業へ移す案について、町長のご所見を伺います。 

 もしこの案が通ったら、本町では今まで行ってきた介護サービスが大きく後退すると考え

ますが、いかがですか。 

 また、本町の総合事業については、再三質問に対してそのような体制はとれないと町理事

者は答弁していました。この点についても所見を伺いたいと思います。 

 さらに、要介護１、２の介護サービスが全て介護制度本体から切り離されて介護事業所の

予防事業となると、本町の小規模介護事業所の経営は成り立たなくなると考えますが、いか
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がですか。 

 ケアマネジメントの利用者負担導入（ケアプラン作成の有料化）についても提案審議され

ていますが、実施されれば介護サービスを必要とされている人の負担が一層重くなると考え

ますが、いかがですか。本町においては、このような負担増については利用者の負担にしな

いようにすべきと考えますが、町長の所見を伺います。 

 介護保険料の自己負担額を現行原則１割から２割負担にする案も出ていますが、これでは

介護を必要とする利用者が介護利用を控え、一層介護度を上げ、自立した生活ができなくな

ると思いますが、町長の所見を伺います。 

 施設や介護事業所等でのコロナ対策と実情はどうなっていますか。 

 介護保険料は制度ができてから22年になりますが、今の第８期で国の平均で、できたとき

から比べて2.1倍に介護保険料が上がっています。これに対し年金は20年間下がり続けてきま

した。９期を迎えるに当たって、これに対する施策など考えはありますか。 

 つけ加えますけれども、この質問を書いたときはかなり早くに書いたものですから、今の

実情と審議会の答申の実情と、ちょっと離れているところもあるかと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ８番、深見議員の介護内容の後退が行われないような計画

をのお尋ねにお答えいたします。 

 介護保険事業計画につきましては、現在、令和３年度から令和５年度までの第８期計画で

ありまして、令和６年度からの第９期計画につきましては、令和５年度中に策定を予定する

こととなっております。 

 １点目の要介護１、２を事実上介護サービスから外し、市町村の総合事業へ移す案につい

て町長の所見を聞くとのお尋ねにつきましては、社会保障審議会介護保険部会の中でもさま

ざまな意見が出されておりますが、全国町村会行政委員でもあります東京都瑞穂町長の杉浦

委員から、「軽度者の生活援助サービス等の地域支援事業、総合事業への移行については、

時期尚早であると考えております。もう少し議論をしっかりと制度的に組み上げてから着手

すべきと考えております」との発言があり、本町においても同様に考えているところでござ

います。 

 ２点目の、もしこの案が通ったら本町では今まで行ってきた介護サービスが大きく後退す

ると考えるがどうか、総合事業については体制がとれないと答弁してきたが、この点につい

ての所見を聞く、介護事業所の予防事業となる小規模の介護事業所の経営が成り立たなくな

ると考えるがどうかのお尋ねですが、平成28年度に総合事業が導入された際におきましては、

町としては、従前の訪問介護に相当するサービスとして、そのまま現行のサービスを維持す

る形で移行した経過も踏まえて、今回の移行も平成28年度と同様の対応がとれるかどうか、

今後の動向についてしっかりと情報収集をし、制度の中で現在のサービス低下をさせない形

で対応したいと考えているところでございます。また、どのような形で、要介護１及び２の
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方の、国の見直し案で言うところの要介護軽度者の独自サービスの枠組みを行うことができ

るか、引き続き本町の実情に合わせた形で検討してまいりたいと考えているところでござい

ます。要介護１、２の方が現在の総合事業にそのまま移行する形となった場合、議員ご指摘

のとおり事業者への影響は大きいものと思われます。さきに申し上げました平成28年度に総

合事業が導入された際におきましては、報酬単価を国の定める上限として設定し、結果とし

て従前どおりの単価としたところでありますが、今回、国がどのような方針を示されるかを

注視しながら、できる限り事業者への影響を少なくするよう進めてまいりたいと考えている

ところでございます。 

 町における要支援・要介護認定者は、令和４年10月末現在において549人、そのうち要介護

１及び２の要介護軽度者に該当する方は192人で、認定者全体の約35％を占めております。そ

のうち、訪問介護における生活援助を利用されている方は50人であり、要介護軽度者の約

26％の方が生活を営む上で欠かせない必要なサービスであると捉えております。 

 ３点目のケアマネジメントの利用者負担については、利用者の負担にしないようにすべき

と考えるがどうかのお尋ねですが、社会保障審議会介護保険部会の中でもさまざまな意見が

出されているとおり、先ほど申し上げました杉浦委員からは、「市町村の行政現場では、こ

れ以上の高齢者負担の増加は、生活保護に移行する人口も増加し、いずれ社会保障財源が別

途必要になってしまいます」との発言がございます。本町においても同様に考えているとこ

ろでございます。また、ケアプランの有料化となった場合、利用者の利用控えが起きる懸念

もあることから、現制度の維持が必要と考えるところでございます。 

 ４点目の自己負担額を１割から２割負担にする案も出されているが、介護利用を控え、一

層介護度を上げて自立した生活ができなくなると思うが、町長の所見を聞くとのお尋ねにつ

きましては、先ほど申し上げましたが、負担増により利用者の利用控えが懸念されるところ

であり、この場合、議員ご指摘のとおり、介護度がさらに高くなることが懸念されるところ

でございます。2024年の負担割合の改定趣旨が、「現役並み所得」「一定以上の所得」の判

断基準の変更と考えておりますが、今後の動向についてしっかりと情報収集を行ってまいり

たいと考えているところでございます。利用者負担が一定の限度額を超えた場合、高額介護

サービス費として給付される支援制度などもございますので、今後も引き続き、利用者や事

業者の皆さんに周知の徹底を図ってまいりたいと考えているところでございます。 

 ５点目の施設や介護事業所等でのコロナ対策と実情はどうなっているかのお尋ねにつきま

しては、日ごろから各事業所での感染対策について呼びかけを行っており、感染防止策を講

じたサービスの提供に日々ご尽力をいただいているものと認識しております。また、陽性者

が発生した場合の状況については、地域包括ケア会議などを通じ、各事業所へ情報提供の協

力を依頼しており、感染状況を逐一共有しております。今後も感染防止対策の徹底を呼びか

けながら、事業所との情報共有に努めてまいりたいと考えているところでございます。 

 ６点目の介護保険料は制度ができてから22年であるが、第８期で国の平均で2.1倍になって

いる。これに対し年金は20年間下がり続けている。９期を迎えるに当たって、これに対する

施策などの考えがあるかとのお尋ねにつきましては、令和５年度中に策定を予定している第
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９期計画の中で、介護給付費準備基金を活用しながら、できるだけ保険料の上昇を招かない

ような対応をしてまいりたいと考えているところでございます。いずれにいたしましても、

介護保険制度の改正部分につきましては、引き続き社会保障審議会介護保険部会の議論や国

の動向を注視してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 深見君。 

○８番（深見 迪君） 今の町長がおっしゃった社会保障審議会介護保険部会でのある方の

発言、これは現場から出た審議委員の発言であったり、あるいは学者の発言であったりもす

るのですが、この保険部会でのそういう前向きの発言は極めて少数なのですよ。審議会の議

論の様子を見ていくと、今、私がこの質問の中で言ったような方向に、どうもまっしぐらに

進んでいるような気がします。来年の通常国会で決まってしまうわけですから、そうなると

実施時期は、第９期は令和６年度からではありますけれども、もう待ったなしの状況にきて

いるというふうに思います。現在でも、これは帝国データバンクの資料ですが、毎年３桁を

超える廃業が続いているというふうに言われています。人口はどんどん減ってきているので

すが、人口減でも要介護者は17％増となっているというデータもあります。だから、そうい

う点では、注視していきたいというふうにおっしゃいましたけれども、予断を許さない状況

なのです。標茶の特別養護老人ホーム、現在７割でしたか、100人のところ70人しか受け入れ

ることができないという状況。これはもう既に民間の企業で言えば倒産ですよ、はっきり言

って。そういう状況にきて、さらにこういう状態が出てくるという。確かに前向きの審議会

での意見を述べている方もいますけれども、私が見た点では、もうほぼそういう方向で進ん

でいくのではないかというふうに、私は思っているのです。 

 それで、先ほど言われていた幾つか、例えば準備基金を使って保険料を抑えるとか、ある

いはケアプラン作成の有料化についても、もしそうなった場合にはいろいろ考えていきたい

というような町長の答弁がありましたけれども、具体的には現状からどのぐらい厳しい状況

になっていくのかと。先ほど私が申し述べたとおり、このとおりいけば間違いなく、介護保

険料は払うけれども、必要になったときにサービスは受けられないという状態が必ず第９期

には出てくる。今でも出ていますけれども、そういう状況がもっと多くなっていくというふ

うに思います。だから、そういう点では見通しの点でもう少し、第９期審議会の動き、どう

いう見方をしているのか、まだ変わる要素はあるのか、それとも先ほど私が申し述べたよう

な内容が間違いなく来るのではないのかというようなことについて、もう一度、９期を見通

した考え方と言いますか、状況について説明願いたいなというふうに思います。 

○議長（菊地誠道君） 保健福祉課長・浅野君。 

○保健福祉課長（浅野隆生君） お答えをいたしたいと思います。 

 第９期の保険料の部分についてでございますけれども、現状まだ計画のほうに着手してお

りませんのでちょっとはっきりしたことは申し上げられないのですけれども、先ほど町長答

弁したとおり、介護給付費準備基金を活用しながら、できるだけ保険料の上昇を招かないよ

うな対応をとらせていただきたいというような基本方針で、今後、計画の策定を進めてまい
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りたいというふうに考えております。 

 それから、社会保障審議会介護保険部会の中の議論のほうのお話もありましたけれども、

ケアプランの有料化の部分と要介護１、２の人が使う訪問介護等の生活援助サービスの移行

の部分につきましては、見送る方針だというような一部報道等もございますので、その部分

もあわせて今後の動向を注視してまいりたいというふうに考えているところでございますの

で、ご理解いただければというふうに思います。 

○議長（菊地誠道君） 深見君。 

○８番（深見 迪君） 今、全国的に事業所を含めて大きな運動が起きています。それで、

その反映がケアプランの有料化あるいは要介護１、２を要支援並みにしていく、そういうこ

とは見送るような空気も少しずつ出てきているというのは、私も感じています。それはどこ

まで確かなのかというのを本当は聞きたいのですけれども、現状ではわからないと。最初に

課長がおっしゃった、計画は着手していないというのは町の計画のことを言っているのです

よね。 

 それで、そのことをちょっと答えていただきたいのと、それから、いわゆる総合事業にし

ていくという案なのですけれども、結局のところ、国の言う総合事業のようなスタイルでは

なくて、今、事業所に丸投げしているのが実態なのだと思うのです。ボランティアの人たち

がかわって総合事業という形でという、そういう形は標茶ではできないということをもう何

回も町長答弁されているわけですから、結局は事業所にそれを丸投げしてしまうと、事業所

はやりくりに困ってしまうというようなことになるのだと思います。 

 最初に、計画着手していないというのは町のことなのかという質問と、それはいつごろか

ら着手するのか。もちろんこれは国の９期の事業計画案がはっきりした上から始めるという

ようなことなのだろうと思うのですけれども、その点答えていただきたいということと、そ

れから総合事業に対する見方。最初は、要支援１、２を総合事業にした。それで介護事業所

は本当に困った経営を余儀なくされました。今回は、要介護１、２、今、見送る案がちらほ

ら見えているということで、そのとおりいけばいいのですけれども、この総合事業を本町で

は実施できる力はあるのかという点について言えば、今まで要支援１、２も総合事業だった

わけですけれども、事業所に丸投げしたわけですから、結局はまた要介護１、２がそうなっ

たとしたら、これはやっぱり事業所に負担がかかるということになるのではないかというふ

うに思うのですが、その点の見解をちょっと述べていただきたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 保健福祉課長・浅野君。 

○保健福祉課長（浅野隆生君） お答えをいたしたいと思います。 

 まず、計画の部分ですけれども、先ほど、現在着手していないというようなお答えをさせ

ていただきまして、国のこちらの方針が決まりましたら、新年度速やかに計画の着手に入っ

てまいりたいというふうに考えております。いずれにいたしましても、令和５年度中には計

画を策定いたしまして、お示しできるような形をとりたいというふうに考えております。 

 それから、総合事業の部分で丸投げというようなお話もありましたけれども、決して私ど

もそのように考えているわけではございません。前回移行の際も、町長答弁したとおり、従
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前の介護予防に相当するサービスということで、報酬も引き下げないような形で移行させて

いただいております。その辺はご理解をいただければなというふうに思っております。 

 それから、町のほうで総合事業の体制は難しいのではないのかというようなご質問ござい

ましたけれども、今回の町長の町政執行方針の中で「町内会・地域会単位での高齢者のサロ

ンなど居場所づくり、利用者の視点に立ったサービスについて検討してまいります」という

ふうに述べさせていただいておりますので、これによりご理解をいただければなというふう

に思いますし、令和３年度に６公民館共同事業として、地域シニアサロンを塘路公民館で３

回実施しております。令和４年度につきましては、塘路、茶安別、阿歴内公民館でそれぞれ

２回ずつ実施及び実施をする予定というふうになっておりますので、ご理解をいただければ

というふうに思います。 

○議長（菊地誠道君） 深見君。 

○８番（深見 迪君） 計画についてはわかりました。改めてまた質問したいというふうに

思います。 

 丸投げではないというふうにおっしゃいましたけれども、町内会・地域会単位でこれを取

り組むというか、可能なのかというふうに思います。さっき要介護１、２の状態、私、言い

ましたけれども、かなり要介護２、食事、トイレ、入浴など日常生活の多くの面で介助が必

要な状態になる、そういうときに要介護２に認定。トイレ、入浴など日常生活の多くの面で、

立ち上がること、歩くことなどの身体能力が低下しているため、利用者が動くときに支えを

する必要がある。こういうプロではない人たちが、町内会・地域会単位でこれをフォローで

きるのかと。私は、できないと思うのですよ。だから、その点どうですか。 

○議長（菊地誠道君） 保健福祉課長・浅野君。 

○保健福祉課長（浅野隆生君） お答えをいたしたいと思います。 

 ただいまご指摘いただいた部分については、現実問題はそのような形かなというふうには

思っていますけれども、仮に今回の要介護１、２の方が総合事業に移行になった際につきま

しても、前回同様、改正前の介護予防に相当するサービスというような形をとれるとすれば、

基本的に現状とは変わらないような方向で、進めさせていただくことができるのかなという

ふうには考えております。ただ、現状はっきりしたものございませんので、今後の国の動向

等を注視しながら判断をしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（菊地誠道君） 深見君。 

○８番（深見 迪君） それはちょっと認識が違うのですけれども、仮に要介護１、２が本

体から切り離された場合に、依然、要支援１、２と同じように現状と変わらないサービスを

続けることはできるのではないかということにはならないですね。これは絶対ならないです

よ。そういう点では、ちょっと認識が違うかなというふうに思うのです。 

 介護保険というのは、2000年に制度ができたときに、家庭だけが引きこもって介護が必要

な人を見るのではなくて、社会が見るのだと、はっきりそう言ったですよね。無理ではない

かという意見もたくさんあったけれども、社会が見るのだから、みんなで金を出し合ってや

りましょうよということで始まったものです。それが要介護１から５まであったものを、今
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度、１の人たち、２の人たちを切り離して、要支援１、２を落としていったのですよね。そ

して、だから、そこでもまたサービスが低下している。今度は要支援１、２を総合事業にす

ると、介護サービスの本体から離していくということで、要支援１、２の人たちのサービス

も、要支援１にすることで、介護サービスを本体から切り離していくと。 

 今回出てきた審議会の案は、要介護１、２を本体から切り離すという案ですから、今のと

ころそれはどうも実現しそうもないような話で、それが本当だったらほっとするのですけれ

ども、今、特別養護老人ホームを含めて我が町の介護の実態を見れば、本当に介護が必要な

人たちが介護から見放されていると、受けたくても受けられないと。ましてや利用料が上が

ったり、それから実際に介護をする人がどんどん減っていくという実態の中では、極めて厳

しい状況だというふうに私は思います。2000年から始まって22年たちましたけれども、どん

どん介護のサービスの内容が低下してきているのだと私は思うのですね。そこぐらいは同じ

認識でいたいなというふうに思うのですが、いかがですか。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） お答えしたいと思います。 

 議員からいろいろあった総合事業の経過については、私も十分承知していますし、ただ当

時、総合事業の担い手として、では標茶町にそういう方、組織なり方々、団体等がほとんど

皆無だという状況の中で、苦肉の策として国の猶予できる部分の範囲を利用させていただき

ながら国の単価の上限を設定して、さらに結果として、従来どおりの単価で町内のこれまで

の事業所の皆さんにサービスをお願いしてきて、今に至っているというのが現状だと思うの

です。そういう意味では、私どもが思っているより、先生はサービスが低下したと思ってい

るかもしれないですけれども、私どもは町内のいろいろな社会保障、社会福祉関係の財産を

有効に活用しながら、今、町内でやれる体制をつくってきている、そんなふうに思っていま

す。 

 ただ、これから将来を考えたときに、例えば新たに、今、公民館でいろいろなふれあい関

係、サービス事業の、今、実験的にいろいろなことをやってもらっています。それから、ふ

れあいカフェという形で町内の中でもそういうのが始まっています。それは新たに、例えば

福祉事業までいかなくても、健康づくりとして、閉じこもりとかそういったことを少しでも

避けるために、少しでも出る機会をつくるために、新たな居場所づくりとして、そういう事

業を、今、少しずつ始めているということです。それが将来、町内会、地域会によっても全

く状況は違うと思うのですけれども、例えば、そういう地域によって主体となる組織があっ

て、そこは総合事業が可能だとか、そういったふうになれば、今言ったような形の総合事業

の受け皿としてそういうものを活用しながら、わざわざ標茶まで出てこなくても、デイサー

ビスの一部の機能が公民館でできるように展開できるとか、そんなふうな、今はまだ実験段

階だと思っていますけれども、そういったことをそれぞれ地域にお願いしながら、新たな居

場所づくりを少しずつ始めているということです。 

 ですから、今回の国の見直しも、これからどんな状況が展開されるかまだわかりませんけ

れども、現在のいろいろな福祉施設の事業所等に可能な限りで活躍してもらう、それがなけ
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れば町内のこの福祉事業は成り立たないと、そんなふうに思っていますので、そこは今これ

から国の法律改正がどんなふうになるのか枠組みを注視しながらというのは、先ほどの答弁

のとおりですので、その辺はご理解をいただきながらお互いに知恵を出していきたい、そん

なふうに思っていますので、よろしくお願いします。 

○議長（菊地誠道君） 深見君。 

○８番（深見 迪君） 町長が先ほど来から答弁されているように、足りない部分を町がい

ろいろな形で努力してそれを補っていくのだという、そういう姿勢、それから、保険料につ

いても準備基金を使って、もうできるだけ抑えるというようなご答弁。これはもう前向きな

答弁で、ケアプラン作成の有料化についても前向きな答弁をいただいているわけですけれど

も、私が今回質問したのは、これでもうやめますけれども、国の介護保険制度、これが９期

に大きく変わるのではないかと。介護サービスが一段とまた、以前のように後退していくの

ではないかという危惧を非常に持っているものですから、国の介護保険制度についてのご見

解を伺いたいなというふうに思っていましたし、今のところまだよくわからないという、審

議会の介護保険部会を続けている最中だと思うので、まだよくわからない部分があると思う

のですが、国の介護保険制度は今までの22年間をずっと見てきても、後退しているのではな

いかと言ったら理事者の方は後退していないと言いますけれども、私は後退しているのでは

ないかと、その点での所見を聞きたかったなというふうに思っています。当然といえば当然

ですが、国が後退した部分を図らずも町が何とかそれを埋めようと、介護サービスをきちん

とやろうとしているということは、私、努力は認めたいと思うのですが、私がここで今回質

問したのは、この介護保険制度そのものが今どうなろうとしているのかという、低下しつつ

あるのではないのかということを聞きたかったのです。もしその点で見通しというか、国の

動向を注視したいというのは答弁にならないと思うのですけれども、見通しというか、物す

ごい心配しているのですよ、これがもし審議会の介護保険部会のとおりに進んでいったら。

そういう点で国の介護保険制度、これが９期にどう変わろうとしているのかという点につい

ての見解を最後に聞いて、質問を終わりたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） お答えしますが、先ほど最初の答弁で申し上げたとおり、現在、具

体的な改正内容について、明確にこうなるということはまだ示されておりませんので、審議

の途中だと思っています。それらについて今ここでこれはと言われても、なかなか明確な答

弁ができて、その対応はこうですということは今できないということだけはご理解いただき

ながら、ただ、これまでもやはり介護保険制度が、なかなか国の社会保障制度総額を国が一

定程度抑えていくという、かなり毎年伸びていますので、そこを抑制しながら何とか維持し

ていくというか、そういう方向に流れているのかなというのを意識しながら、ただ、そこで

内容的なもの、実態としては、実は質を下げない、そういう努力を何とか自治体の中ででき

ないのかな、ただ、それは個々の自治体の中では限界のあることも十分あると承知していま

すので、そこを見極めながら次の９期については、国の方向が見えた段階でしっかり策定し

ていって皆さんにお示しをしていきたい、そんなふうに思っていますので、ご理解いただき
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たいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 深見君。 

○８番（深見 迪君） これは待ったなしの内容なので、しかも９期の内容が来年の通常国

会で決まってしまうということなので、ぜひまた私も質問したいと思いますし、国の動向に

ついてもキャッチしたら早めに教えていただきたいなということをお伝えして、質問を終わ

りたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 以上で８番、深見君の一般質問を終わります。 

 鴻池君。 

○11番（鴻池智子君）（発言席） では、通告に従い質問させていただきます。 

 まず１つ目は、救急救命率の向上と対象者への配慮ということで、現在、町の公共施設に

あるＡＥＤは屋内にあると思います。それは閉館時には使用できないということだと思いま

す。救急救命率の向上を図るためにも屋外への設置も必要と考えます。 

 また、ＡＥＤを用いる場合、対象者が女性であるということで使用をためらうケースもあ

るとのことです。疾病者の胸部を覆うために、三角巾を収納ボックス内へ配備することも考

えるべきではないか。また、プライバシーに配慮しつつ迅速な救命活動につなげるためにも

必要と思います。 

 関連して、衛生用品も一緒に配備との声もあるが、町としての考えを伺います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） 11番、鴻池議員の救急救命率の向上と対象者への配慮をの

ご質問にお答えいたします。 

 本町公共施設におけるＡＥＤの設置状況ですが、学校、保育園、体育施設、公民館等の施

設に44台のＡＥＤを全て屋内に設置しております。 

 平成30年12月に一般財団法人日本救急医療財団から出された「ＡＥＤの適正配置に関する

ガイドライン」内に、ＡＥＤの効果的・効率的設置に当たって考慮すべきこととして４つの

項目が挙げられております。１つ目は、心停止の発生頻度が高い場所に設置すべきというこ

とで、人が多い場所に設置すべきとされています。２つ目は、心停止のリスクがあるイベン

トが行われる場所に設置すべきであるということで、例えば、心臓震盪のリスクがある球場、

マラソンなどリスクが高いスポーツが行われる競技場などに設置すべきであるとされていま

す。３つ目は、救助の手がある、あるいは心停止を目撃される可能性が高い場所、人が多い、

または視界がよい場所に設置すべきであるとされています。４つ目は、救急隊到着までに時

間を要する場所、遠隔地や山間等に設置すべきとされています。本町のＡＥＤを設置してい

る公共施設等は、この要件は十分満たしていると認識をしております。 

 ご質問の１点目の野外へのＡＥＤ設置についてですが、設置については温度、湿度、直射

日光、防じんの機能を備えた収納が必要とされ、特に屋外では気温が低下するとバッテリー

の放電が起きてしまうことから、道内で屋外に設置されている事例は限りなく少ないとされ

ています。前述のガイドラインでは、可能な限り24時間誰でも使用することができることが

望ましいとされていますが、現在、公共施設に設置しているＡＥＤを屋外に設置することは
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課題がありますが、屋外へ設置した場合に、どの程度の費用が必要か、あるいは24時間稼働

している場所での設置の可能性について研究をさせていただきたいと考えております。 

 ２点目のプライバシーにも配慮した救命活動についてですが、救命時においては、一刻も

早い救急要請や心臓蘇生法の実施が最優先であることはご理解いただけるものと思いますが、

その中でもプライバシーにできるだけ配慮をすることが望ましいものと考えます。三角巾な

どをＡＥＤボックスに収納すべきとの議員からのご提案ですが、現在の収納ボックス内に配

置できるか、どのようなものを配置することができるかについて標茶消防署などにも照会し

ながら検討をさせていただきたいと考えております。 

 ３点目のご質問の生理用品も一緒に配備とのご質問ですが、現在配備しているＡＥＤ専用

のキャリングケースは、ＡＥＤ装着時に必要とされるタオル、はさみ、感染防止用ゴム手袋、

人工呼吸用シート、Ｔ字カミソリが収納されております。このほかに生理用品の収納は難し

く、収納ケースの外部に備えることは今後検討いたしますが、資器材一式がリース契約であ

り、ＡＥＤを使用することを目的に設置していますので、なるべくシンプルに保管したいと

考えているところであります。 

 さきのガイドラインには、ＡＥＤの設置や内容を充実するだけでは必ずしも救命率の改善

は望めなく、いざというときにＡＥＤが機能するよう効率性を考え、戦略的配置と管理と教

育、訓練を日ごろから準備し、さらに充実させていくことが必要と記述されております。本

町としては、救命率の向上について標茶消防署の協力もいただきながら、心肺蘇生法を実施

する人材育成のための救命講習会による普及活動を優先し、同時にＡＥＤの有効な設置につ

いて検討を進めていきたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 鴻池君。 

○11番（鴻池智子君） 今の私の質問の町長の答弁の中で、私、関連して衛生用品というふ

うに書いたのですけれども、町長、ここを生理用品というふうに言ったのではないかと思い

まして、ちょっとここのところ、訂正とまでは言いませんけれども、私は衛生用品というふ

うに質問したところであります。 

 ＡＥＤの屋外への設置については、北海道は寒いということでバッテリー等の容量が減る

とかということで、ちょっと難しいということでもありますが、もしそういう適切な場所が

あったのであれば、ここは屋外にも置く必要も出てくるときもあるのではないかというふう

に考えております。 

 また、三角巾につきましても、ＡＥＤのパットを装着した上から三角巾で覆うと。そして、

人工呼吸等、これをするのですけれども、やっぱり年齢に問わず、女性であるということで、

胸部に手術痕があるとかそういうものもあり、そういうものが救急時のときに、周りに人が

いる、本人は意識がなくても、周りでそういうところを見られるのがやっぱり恥ずかしいと

いうか、そういうところのプライバシーに関しても、ここはしっかりと取り組んでいただき

たいというふうに、三角巾を入れる、収納ボックスの中にというか、設置する箱の横にでも

そういうものが備えつけられるような空間があるのであれば、そういうところにも、ぜひと
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もここは設置していただきたいなというふうに考えておりますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（菊地誠道君） 総務課長・齊藤君。 

○総務課長（齊藤正行君） お答えしたいと思います。 

 まず、衛生用品のご質問の答弁ですけれども、衛生用品ということで訂正をさせていただ

きたいと思っています。 

 それから、屋外の設置状況の可能性についてですが、町長答弁にもありました現在のＡＥ

Ｄは屋内用でして、ＡＥＤの設置基準で使用可能な温度が０度から50度の範囲内ということ

がＡＥＤの設置の基準ということで、０度以下になると放電ということがあって環境的にも

よくないということで、いざというときに使えなかったらだめですので、やはりその基準内

に置くことが望ましいというふうなことは言われているところでございまして、44台を町で

設置している中で、現在のものを外に置くというのはなかなかハードルが高いかなというふ

うに思っています。屋外に設置している例は、私が知る限りは道内１例でございまして、そ

れは専用のボックスに入れて通電、電気を入れて保温をかけて、夏には温度管理をしっかり

していてというところで、かなり投資をしながら設置しているという、これは札幌市にある

大きなドーム型球場内というふうに記憶してございますけれども、それ以外の事例というの

は私どもでも承知をしてございません。 

 今、そういったことができるのか、あるいは私どもが考えているのが、今現在のＡＥＤは、

令和３年度に導入した５年間のリース契約を締結して導入しているものでございます。この

次の改定時に、例えば24時間営業されておりますコンビニエンスストアに町のＡＥＤを置か

せていただけないかとか、そういったことは検討できるかなというふうに考えてございます。 

 それから、町長から答弁ありました町内のＡＥＤ44台のほかに、民間さん、町以外が設置

している台数が、消防さんで調べていただきましたところ、14台ございます。ただ、これも

閉館時というか、ずっと開いているというところは私の知る限りでは見たところはありませ

んので、そういった中で、ホームページ等々では、今、ＡＥＤのマップということで調べれ

ば、ＡＥＤがどこにあるかというのは、地図上でポイントで落としてわかるようになってい

ますから、そういった普及活動と一緒にＡＥＤの設置については検討していきたいというふ

うに考えてございます。 

 それから、三角巾の話でございますけれども、これは以前に京都大学のほうで調査をしま

して、やはり高校生以上になると異性への装着に一定程度ためらいが生じるという、これは

調査研究がされておりまして、全く議員ご指摘のとおりだというふうに考えております。救

急救命が１分遅れると救命率は10％減少するというデータがありますから、まずは心肺蘇生、

救急要請が一番というのは、これはおわかりいただけると思います。ただ、その中で議員ご

指摘いただきましたそういった部分に配慮したほうがいいという、例えばほかにも妊娠中の

方、そういった方についてはやはり配慮することが望ましいとされております。ただ、これ

も余裕があればという枕言葉がつく部分でございます。まずは命が大事ですよというのは、

これはご理解いただけると思います。 

 その中で、議員ご指摘いただきました三角巾について、これはちょっと時期については、
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まだ現在のリース契約しているボックスに入るのかどうか、内側に入るのか、やはり内側に

入らないと、いざというときに一緒に持ち出すことが難しいのかなということもありますの

で、消防署さんに照会、また、知見をお聞きしながら、検討させていただきたいというふう

に考えております。具体的な時期についてただいま申し上げることできませんけれども、大

変貴重なご提案をいただいたというふうに考えておりますので、どういったことが可能なの

か研究させていただきたいというふうに考えておりますので、ご理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（菊地誠道君） 鴻池君。 

○11番（鴻池智子君） ありがとうございます。 

 三角巾につきましては、ここを覆うというだけではなく、もし対象者がけがをしていた場

合は、そこは止血のときに使えるとか、腕を折ったとかというときには、こういうふうにつ

るすとかという用途にも使えることにもなりますので、できれば三角巾の収納というものは

前向きに考えていただきたいなというふうに思います。 

 衛生用品につきましては、先ほどの使い捨て手袋というのも入っておるというふうに聞き

ましたけれども、もし可能であれば除菌シート等もあればうれしいかなというふうに思うの

です。それは消防隊員が皆さん来る時点で、もうちゃんと装備してゴム手もはいてきますけ

れども、私たち一般町民がそういう場所に立ち会った場合は、私たちは素手でその人に対応

しなければいけないということもあり、常日ごろ私たちがゴム手を持参して歩くかというの

も、またそれもあまりちょっと考えられないことですので、できれば除菌シートまたは使い

捨て、感染防止という意味からも、ここのところもちょっと検討していただければなという

ふうに思います。 

 あともう一つ、救命講習につきましても、今現在、本当に消防で夜、講習を毎週のように

行っております。先ほど町長もおっしゃいましたけれども、かなりたくさんの人が多分、講

習を受けているのではないかというふうには思いますけれども、特にスポーツ関係のサーク

ルをやっている代表者とかという人にもお声かけをしていただいたりして、救命率を上げる

ための周知等というのも、もししていただければいいかなというふうに考えているのですけ

れども、ちょっとそこのところもお聞きしたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 総務課長・齊藤君。 

○総務課長（齊藤正行君） 前段の除菌シートのお話ですけれども、町長答弁でもありまし

たけれども、町で設置している44台のＡＥＤの中には、感染防止用のゴム手袋は収納してお

ります。一応これは衛生用品ということで、使う人がゴム手袋を装着してということで収納

していますので、お答え申し上げたいと思います。 

 除菌シートにつきましては、感染対策ということで、これにつきましても、今の中に入れ

るかどうか、ちょっと研究をさせていただきたいというふうに思っております。 

 それから、救急救命講習の関係でございますけれども、これまでも消防さんで積極的にや

っていただいているというふうに思っています。民間の事業者さん、一般の事業者さん、そ

れから例えばプールの管理者の方ですとか、ＰＴＡの方ですとか、そういった研修の場で、
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統計は出していないのですけれども、かなりな件数でやられています。これはいわゆる法人

格の農家さんでも、その従業員の方皆さんでということもやっていますし、高校生ですとか

教職員の先生方、そういった方もかなりな数で、合計数字は出していないのですけれども、

毎年行っています。ちょっとコロナの関係もありまして、ここ数年は数字が低い状況ですけ

れども、本町の職員も含めて、かなりの人数、機会でもって救急救命講習が開かれている状

況ですので、今後、消防さんと連携させていただきながら、コロナの状況もありますけれど

も、多くの方にこの救急救命講習、ＡＥＤの使用も含めて、ほかの救急救命の講習会ではメ

ニューたくさんあるというふうに伺っていますので、多くの方にこういった機会を設けてい

ただいて、ＡＥＤの使い方ですとか、ほかの救急救命の方法ですとか、そういったことを周

知、訓練していただければというふうに考えていますので、消防さんと協力しながら進めて

いきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（菊地誠道君） 鴻池君。 

○11番（鴻池智子君） では、本当に前向きに取り組んでいただけるということでちょっと

安心しましたので、次の質問に移ります。 

 町民の外出への足の確保をということで、新型コロナ感染症拡大に伴い、町で行っていた

デマンドタクシーの利用が中止しています。町民の中には、買い物を含め外出する機会が減

少したと口にする方が多くなってきています。特に高齢者の方々は買い物に行けなく、宅配

を使うことが多くなったとのこと。今は外出制限も緩和されてきています。町としてデマン

ドタクシーの再開に向けて、どのように考えているか伺います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） 11番、鴻池議員の町民の外出への足の確保をとのお尋ねに

ついてお答えいたします。 

 現在、町が提供するサービスとしましては、路線バス６路線に加え、スクールバスの混乗

方式により、町立病院通院者と70歳以上の高齢者の料金無料化を行っており、ご利用いただ

いております。 

 標茶市街地の循環バスにつきましては、平成29年度と30年度に路線方式、さらに令和元年

度にはデマンド方式の巡回バスとして試行運行し、利用者数や満足度について調査しました

が、実施期間など課題が残ったことから、令和２年度には期間を拡大し、本格実施に向けた

試験運行を実施する予定でした。しかしながら、新型コロナウイルス感染症対策を優先する

ために実施できず、今年度につきましても、試験運行に向けて準備を進めておりましたが、

新型コロナワクチン接種の受け入れ業務のため、委託先の業者が運行を行えないということ

になりましたので、試験運行を中止いたしました。 

 高齢者を含む交通弱者の方々の交通手段の確保につきましては、町政執行方針にもありま

すように解決すべき課題と捉えており、環境が整い次第、取り組みを再開したいと考えてお

りますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 鴻池君。 
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○11番（鴻池智子君） ということは、今の感染状況が収まるまでは、この運行はないとい

うか、できないという考えなのでしょうか。 

○議長（菊地誠道君） 管理課長・山崎君。 

○管理課長（山崎浩樹君） お答えいたします。 

 この間、委託先になるであろう業者の方とも打ち合わせをさせていただいているのですが、

現状におきましては、コロナワクチンの接種の輸送をしておりますので、それに加えてこの

デマンド方式を運行することはちょっと難しいと。ただ、その中でも、今後に向けてワクチ

ンの接種のやり方が変わってきたりですとか、あるいはその中でも違った形でできることは

ないかということで打ち合わせを進めておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 鴻池君。 

○11番（鴻池智子君） できれば、早めにこの運行を再開していただきたいなというふうに

思っております。私が伺った中の町民の方々は、今年１年間、一度も標茶町の町のお店に買

い物に行ったことがないという方もおりました。そして、せめてお正月に向けての買い物、

それは自分の目で見て直接その商品を手に取って、それでお正月用品を買いたいのだと。そ

して、先ほども言いましたけれども、今この外出制限が大分緩和されてきているときに、な

ぜ自分たちはそこに、わずかちょっとしたお店に買い物に行けないのだろうという、町民と

いうか、年配さんの方たちの声がありました。そして、本当におかしな話、頭の先から足の

先まで全て宅配で買っているということで、本当に橋から向こう側のお店からこちらのお店

に渡ってきたことが今年一度もないという方もおりましたので、そういう町民の思いもぜひ

とも酌んでいただいて、早めの再開に向けて取り組んでいただきたい。できれば、私は１回

ぐらいは年内にと考えてはいたのですけれども、そこはちょっと無理なのでしょうか。そこ

だけお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 管理課長・山崎君。 

○管理課長（山崎浩樹君） お答えいたします。 

 高齢者の方々、それからご自分の運転の状況から免許を返納された方、状況、非常に気持

ちも含めて、できれば町としてもやりたいということで進めております。しかしながら、現

状は先ほど申しました状況のとおりで、なかなか事業者においては難しいということになっ

ております。 

 ただ、議員おっしゃるとおり、なるべく早期に実施に向けて進んでまいりたいと思います

ので、ご理解をお願いいたします。 

（「では、質問を終わります」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 以上で11番、鴻池君の一般質問を終わります。 

 渡邊君。 

○１番（渡邊定之君）（発言席） 私は、給食費の無料化の実施時期について質問いたしま

す。 

 令和４年10月２日執行の町長選挙では、両候補が「給食費の無料化」を公約に掲げました。

当選を果たした佐藤町長は、選挙前の第３回定例会で給食費無料化早期実施についての質問
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に対して、釧路管内の市町村状況にも触れ、給食費無料化の実施については、財源等の財政

面の課題が発生しますが、管内では過半数の自治体が実施していることを踏まえ、前向きに

検討すべき課題と認識しているところであると答弁されました。 

 現在、コロナの影響などがあり、物価高騰等で家計が大変な状況にある中、給食費無料化

は一日も早く実施すべきと考えますが、その時期はいつか、町長の所見を聞きます。 

 財源等の財政面での課題も発生しますが、どのように財源を考えていますか。 

 また、無料化にすると、どの程度の支出を必要としますか。 

 標茶高校にも給食を提供しています。標茶高校の存在は、その貢献においても本町にとっ

て大変重要であると考えます。管内のほかの町でも高校の給食費無料化を実施しているとこ

ろもありますが、本町も高校の給食費無料化を実施してはどうですか。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） １番、渡邊議員の給食費無料化の実施時期はいつからかの

ご質問にお答えいたします。 

 １点目のお尋ねの給食費の無料化の実施時期についてでございますが、子育て世代の経済

的負担をさらに軽減するために、令和５年４月から町内の小中学校の児童生徒を対象に実施

できるよう進めているところでございます。 

 ２点目のお尋ねの無料化した場合の財源と支出額についてですが、基本的にはふるさと納

税を財源に充てていこうと考えています。 

 また、無料化に伴う支出でございますが、今後も再値上げが予定されている食料品等もあ

りますので、現在の原材料費、児童生徒数で試算しますと2,570万円ほどでございます。 

 ３点目のお尋ねの標茶高校の給食費無料化を実施してはどうかについてでございますが、

現時点では無料化の実施は考えておりません。現在、道内179市町村のうち本町を含めてわず

か34市町村の高校でのみ給食を提供している状況でありますので、給食を提供すること自体

が保護者の負担軽減につながる取り組みであり、標茶高校の魅力向上に寄与し、今後の生徒

数確保にもつながっていくものと期待しておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 渡邊君。 

○１番（渡邊定之君） １点目の質問には、具体的なお答えをいただきました。この給食費

の件で、コロナ禍で国からも交付金なるものが出ていると思うのですけれども、その部分と

いうのはどの辺に充てられているのですか。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 国からの今回コロナ関係の給付金については、例えば資材高騰によ

って給食費を値上げするとか、そういった場合については標茶町でも財源充当として対応し

ていますが、来年度以降の財源について、国から交付金等については、現在、情報はござい

ませんので、あくまでも自主財源で、先ほど申し上げたように、ふるさと納税を財源としな

がら、これから新年度予算の編成が始まりますので、最終的にその中で、できれば来年の５

月から実施に向けて検討していきたいということでございますので、ご理解いただきたいと
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思います。 

○議長（菊地誠道君） 渡邊君。 

○１番（渡邊定之君） すみません。今ちょっと町長の、最初、来年の４月からとお答えあ

ったのが今５月からという。どっちがあれなのですか。最初の答弁では４月からとお答えに

なって、今の答弁で５月からという。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 失礼しました。来年、令和５年の４月からを予定しています。 

○議長（菊地誠道君） 渡邊君。 

○１番（渡邊定之君） 高校の給食費については、ちょっとよい返事がいただけませんでし

たけれども、本町にとって標茶高校の生徒さんも、非常に本町の発展のためには貴重な役割

を果たしてくれているというぐあいに思いますので、ぜひこの給食費の無料化の実現のため

に努力していただきたいというぐあいに思います。 

 次の質問に移ります。 

 酪農危機を打開する施策を。 

 本町の基幹産業である酪農を含めて国産食料生産現場は、今、最大の危機を迎えています。

第３回定例会でも同様の質問をしましたが、生産現場ではますます深刻な状況になってきて

いるので再度質問します。建設的な町長の所見をお聞きしたいと思います。 

 １番目に、生産資材の暴騰。肥料、飼料、燃料高など。２番目に、農産物の販売価格は低

迷し、生産コストが暴騰しても価格転嫁ができない。３番目に、副産物収入の激減。乳雄子

牛価格の暴落。４番目に、大量の乳製品の輸入などが生産現場を直撃しています。 

 このような深刻な状況の中で、本町では搾乳をやめたという農家もあると聞いていますが、

農家の深刻な経営実態について、どのように実態を把握しているのか伺います。 

 また、酪農の危機はそのまま本町の地域全体の埋没の危機となると考えますが、その影響

についてお伺いいたします。 

 今年の11月１日のＮＨＫでは、酪農の危機について報道していました。その中で、「国は

2014年、生乳の生産基盤を強化するため、施設整備費や機械導入費を最大で半額補助する

『畜産クラスター事業』を開始しました。さらに、2018年には、当時730万トン足らずだった

生乳生産量を10年後までに780万トンに増やすという目標を掲げました」として、「国が呼び

かけた『増産』が農家をさらに追い詰める」と報道しています。 

 報道にあるクラスター事業は、現在ストップしていると聞いています。このことからも、

町は関係団体ともよく協議し、低投入型経営や牧草を主食とした酪農経営など、時間をかけ

ても今の酪農経営のあり方を再検討する必要があるのではないですか。 

 また、乳業メーカーや国に対し、この危機に際し離農するようなことがないよう、早急に

働きかける必要があると考えますが、いかがですか。 

 以上の点について、町としても積極的に行動すべきと考えますが、当面どのようなことを

考えているのか伺います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 
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○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） １番、渡邊議員の酪農危機を打開する施策をとのお尋ねに

お答えします。 

 １点目の農家の深刻な経営実態の把握と町への影響はとのお尋ねについてですが、議員ご

指摘のとおり、10月末に公表されました９月の農業生産資材価格指数は、飼料、肥料価格の

高騰などで、前年同月比9.8％上昇しており、ウクライナ情勢などによる資材高騰に伴う生産

者の厳しい状況が続いています。 

 また、11月１日から酪農家から乳業メーカーへの飲用向け生乳の販売価格が引き上げられ、

道内では飲用向け乳価が１キロ当たり10円上がりましたが、加工向けが大半を占める北海道

においては、実質的に農家が受ける恩恵は１キロ当たり約２円にとどまる状況であるほか、

初生ホル雄相場についても、８月以降、価格が大きく低迷し、現在も相場は低く推移してお

り、生産資材高騰の影響を強く受けているものと推察しております。 

 乳製品の輸入の状況につきましては、国内の牛乳・乳製品の総供給量、生乳換算で1,234万

トン、うち国産765万トン、輸入469万トンとなっており、約４割が輸入となっている状況で

すが、その状況下で生産調整が行われていることは矛盾する状況ではないかと認識しており、

いずれにしましても、生産現場や農業団体の経営努力のみでは対応し切れる状況ではないも

のと理解しております。 

 次に、農家の深刻な経営実態についてどのように実態を把握しているかのお尋ねについて

ですが、経営を続ければ続けるだけ赤字になる状況だという声も寄せられております。また、

ＪＡしべちゃからの情報では、来年の営農計画を策定する時期になっているが、高齢で後継

者がいないなどの農家の中には、もうやめどきだと判断する農家も出てくるのではという情

報をいただいております。 

 コロナ禍以前より本町の搾乳農家は年々減少しておりますが、今後もこの状況が続けば、

離農はさらに加速し、例えば生乳生産量は維持できたとしても、地域コミュニティーを維持

することが困難となることが予想されます。また、町内には農機具メーカーや輸送業、さら

には個人農家ヘルパーなど関連事業所も多く存在することから、基幹産業の酪農の衰退は本

町経済全体に悪影響を及ぼすものと考えております。 

 ２点目の低投入型経営や牧草を主食とした酪農経営のあり方の再検討をとのお尋ねについ

てですが、地域全体の収益性向上を目的に、クラスター事業の継続的な推進を図ってきたと

ころでありますが、これまでも本町では放牧酪農が実践されており、飼料生産や給与、家畜

排せつ物処理等において省力的で低コストな飼養管理が可能であることから、引き続き導入

可能な経営体に推奨してまいりたいと思います。 

 また、家族経営の持続的な発展に向けて、労働負担の軽減やＩＣＴ・ＩｏＴ技術を活用し

た省力化機械導入、営農支援システムの充実、低コスト生産につながる基本技術の徹底など、

生産性の向上とゆとりある畜産経営を実現する取り組みをＪＡなどと連携し、推進してまい

りますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。 

 次に、乳業メーカーや国に対し、この危機に際し離農することがないよう早急な働きかけ

をとのお尋ねについてですが、今年７月の釧路管内期成会中央要望の場におきましては、酪
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農経営の安定対策について要請を行っているほか、10月末に開催されました北海道町村会政

策懇談会の場においても、輸入チーズのかわりに国、ＪＡ、メーカーが力を合わせ、国産原

料チーズの生産拡大に取り組み、酪農家の生産意欲を持続する施策が必要であることを共有

しているところであります。さらに、11月16日には、道内の酪農を基幹産業とする町村で構

成される北海道酪農振興会議においても参加したところであります。 

 また、11月25日の臨時会で提案させていただきましたが、国の飼料高騰に伴う緊急支援事

業では不足しているとの認識から、ＪＡしべちゃと連携し、経産牛１頭当たり2,800円の助成

をさせていただくこととしております。 

 今後につきましても、酪農情勢は非常に厳しい状況が続くと思いますが、町として何がで

きるのか、何をすべきかについて、引き続き各種団体との情報交換を図る中から効果的な施

策を研究してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 渡邊君。 

○１番（渡邊定之君） 今、答弁の中で先般の臨時会等で予算づけしていただいた部分もあ

りますけれども、今後、さまざまな形で農家経営の悪化が懸念されるわけですけれども、そ

の際においても予算を伴う対策を講じる考えはありますか。 

○議長（菊地誠道君） 農林課長・村山君。 

○農林課長（村山 尚君） 担当課のほうからお答えしたいと思います。 

 まずは、さきに開かれた臨時会での支援の内容につきましては、その場でご説明させてい

ただきましたので、詳細についての説明は省略させていただきますが、今後の支援というと

ころで、どのようなことを考えているかということでございましたが、今回、肥料ですとか、

あるいは飼料の高騰に対して、まずは町としては、やはり本町は広大な面積の草地を有して

おりますので、これまで以上にその草地、生産基盤を活用することが重要であると認識して

おります。 

 議員ご指摘のとおり、今般の情勢を受けた対応の中で、短期的な緊急対策につきましては、

まずは国や道が主導して支援策を講じるべきと考える一方で、中長期的な対策につきまして

は、草地更新や土壌分析に基づく適切な製品など、自給飼料の品質向上及び生産向上に取り

組むなど酪農家の自助努力も必要と考えているところでございます。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） 今、担当課長から答弁をさせていただきましたけれども、特に予

算を伴うという部分についてお答えをさせていただきたいと思います。 

 この間、関係団体とも、どのような支援が必要かという点について相談をさせてもらって

きております。その中で、先ほど来出ております、国の飼料対策に上乗せをする支援という

ことをＪＡさんと一緒に取り組むということで、まず決定をしております。 

 この先の悪化につきましては、状況を見ながら、あるいは財源等を十分検討しながらとい

うことにはなると思いますけれども、本町基幹産業の苦境について、できる手を打っていく、

そういう必要があったときには当然予算を伴う措置についても検討、実行する、そういう考
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えは持っておりますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

○議長（菊地誠道君） 渡邊君。 

○１番（渡邊定之君） この危機を乗り越えるのに、とにかく一番必要な対策というのは、

農業生産基盤を支える財政出動が重要だというぐあいに、新聞の記事で記載されているのも

読みました。それとあわせて、ガット・ウルグアイ・ラウンドの時代に、大きな予算を伴っ

て農業を守ろうというような大きな運動になっていったわけでありますけれども、今回のこ

の事態に際し、それぞれの団体等があるのですけれども、その団体との横の連絡といいます

か、そういうものの体制はできているのでしょうか。 

○議長（菊地誠道君） 農林課長・村山君。 

○農林課長（村山 尚君） 関係機関の横との連携にかかわるご質問だったと思いますが、

本町にも酪農振興会議という会議がございます。ＪＡを初めとする関係機関、例えば乳業メ

ーカーさんですとか、あとは普及センターさん、それにＮＯＳＡＩさん等で組織している酪

農振興会議というものがあるのですけれども、そちらの中でも今回の情勢にかかわる情報交

換については綿密に行っているところでございます。 

○議長（菊地誠道君） 渡邊君。 

○１番（渡邊定之君） 本当に日本全体、酪農家にとっても酪農の団体、その現場で営農を

続ける私たちにとっても、非常に危機的な状況であるということをテレビでも新聞でも報道

していますし、これを乗り切るためにやっぱり地方自治の力、町長を先頭として、何として

も標茶の酪農を守るために力を注いでいただきたいということをお願いし、質問を終わりた

いと思います。 

○議長（菊地誠道君） 農林課長・村山君。 

○農林課長（村山 尚君） 先ほどのお答えした中で、組織の名前を「酪農振興会議」と、

僕、説明しましたが、正しくは「農業振興会議」の間違いですので、訂正させていただきま

す。 

○議長（菊地誠道君） 以上で１番、渡邊君の一般質問を終わります。 

 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君）（発言席） まず、町長に答弁を求めます。 

 質問の内容でございます。「憩の家かや沼」の開業及び排水計画についてお伺いしたい。 

 質問の内容でございます。建物が完成して約１か月が経過しましたが、来年度の営業に向

けて準備は予定どおり進んでおりますか。既に11.6億円以上の金を投入し建設したからには、

もう後戻りは許されない状況にあります。前に進むしかないと思うのであります。町は、標

茶町民の財産として責任を持って維持管理に努めなければならないと。しかしながら、現状

を見ると、まさに「仏作って魂入れず」であると私は痛感いたします。そのようにならない

ためには、町は、ここが大事なのです、町は、議会と町民に現状をありのままに、ありのま

まに説明をして、理解と協力をしていただくよう努力する必要があると思います。それにつ

いて、以下について質問をいたしたいと、このように思います。 

 まず、１つ目です。施設の排水はどのような計画になりますか。地権者との折衝の結果は
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どうなったのか、お伺いいたしたい。 

 ２つ目でございます。シラルトロ湖の水質調査を環境コンサルタント会社に依頼し、実施

したと思いますが、シラルトロ湖も温泉水を排水する選択肢の一つと考えておられるのか、

お伺いいたします。 

 施設が完成して１か月がたちましたが、維持管理費は幾らほどになりましたでしょうか。

また、これ以外についてもちょっと質問したいと思います。 

 ４番目でございます。運営団体である永寿優企画から、４社のうち２社が辞退したいとい

う話があったと思いますが、間違いないですか。また、それ以上に増えましたか。辞退の理

由については何でしょうか。お伺いいたします。 

 ５番目、町長は、今でも来年６月に営業を開始できると思っておられますか。さらに延び

るのではないでしょうか。具体的に説明を求めたいと、このような内容でございます。 

 よろしく答弁をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ２番、櫻井議員の憩の家かや沼の開業及び排水計画につい

て伺うのお尋ねにお答えいたします。 

 １点目の排水計画、地権者との折衝の結果のお尋ねですが、既存の排水経路の利用のほか、

新たな排水経路の確保について検討しているところです。既存の排水路の利用に当たり必要

な地権者との折衝については結論に至らず、引き続き重ねてまいりたいと考えております。 

 ２点目のシラルトロ湖への排水も選択肢として考えているのかのお尋ねですが、排水先を

検討する中で選択肢のうちの一つとして考えておりますが、現状の排水先の交渉を優先した

いと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

 ３点目の維持管理費は幾らになったかのお尋ねですが、今後、開業までにかかる経費とい

たしましては、消防設備、24時間換気、監視カメラ、機械警備の稼働電気代として月額３万

円程度を見込んでおり、現在、無人であることから機械警備を委託しており、その業務委託

が月額３万800円となっております。また、11月２日の全員協議会でお示ししておりますが、

施設運用開始前に給水設備、給湯設備、温泉設備の試運転調整費として概算で650万円。運用

後に浄化槽設備保守点検、消防設備点検、電気保安点検、自動ドア保守点検、給湯設備点検、

暖房設備点検、エレベーター保守点検等の各種保守点検料が、概算ですが毎年470万円程度。

周辺施設の草刈り、ごみ拾い等の環境整備費が45万円程度となっております。 

 ４点目の永寿優企画から２社が辞退し、その理由は何かとのお尋ねですが、ご指摘のあっ

た構成員の変更ではなく、12月２日付で指定管理者の辞退届の提出を受けております。理由

につきましては、今後の対応ともかかわることから、別途説明の機会を設けさせていただき

たいと考えておりますので、ご理解願います。 

 ５点目の来年６月に営業開始できるか、さらに延びるのではないかのお尋ねですが、現在、

排水先を検討しているところであり、地権者との交渉が不調に終わった際には新たに排水経

路の確保が必要となることから、先ほど申し上げた指定管理者の辞退を受けて、改めて指定

管理者の選定作業が必要になってくるので、来年６月の営業開始は非常に厳しい状況にある
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と考えております。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） ここにだらだらと５点並べてしまったので、大事なことなので、一

つ一つ私は確認をしながら進めたいと思います。 

 まず１番目の項目、この排水施設、どのような計画になっているかということでございま

すが、以前に町は、シラルトロ湖に関して調査いたしましたよね、水質調査。その結果につ

いて、シラルトロ湖も排水路の一部に考えておられるのかなと思って伺うのですが、シラル

トロ湖の水質についてはどのような結果になったのか、どのような認識を持っておられるの

か、ちょっとお伺いしたいのですが。 

 もっとさらに詳しく言いましょうか。シラルトロ湖の調査、これについては以前に、９月

に調査依頼して、結果が５日ぐらいかな、出てきていると思うのですよ。それで、シラルト

ロ湖を３分割して、深いところは上と下、２点ですね。それを２か所、浅いところは上の部

分だけ１か所と、こういう調査をしたはずなのですよ。それで、その結果を皆さんお持ちで

しょうから、何も隠すことないですから、ざっくばらんにお話し願いたい。まず、そこから

ちょっといきたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 観光商工課長・三船君。 

○観光商工課長（三船英之君） シラルトロ湖の水質調査の関係でお答えをさせていただき

ます。 

 今回、調査、現状のシラルトロ湖の水質を確認したいということで、観光商工課のほうで

発注いたしまして、８月26日に実施しております。調査項目でございますけれども、「生活

環境の保全に関する環境基準」として環境省が湖沼に設定している項目ということで、ｐＨ、

ＣＯＤ、ＳＳ、ＤＯ、大腸菌群数、全窒素、全リン、この７項目に加えまして、塩化物イオ

ンとクロロフィルの２項目を追加して全部で９項目実施しております。実施した場所ですが、

議員おっしゃるとおり、北部と中央部と南部、それぞれ３か所から取ってございます。表層

部分と低層部分でやっている状況でございまして、検査の結果なのですが、検査を実施した

事業者から近隣の湖の値も参考ということでいただいて比較したところが、全部が悪いわけ

ではないのですけれども、特にひどいのは、ＣＯＤの値がほかの湖と比べると数値が高かっ

たということで、汚れているのかなというふうには認識しているところでございます。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） ＣＯＤとかＤＯとかＳＳとか、いろいろ専門用語で言っても、我々

昭和の人間はなかなか理解できないのですよ。それで、なるべく私は専門用語を使わないで

お話ししたいと思うのですが、まずＣＯＤというのは化学的酸素の要求量と、こういうこと

ですね。それから、ＤＯというのは溶存酸素量と、ＳＳというのは水の中に浮かんでいるご

みというようなことです。 

 そういうことで理解して聞いていただきたいのですが、結局このシラルトロ湖というのは

非常に水質が悪いと。アオコも発生し、そして水の華といいますか、藻類が大量発生いたす
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懸念があると。そういうところですから、こういうところにさらなる環境負荷を与えるとい

うことはいかがなものかなと。ですから、なるべくならば、このシラルトロ湖について、調

査したのはいいですけれども、ワカサギもちょっとすめないような、全窒素ですか、それか

らいったら0.6ミリグラム・パー・リットル以下、そういう悪い水質なものですから、ワカサ

ギもちょっとせつないなと、こういうところですから、まずその結論を出すのは早いですけ

れども、シラルトロ湖についてはちょっと横に置いておいて、次のことに入っていったほう

が、選択肢を選んだほうがいいのではないかと私は思うわけです。町長はどう思いますか。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 今の段階で、放水先の選択肢からは除外していないという趣旨の答弁をさせていただいて

おります。ただ、やはり前提条件としては、櫻井議員おっしゃるように、現状の水質よりも

数値として悪いものについては、環境保全を大切にしてきた本町の姿勢を立場として考える

のであれば、なかなか難しいのかな。そういう意味では、検討している浄化方法等の中でコ

ストパフォーマンス的にも合致して、なおかつ水質の浄化結果が今の湖の水質よりも良好な

結果が得られるものがもしあるとすれば、再度検討に値するのかなというふうには思ってお

りますけれども、現実問題はかなり厳しさがあるのかなというふうに思っております。水質

調査をしたからといって湖に出すことを考えているとか、そういう短絡的なものではなくて、

まず現状、湖がどういうものなのかを押さえておきましょうというところで、やらせてもら

ったところであります。 

 ご指摘のように、湖以外のところで考えたほうがいいのではないか、今はまずそういう方

向で、現在の排出先との交渉をまずこの先も続けていきたい、それから、それ以外の新たな

排水路についても検討しているというところでありますので、ご理解いただきたいというふ

うに思います。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） シラルトロ湖はあくまでも選択肢の一つとして横に置いておくけれ

ども、排除はしないということでわかりました。 

 それで、３番目の維持経費、これについてお話をしたいと思うのですね。 

 これは、今、電気代とかそういうものを含めて、実際に営業していけばいろいろな保守点

検その他、結構かかるよという話ですが、現時点での話をしますと、実は数日前、夜に行っ

てきたのですよ。それで、ある業者が今、外装工事をやっているところだったのですが、そ

の業者が、雨の中行ってみたら、まだ仕事もやっていました。それで、言うには、いろいろ

な人が来るのだと。建物がどこまでできたか、そういうことで見たこともない人が常に多く

来ると。でも、私が行ったのは６時過ぎ、７時近かったものですから、建物があって、真っ

暗なのですよ、奥のほうが。中には確かに町が設置したのでしょうが、誘導灯、これは法律

で定められていますから、こっちに逃げるのだよというような誘導灯がありました。中には、

その人の話によると監視カメラもつけていると。こういうことなのですが、そこはいいので

すよ。ただ、街路灯も防犯灯もないと。それで、監視カメラがあっても、センサーは働いて
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も、火をつけられたり物を盗まれたり、そういうときにジリジリと鳴って駆けつけるまでに

20分、30分かかると。そうしたら十分な保守管理ができていないのではないのかと、安全対

策できていないのではないかと私は思ったのですよ。できることも、これは予算の関係もあ

るでしょうけれども、何とか施設を管理するような警備会社とか、そういうところを委託は

できないものか、そうして町の大事な町民の財産であるそういうものを守るような処置はで

きないものか、そこはどうでしょう、至急できますかね。お伺いしたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 以前の建物のとき、公社が破産をして経営を中断したころだったと思うのですけれども、

そのときにも保守管理といいますか、警備のことについてご質問いただいた記憶があります。

いろいろな、いろいろなというか、人を配置して警備をするのか、あるいは今のように機械

による警備をするのかというところ、選択肢があったわけですが、機械警備の選択をそのと

きもたしかさせてもらったということであります。今現在実施しているのがそのときと同じ

機械警備なのですけれども、ご指摘のように前回とちょっと環境が違うのは、外の照明が外

構整備で整えられるというところのはずですので、指摘のように今行っても暗いというとこ

ろは、ちょっと違っているのかなというような気もいたしております。ちょっと現状を再度

確認させてもらって、皆様からご心配されないような形をどのようにできるか、検討させて

もらいたいなというふうに思っております。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） しつこいようですけれども、私は現場に何回も行っているわけです。

そして、今、牛﨑副町長がおっしゃった街路灯というのは、はるかかなたというかな、入り

口のほうにあるわけです。僕が言っている街路灯というのは、施設周りのそういう防犯上の

明かりをともしてはどうだということなのですよ。無人において、あのまま放置しておくこ

とは危ないのではないかと。今の業者、前を整備している会社は来年の２月20日かそこらが

たしか期限だということですから、恐らくこのまま進めば１月中には終わるのではないかと。

したがって、撤退するということですから、今はそういう事務所があるから明かりはついて

いるのですけれども、それがなくなると全くの真っ暗闇と。それで、その業者いわく、いや、

実はねと、作業用に置いておいた車のバックミラーが割られたのよと、そういう被害も実際

あったのだと。だから、このまま置いておくのはちょっと危険だよねと。これから冬が来て

除雪はどうするのだろうねと。何かあったときに消防も駆けつけられないような状態で置け

ませんでしょうから、当然除雪もせんとならないでしょう。そうすると人も入りますよね。

だから、そういうこと、先々のことを心配しながら、いかがなものかと、こういうお話をさ

せてもらっているわけです。どうでしょう、どのような答弁をもらえますか。誰でもいいで

すよ。 

 議長、暫時休憩とってください。いいですよ。 

○議長（菊地誠道君） もうちょっと待ってください。すぐ出ないの。 

 休憩いたします。 
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休憩 午後 ２時５８分 

再開 午後 ３時０５分 

 

○議長（菊地誠道君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 まず、除雪の関係なのですが、道道からその先、シラルトロ自然情報館までは、冬期間、

自然やＳＬの写真を撮る観光客の方等がおられましたので、これまでも除雪をしておりまし

た。これからもその予定でおりますので、今の建物の前の人の流れは想定されるわけであり

ます。 

 ご指摘のように、防犯対策上の照明の設置についてなのですが、既存の建物、それから外

構の計画の中では建物に照明を照らすというものがあるのですけれども、まだそれができて

おりませんので、手法として物がない状態であります。ご指摘にあったように、防犯対策上、

何らかの明かりが必要だというふうに考えられますので、どういった方法で対策がとれるの

かお伺いしたところ、まだ今、業者がいる状況でありますので、不在になる前に手法等を確

立して実施をするような方向で考えたいというふうに思っておりますので、ご理解いただき

たいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） 大事なのは、町民の財産である憩の家というのか、建物であるとい

うことなのですよ。だから、それを町の責任においてしっかり守ろうねと。だから、設計で

は、建物をライトアップする、そういう施設、電気工事のときに設置しましたよね。30セン

チなのを１メーターの高さにしてライトアップすると、それはわかっているのです、私も。

ですけれども、その前の話ですからね。どうかひとつ私の気持ちもしんしゃくしながら防犯

対策に努めていただきたいと、こう思います。よろしくお願いいたします。 

 それで、議長、いいですか。はい。 

 一番頭が痛い４番目の、運営団体のことについてお伺いいたします。 

 これでもう一度伺いますが、永寿優企画から２日の日、どのような書類が上がりましたと、

ちょっと聞き忘れたので、もう一回尋ねます。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 表題は辞退届というふうになっております、辞退ですね。茅沼地区観光宿泊施設の指定管

理に関して管理指定を辞退いたしますという、そういう文面でいただいております。 

 これに関しましては、指定管理の制度上、こういった辞退に関しては私ども町と、それか

ら指定管理者の間で協議を行い決定するということになっておりまして、この辞退届の提出

で協議の開始という考え方をして受理したところであります。 

（「聞こえない」「もう少し大きい声で言って。聞こえないわ」の声あり） 
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○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） 聞こえないですか。 

 すみません、今ちょっと言い方に間違いがありました。辞退届という書面をいただきまし

た。それで、内容も確認させてもらいながら受理をさせていただきました。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） まさか辞退届が出るとは自分も思っていなかったのですが、辞退届

が出た以上、今後どのようにするか、これまた大きな問題になりますよね。 

 それで、先走ってしまうかもしらんけれども、もう時間がないので、はっきりとリセット

し直すと。町内だけに限りまた参加者を募集しようとするのか、あるいは町外も含めて選考

していくのか、そういうことも含めてこれから協議されていったらどうかと私から提案した

いと思うのですが、町長のお考えはどうですか。あくまでも町内を軸に選考していくと、企

業を募集していくということでしょうか。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 辞退届を先週金曜日にいただいて、多少時間はあるのですけれども、この先の見通しにつ

いて確たる結論までは至っておりませんけれども、この先、これまでもお答えしているとお

り、指定管理者が撤退等をしたときどうするのだという似たような質問を受けたときには、

再度公募選定をしていくというお話をさせてもらっております。今回、まさしくそのような

状態でありまして、改めて公募選定という作業をしなければいけないのですけれども、今の

段階では、そのときに地域の条件については設けることはできないのではないかというふう

に考えているところであります。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） 昨日今日の話で、町としても動揺していることはわかるのですよ。

ですから、この件については可及的速やかに方向づけを出してスタートすると、こういうこ

とでお願いいたしたい、こう思います。 

 ５番目になるのですけれども、６月に営業できるかということを質問したわけですが、僕

は、実は昨日、おとといか、茅沼の谷地をずっと歩いてきました。それで、大きな明渠もわ

かってきました。その明渠は、釧路川の蛇行化したところに直接流れ込んでいるということ

も確認してきました。それを何とか使えればなと思ったのですけれども、誰の土地だかわか

らないので確認だけということなのですが、流すとしたらその釧路川に出ている、これは環

境省の所管になりますから、各省庁とよく話しして、そういう排水路も選択肢の一つ、ある

いはそこらをうまく利用できるか、そこらも考えていただきたいと、こう思って現地を見て

きました。現地報告ということですね。そのとき感じたのは、その管を利用するのだったら、

これは老婆心から言うのですけれども、釧路川に直接、大きな黒いパイプで出ているわけで

す。ですから、釧路川の水位が上がると逆流してその管に入ってくるという、そういう自然

現象が起きると。行ったり来たりですね。そういうこともあるので、ひとつ何か、そういう

うまい方法があったときには、そういうことも参考にしながら考えてみていただきたい。 
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 ですから、そういう谷地を掘削するとなれば、これから、今はしばれていますから谷地を

渡ることも川を渡ることも僕はできたのですけれども、春になると、もう長靴を履いても埋

まるような状況ですから、これはやっぱり１年、１年半はかかるのではないかと思うのです

よ。ですから、もう最善の策をつくるためには、どうしてもそういう時間が必要だと、どう

してもタイムロス、思ったようにいかないと。タイムロスが生じる。そういうふうに、町長、

あまり慌てないで、これ、長い目でやっていきましょうや。少々遅れたって、潰すわけには

いかないのですから。そういうことでお願いしたいなと、こう思います。町長、何か言うこ

とありますか。 

（何事か言う声あり） 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 櫻井議員から、元気をつけられたというか、応援をいただいたのか

なと思うのですけれども、かや沼については、本当に私、町長になってすぐ公社の経営状況

が悪化して、公社を閉じなければならない、そういう状況になって、さらに環境が整って再

開まで、建物の改修までこぎ着け、ようやくここまで来たと。非常に、町長になってから４

年間、ずっとかや沼のことがテーマにあった、そんな４年間だったと思っていますが、ここ

に来てまたさらにいろいろな課題が登場していますので、それらをやはりしっかり解決しな

がら、これから未来永劫、しっかりかや沼が安心して営業できる、町民の皆さんに利用でき

るような形の施設を皆さんと、皆さんのご協力、ご支援いただきながら、情報をいただきな

がら、道筋をしっかりつくっていきたいと、そんなふうに思っていますので引き続きご支援

をお願いしたい、そんなふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） それでは、今、町長の前向きな答弁をいただいたところで、２つ目

の問いに進めさせていただきたいと思います。 

 ２つ目は、クリーンセンターについてお聞きしたいという項目であります。 

 質問の内容は、施設内にある町のパッカー車は、もう既に30年が過ぎ、老朽化が進み、傷

んでいます。来年度の予算化をして更新してはどうかというお話。 

 それから、２つ目は、同施設内に設置されているペットボトルと空き缶の圧縮機、これも

かなり古いもので部品もなく、もしくは生産中止となっているものもあります。これも早急

に更新すべきでないかという提案でございます。 

 ３つ目は、グラスウールや石膏ボード、この外壁材、内壁もそうですけれども、そういう

石膏ボード等が建築廃材、これがバッグ、これはフレコンバッグとかいろいろな言い方があ

るみたいで、ここではバッグとしか表示していませんが、そういう大きな工業用バッグに入

って放置されているのですよ。今、ご承知のとおりしばれてきています。下が凍りついたフ

レコンバッグを持ち上げると、弱いですから抜けてしまう。だから、早くこれは町の責任に

おいて撤去してください。これはクリーンセンターに置けるものではないということですの

で、少々金がかかっても速やかに撤去をお願いしたい、こういうお話でございます。 

 以上です。 
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○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ２番、櫻井議員のクリーンセンターについて問いたいとの

お尋ねにお答えいたします。 

 １点目の老朽化が進んでいるパッカー車を来年度予算化し更新してはどうか、及び２点目

のペットボトルと空き缶の圧縮機を更新すべきではないかとのご質問ですが、クリーンセン

ター内で使用している車両及び圧縮機の機材は複数あり、日々のごみ処理作業に使用してお

り、議員ご指摘のとおり、相当の年数を経過しているものもありますが、現状では修理、補

修を行いながら使用している状況にあります。 

 更新についてですが、車両及び機材等はどれも高額であり、基本的には使用できるものに

ついては修理を行いながら使用し、緊急度、利用頻度の高いものから計画的に更新を図って

いる状況にあります。現在作業中の新年度予算案におきましても、限られた財源の中で緊急

度や利用頻度を鑑み、現場の意見も十分に酌み取った上で更新を図ってまいりたいと考えて

おります。 

 また、繰り返しになりますが、相当の年数を経過している機材も多いことから、日々のご

み処理作業に支障が出ないよう、更新年度を早められるよう購入以外での運用方法も含め検

討してまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

 ３点目のグラスウールや石膏ボード等の建築廃材を速やかに撤去処分することを望むとの

ご質問ですが、クリーンセンター内で保管しているグラスウールや石膏ボードにつきまして

は、災害や火災などにより緊急的に受け入れたものであり、本町最終処分場では処理できな

いことから、一定程度ため置きした後、釧路市の処分事業所に引き取っていただき処分する

こととしております。議員ご指摘のとおり、現状、一定程度の量となっておりますので、今

後、処分を進めるよう考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） 今、町長の答弁にありましたが、限られた財源ということで、町財

政、大変なことはわかっていますが、ただ、現場が非常に困っておると。例えば平ボディー、

これは４トン車なのですけれども、初年度登録で言うと平成５年６月なのです。それから、

今、僕が指摘したパッカー車、これについても初年度登録は平成５年７月と。平ボディーに

ついては、運転席の外側がもう腐って穴があいてきているという状況にあります。それから、

パッカー車については、底の部分が何回も穴があいて、どこが親分だか子分だかわからない

ぐらい溶接に溶接を重ねていると。そういう、もうかなり努力して使っているという車です

ので、何とかこれ、現場をもう一度確かめながら前向きに対処してあげてほしいと。 

 それと、もう一つお願いしたいのは、２つ目のペットボトルと空き缶の圧縮機なのですが、

厚岸の処理場にも行ってきました。やはり厚岸も、機種は違うのですけれども、同じように

古くなって部品も来ないのだということを訴えていました。ですから、あれから何年とたつ

のですけれども、機械も相当よくなってきていると思うのですけれども、価格も高くなって

きているということも含めて、何かリースであるとかなんとか、そういうような方法、ある
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いは中古でもいいですから、使って補っていただきたいと。なぜそういうことを言うかとい

うと、ペットボトルなんか、リサイクル法に基づいて、物すごく今、不足していますし、カ

ーボンゼロで高値取引になっています。釧路市なんかも、そういう筆頭のところに挙がって

きているのですね。ですから、そういうものを参考に、皆さんもお勉強されていると思うの

で、速やかにそういうことの検討に入っていただきたい、こういうふうに思います。 

 何か、お願いしてよろしいですか。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 先ほど町長が答弁したとおり、優先順位を決めながら更新していくということが基本なの

ですが、かなりどれもこれも古い状態で、いつ壊れるかわからない状況にあるということも

聞いておりますので、できるだけ早く、可能であれば単年度に複数のものもできればいいな

とは思っているのですけれども、それに向けて、導入のいろいろな方法とか、あるいは補助

金、交付金等の財源になるものがないかどうかとか、その辺、今、調べさせているところで

ありますので、考え方としては議員のご指摘のとおり、ごみ処理作業が滞ることがないよう

に進めてまいりたいというふうに考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） それでは、最後のところにまいりたいと思います。もう３時半です

ね、急ぎます。 

 ３番目の質問は、水道基本料金の年度内無料化をしていただけないかなと、こういうお願

いです。 

 10月の全国消費者物価指数は、前年同月比103.4％の上昇となっております。 

（何事か言う声あり） 

○２番（櫻井一隆君） 議長、進めていいですか。道内においては、全国最高の104.4％とな

っております。町も、以前は各家庭に生活支援策として食品応援チケット等を配布している

ことがありますが、これから本格的な冬を迎えるに当たり、当町は生活物資の高騰のあおり

を受けて、少しでも負担軽減をする意味において、目に見える形で全世帯に、ああ、こうい

うことを町がやってくれたのだということを示す意味においても、上水及び簡易水道の基本

料金を年度内だけでもいいですから無料化の方向を検討していただきたいと、こういうこと

でございます。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ２番、櫻井議員の水道基本料金の年度内無料化をすべきで

はないかのお尋ねにお答えいたします。 

 ご案内のとおり、本年度、コロナ禍において原油価格や電気、ガス料金を含む物価の高騰

の影響を受けた生活者や事業者の負担の軽減を目的として、第２回定例会において関連する

補正予算の議決をいただき、国の地方創生臨時交付金を活用し、町民が利用できる商品券と

牛乳贈答券をあわせて１人6,000円分をお配りしているところです。全ての町民へ支援を届け

ることに加え、町内消費の拡大、牛乳の消費拡大とあわせて町内の好循環が期待できる方法
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として進めてまいりました。 

 10月末現在の本町の世帯数は3,671世帯で、そのうち直近３か月平均の上水道利用者2,187

件、簡易水道利用者1,004件、合わせて3,191件で水道水の供給を行っております。差し引き

しますと480世帯の方が、それ以外の方法で生活用水を確保されている世帯ということになり

ます。豊富な水資源に恵まれた本町は、水道用水として掘り抜き井戸を利用する世帯のほう

が多いという地域の特性があることから、水道料に限定するより、ご家庭の固定費の負担軽

減にひとしく公平にということで実施したところであります。 

 上水道、簡易水道の基本料金を年度内だけでも無料化にしてはどうかのお尋ねですが、各

世帯への個別支援の考え方としては前段申し上げたとおりでございますので、現時点で残り

の年度内およそ３か月分になろうかと思いますが、水道料金分に特化した無料化は考えてお

りませんが、今後の情勢により、引き続き幅広い選択肢の中から町民に寄り添った支援につ

いて、国の交付金も見据えながら研究してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） 実際に、自分のところでボーリングして自噴させているという世帯

が400世帯近いということは自分も承知しております。地域的には、虹別の一部、磯分内、あ

るいはルルラン、この釧路川水系に近いところは、ここは昔から揚水機も使いながら、二、

三十メーターで水が出ますから自噴しているのですよ。ですから、みんな一律に上水道、下

水道を使ってくれればいいのですけれども、そういう昔からのことで、そういう自然の恵み

を甘受しているところというかな、そういうところはあるのです。それはわかっていた上で、

何とかそういう自然の恵みを甘受できない一般の家庭に、温かい手を差し伸べていただけな

いかなと。大変なご苦労をなさると思うので、広くあまねく公平にという言葉がありますけ

れども、そこをまげてとは言わないけれども、次年度においてでも何か、国からのいい支援

策でもあれば、そこらも含めて検討していただきたいと、まげてお願い申し上げます。 

 私の質問は以上です。別に答弁は要らんですわ。もう答弁したって同じことの繰り返しに

なるでしょう。 

（「変わらない」の声あり） 

○２番（櫻井一隆君） では、そういうことで、もう時間も押していますので失礼します。 

○議長（菊地誠道君） 以上で２番、櫻井君の一般質問を終わります。 

 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君）（発言席） ２点について、通告に従いましてお伺いをいたしたいと

いうふうに思いますが、やすらぎ園の早期充実についてを、まずもって伺います。 

 佐藤町長は、「もっと元気なしべちゃへ！」をうたい、２期目のスタートをいたしました。

町長は、選挙の際、町政に当たる基本方針として、１つ、町民が主役の公平でわかりやすい

行政の推進、２つ、環境循環型の元気なまちづくりを目指す、３つ目、元気で創造性豊かな

標茶を育むまちづくりを目指すと掲げて、主要な重点政策５点の一つに、安全・安心な暮ら
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しを守るため、やすらぎ園の今後のあり方を検討し改築を推進しますと掲げております。 

 また、このたびの町政執行方針でも多くの課題に取り組むことも明らかにしておりますが、

町長がまず最優先課題として取り組む事業は何を考えているのかをお伺いいたします。 

 本町の人口は、先月11月末では7,182人、65歳以上の人口2,565人、そして高齢化率35.7％、

そしてやすらぎ園の待機者は今現在63名になっておりまして、また、さらに職員の要員不足

で入所者100床がいつになれば満床になるのか、それらを考えたとき、やすらぎ園の課題を私

は最優先に取り組むべきだと考えておりますが、いかがでしょうか。まずお伺いをいたしま

す。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ６番、鈴木議員のやすらぎ園の充実に早急に取り組むべき

とのお尋ねにお答えいたします。 

 お尋ねの１点目、最優先課題として取り組む事業は何を考えているのかについてですが、

現在、新型コロナウイルス感染症を初め、ロシアのウクライナ侵攻、円安などにより、エネ

ルギーを初めとするさまざまな生産資材の物価高騰など、酪農・畜産は大変な状況にありま

すので、まずは関係機関、関係団体と協力しながら、しっかりと支援をしていきたいと考え

ています。また、並行して町民の生活を守るための経済対策についても、継続して取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 その上で、議員のご案内のとおり、５つの柱、28項目の公約については、やすらぎ園の改

築を含めて、どれもスピード感を持って取り組むべき課題であると認識しております。既に

公約で掲げている全ての事業を対象に、関係する課とヒアリングを行い、早期の実現に向け

て進めるよう指示したところでありますので、ご理解を願います。 

 次に、やすらぎ園の充実に早急に取り組むべきとのお尋ねですが、やすらぎ園の現状につ

きましては、施設の老朽化や介護職員の不足などが喫緊の課題となっておりますが、特に入

所定員につきましては、現状の介護職員でこれまでどおり安全・安心で安定的な介護サービ

スを提供していくため、100名を80名に制限していることはご案内のとおりであります。介護

職員の確保につきましては、これまでも町の広報紙やホームページを初め、折り込みチラシ、

ハローワークの求人情報を活用するなど人材確保に取り組んできたところですが、残念なが

ら、いまだ充足するまでには至っておりませんので、引き続き人材確保に努めてまいります。 

 待機者につきましては、12月１日現在で63名となっておりますが、待機者全員が即入園を

希望しているとは限らず、入園の順番が来ても、もう少し在宅で生活したいなどの理由で入

園を辞退される方もおります。また、家族の方が病気等で介護が困難になるなど緊急の場合

は優先的に入園していただく対応をとっております。なお、直近の２か月で７名の方が入園

し、今後３名の方が入園予定となっておりますが、そのうち入園申請から実際の入園まで最

も早い方が１か月以内、数か月以上の方が入園申請後半年から１年以上で入園されているの

が実態であります。 

 やすらぎ園につきましては、ご指摘いただいた私の選挙公約や施政方針でも述べておりま

すとおり、将来人口や今後の高齢者の推移を見据え、改修計画を含む今後のあり方について
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総合的に検討してまいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） 自分も町長の答弁に十分理解をいたしておりますが、いたしており

ますが、今、町長が述べられた、１か月以内で入る方もいるし、せいぜい１年待たずで入ら

れているという状況も承知はしておりますが、私としては、やはり家族の苦労を考えたとき

に、やすらぎ園問題というのは最重要課題だなというふうに思いまして、取り上げてみまし

た。 

 そして、さらに昨年の12月定例会において、厚生文教委員会が所管事務調査で報告をして

おりまして、委員会の所見では、職員の定数は決まっているが、入所希望者が相当数いるこ

とから、職員定数を変えてでも定員を維持するべきであり、そのための手だてを早急に検討

すべきと所見で述べております。確かに、待機者63名というのは、他の施設に入られていて、

在宅での療養生活をされている方というのは少ないかもしれませんが、他町村で療養されて

いる方ではなくて、地元でやはり家族のそばで暮らしたいという状況の中では、早急な取り

組みをしていかなければならないのではないかなというふうに私は思います。 

 介護度につきましても、63名中、３が36名、４が16名、５が11名おりますね。そういう状

況を見たときに、介護度５の方々というのは本当に在宅で療養するというのは難しいことで、

他の施設を選んで療養されているのではないかなというふうにも感じておりますが、ぜひ、

人口の推移を見ていかなければならないことも十分に理解をいたしますが、本町でいつまで

も暮らしていたいという思い、そういう住民の思いを酌み取り、やっぱり先ほど指示をした

ということですけれども、早急に考えていただきたいというふうに思いますので、もう一度

伺いたいというふうに思います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 先ほども答弁したとおり、状況については十分私も把握しています

し、以前、やすらぎ園の福祉担当の課長をやっていたときもございますので、介護の、例え

ばやすらぎ園の入居者の会議にも出ていたこともあります。ただ、その中では、やはり今、

待機者が63名というのが出ていますけれども、なかなか声をかけても次入らないという方が

結構いらっしゃるというのも事実でありますし、いろいろな状況があるのかなというふうに

思っています。 

 それと、もう一つは、町外の施設を利用されている方が三十数名いらっしゃるというのも

皆さんご理解していると思うのですが、その方にアンケートをとった結果も、私、今年の９

月ぐらいに見せてもらったのですけれども、実は地域によっては、家族が例えば釧路市内、

釧路町に住んでいる方とか、虹別に住んでいる方なんかは、弟子屈に入っていても、実は改

めてやすらぎ園を望みませんよ、要するに距離的な問題で実はそちらのほうが近かったり便

利だよということも含めて、やはり標茶町だけで、やすらぎ園だけで完結するのではなくて、

民間の施設、近隣の施設、さまざまな条件がありますので、それらも総体的に考えながら、

今後、標茶のやすらぎ園のあり方もしっかり考えていきたい、その中で町民の皆さんが困ら
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ないことをしっかり考えていきたいと思っていますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） 町長の言うことも十分理解をいたします。 

 １点だけ、職員の確保について、たびたび広報紙等に、やすらぎ園も含めてほかの部署も

そうなのですが、職員の募集についてのチラシが入ってきておりますが、本当になぜ職員が

集まらないのだろうというふうに正直に感じております。民間も、最近また本町の中の民間

のところでも要員不足で募集をかけているのですが、民間よりはと言ったら語弊があります

か、町の公の施設というのは、労働条件も含めてやっぱり働きやすい環境にあるはずだと私

は思っております。ちょっと語弊があるかな。ちょっと言い過ぎだと思えば撤回をいたした

いというふうに思うのですが、そういう意味から、よくやめる方がいるとか、いろいろなこ

とを聞かされますけれども、単なる募集をかけるだけで私は来ないのではないかというふう

に思っております。そういう意味では、本当に皆さん、庁舎内も含めて、園だけに任せるの

ではなくて、庁舎内全てが要員不足に関しての議論をしっかりとしながら、そしてましてや

人の命を預かっている職場ですから、手厚い体制、処遇改善をしてあげるべきだというふう

に思うのです。職員定数の問題もありますし、厚生文教委員会の所管で取り上げておりまし

たけれども、やっぱりそこのところというのは待遇改善がまず第一ではないかなというふう

に私は感じております。 

 ただ、残念なことに、町長がある席で、映画の席といいましたかな、希望があるけれども、

そのことによって介護保険料が上がるのだというご挨拶をされたというふうに、私はその映

画を見に行けなかったものですから、人から伺って、そのようなことがあるけれども、町民

は介護保険料が上がるということをあまりよく理解されていないのですね。と私は思いまし

た、そのお話を聞いて。ですから、そういう部分もしっかりと町民に対して、説明責任みた

いなものを果たしていただきたいなというふうに思うのですけれども、その辺、一応伺って

おきたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 私がどこかでしゃべったことに関してのお話を今されたので、その

ことについてだけ今お話ししますけれども、やっぱり介護保険料全体で、介護保険料という

のは量が拡大すれば当然上がっていくというのは、それをなかなか町民は理解されないのか

なというふうに思っています。ですから、例えば100床を維持するとすると、今の80床より20

人分の経費がかかって介護保険料に反映される。そこをやっぱり理解していただきながら、

介護保険料がどの程度まで上がっても町民の皆さんがそれをよしとして受けるのか、あるい

は例えば標茶の本当に介護保険料が上がってでも100床を維持したときに、では標茶の将来人

口が今よりもさらに少なくなったときに、ではそれに合わせて今の民間の事業所の方々が今

と同じように営業できるのかどうか含めて、しっかり考えていかないと、やすらぎ園はそれ

なりに安い料金設定でやっていますから、やっぱり民間のほうにしわ寄せが行くのではない

か、そんなことも含めて、やっぱりいろいろな選択肢をうまく維持しながら、今ある民間の

方々にもしっかり頑張っていただいて、行政が最低限やらなければならないのはここまでだ



- 60 - 

 

ということも含めて、それは介護保険料もそうですし、実際に例えばやすらぎ園がユニット

化になったときに、では１人当たりの施設の利用料が２万円から３万円くらい高くなります

よということもしっかり理解してもらいながらやらないと、実際に新しくなったけれども、

こんなにお金かかるのだったら年金生活ではなかなかきついですよという話になってしまわ

ないように、しっかりそういったことも議論しながら、これからの先を検討していきたい、

そんな思いで僕はしゃべったのではないかなと思いますけれども、その一部だけ、その辺取

られて話をされると非常にどうかなと思うのですけれども、一応そういうことですので、よ

ろしくお願いしたいと思っています。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） 職員の待遇改善の関係なのですけれども、今までもこの場所で何

度かご質問を受けて、お答えをさせてもらっております。そのときにも申し上げているので

すけれども、例えばやすらぎ園介護職であれば、夜間勤務手当を創設して、若干ですけれど

も、待遇改善の一助というふうにさせてもらっております。 

 過去にこういった質問をいただいたときに現場のほうにヒアリングをして、民間と比べて

実際どうなのだろうかという、民間、町内の類似事業所と比べて待遇が劣っているかどうか

という、そういうヒアリングをしたことがあるのですが、そのときには現場のほうから、決

して劣っているということではないと思いますという返事をもらったところであります。そ

の上で総体的な、地方公務員法であったりとか、あるいは給与条例等々の条件の中で給料本

体を上げるのはなかなか難しいなという判断をして、過去には答弁をしてきた経過がありま

す。会計年度任用職員制度になってもう数年たつわけなのですけれども、今ちょうど配置の

検討等を終えたところなのですが、今年度その会議の場において、現状の技術職の給与の水

準が果たして適切かどうかということについては、今後の検討課題だということで、これか

ら考えていきたいなというふうに思っていたところであります。 

 ただ、本町の体制からすると、職員の数、それから会計年度任用職員の数等々、総体の人

件費が結構な金額、数字になってきているということを考えると、なかなか簡単に答えが出

る問題ではないのではないのかなというふうに思いながらであります。具体的な作業につい

ては、まだこれからということなのですけれども、検討課題として認識はしているところで

ありますので、ご理解をいただければというふうに思います。 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） 十分に理解はしているのですが、ただ、同施設内での同じ仕事をさ

れていて、片や正職、片や会計年度任用職員という、そういうのがあって、立場上、任用職

員の方々が不満を漏らすとか、そういうことも聞こえてきていますが、この件につきまして

は本当に難しい状態だというふうにも十分理解しておりますが、ぜひ早急な課題として取り

組んでいただきたいということをお願い申し上げて、次の質問に移りたいというふうに思い

ます。 

 茅沼地区観光宿泊施設についてですが、先ほど同僚議員が質問をされております中で重複

する部分があるかと思いますが、通告いたしておりますので質問をさせていただきたいとい
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うふうに思います。 

 町民が早期再開を求めてきた温泉宿泊施設「憩の家かや沼」は大きくさま変わりをし、富

裕層を対象としたと思われる施設に改修されました。完成も近いことから町民の関心も高ま

っていますが、開業予定が遅れる見込みと言われることも、先ほどの同僚議員の質問でも言

われております。また、先日の全員協議会の説明でも明らかになっていない点も幾つかあり

ますので、ここでお伺いをしたいというふうに思います。 

 １つ、指定管理者とした永寿優企画の法人化はいつになるのか。先ほど明らかになりまし

たけれども、明らかというか、なりましたけれども。 

 それから１つ、町民以外の方の利用料は示されましたが、町民がこの憩の家かや沼の再開

をいち早く求めてきましたので、町民の利用料を早く示すべきではないのかというふうに考

えますので、その示す時期はいつごろになりますか。 

 宿泊施設内の備品購入については、町内業者にするべきではないかというふうにも考えま

すが、いかがでしょうか。 

 施設の名称について、「憩の家かや沼」をなぜ変えるのか、正直言って私にはわかりませ

ん。そのことを明らかにしていただきたい。 

 町有施設の営利目的使用として使用料徴収の対象とならないのでしょうか。他の町有施設

では営利目的の場合も使用料を徴収されておりますので、この施設については対象とならな

いのか伺います。 

 それから、先ほど排水の問題も触れておりましたが、私は温泉排水については環境の状況

からも従来の方法が最善と考えておりますが、いかがでしょうか。 

 このことについてお伺いをいたします。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君）（登壇） ６番、鈴木議員の茅沼地区観光宿泊施設についてのお尋ね

にお答えいたします。 

 １点目の指定管理者の法人化はいつになるかのお尋ねですが、先ほど櫻井議員の質問でお

答えしたとおり、指定管理者の辞退届の提出があったため、法人化はされないものと理解す

るところです。 

 ２点目の町民の利用料を示すのはいつになるかのお尋ねについても、１点目と同様、新た

な指定管理者との間での協議、決定となることから、しばらく先送りせざるを得ない状況で

ありますので、ご理解をお願いいたします。 

 ３点目の備品購入は町内業者にすべきではないかとのお尋ねですが、備品の選定につきま

しては、指定管理者と協議しながら行いたいと考えておりますが、購入につきましては、町

内から調達を原則としたいと考えております。 

 ４点目の施設の名称をなぜ変えるかのお尋ねでありますが、まだ最終決定にしておりませ

んが、釧路湿原国立公園内にある唯一の宿泊観光施設として新しい名称で再出発をしたいと

の思いからであります。 

 また、新しい名称候補につきましては、憩の家かや沼の再生に当たって必要となるブラン



- 62 - 

 

ド・アイデンティティーの形成が不可欠と判断し、デザイン監修業務にかかわっていただい

ている日本デザインセンターに施設の存在が一目で覚えられる名称について提案をお願いし、

幾つか提案があった中から、誰もが覚えやすく言いやすいところということを念頭に３案を

選考し、小学生、中学生、高校生にアンケートを実施したものです。 

 ５点目の営利目的使用として使用料徴収の対象とならないのかのお尋ねですが、指定管理

者制度は議員ご承知のとおり、2003年、平成15年９月の地方自治法改正により、多様化する

住民ニーズにより効果的かつ効率的にお応えするために、民間企業や団体の持つノウハウや

能力等を活用し、住民ニーズの向上を実現するとともに経費の削減等を図ることを目的とし

て導入されています。茅沼地区観光宿泊施設においても、民間のさまざまな知見を生かして

いただきながら施設の管理運営を行っていただこうと選択したもので、指定管理者制度は施

設の管理運営を委ねる行政処分になりますので、使用料に相応する利用料金は利用者である

お客様が納めることとなりますし、現在はいわゆる利用料金制度を適用しようとして考えて

おりますので、利用料金は指定管理者の収入として処理されることになっておりますので、

ご理解を願います。 

 ６点目の排水は従来の方法が最善と考えるが、いかがかとのお尋ねですが、議員ご指摘の

とおり、従来どおりの排水ができることが最善であると考えておりますし、現在、地権者に

重ねてお願いしておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） この際、再質問があれば許します。 

 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） ちょっと順不同になろうかというふうに思いますが、備品の購入に

関してなのですが、指定管理者と協議をして町内業者から納入をしたいということなのです

が、来年、５、６年度の競争入札参加資格要件についていた、２年以上のその事業を営んで

いる者だったというのが、その要件、廃止されましたよね。というふうに私は見ましたけれ

ども、それが廃止されたのはなぜなのか。 

 多くの地元業者を使うということは当然のことなのですが、例えば備品、物品に当たって、

これから納入されるだろうというふうに思うのですが、納入業者が例えば１社しかない場合、

だけれども、この廃止されたことによって誰もが、言ってみればそのものの業者さんでない

業者でも、結局は指名要件撤廃されるから入札行為ができると。例えば建築屋さんが水道屋

さんにも、例えばですよ、備品ですから建築屋さんとかではないのですけれども、備品に関

して、今まで納入していない備品の業者さんであっても、結局は納入されるという理解です

よね。私の理解、間違っていますか。どっちに聞けばいいの。そっち、そうか。 

○議長（菊地誠道君） 管理課長・山崎君。 

○管理課長（山崎浩樹君） 業者の登録の関係の担当課でありますので、管理課からお答え

させていただきます。 

 業者の登録に関しましては、２年に１度登録をいただいておりまして、今回も令和５年、

６年の業者の資格といたしまして、来年の１月20日から２月20日にかけまして申請をいただ

く予定で、今、進めております。今回それに当たりまして、資格の内容が少し変わっており
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ます。中身的には、工事ですとか、それから業務に関しましては、本当にその工事をちゃん

と行えるのかとかというところが必要ですので、その工事、その業種を２年あるいは１年営

んでいることが要件になってございます。 

 物品に関しましては、今回、議員おっしゃるとおりに、２年間それを販売しているという

ことを条件とすることをなくさせていただきました。というのは、物品に関しましては、物

を指定しますので、その物が規格に合わないということがまず考えられないと。登録に関し

ましては、業者の申請をしていただくに当たりまして、業種でそれぞれの方の取扱品目も申

し出ていただくことにしております。その中で、例えば取り扱いに許可が必要なものもあり

ます。例えばでございますけれども、ガソリンであれば業者の登録が必要とか、許可が必要

とか、そういうものがありますので、それを確認させていただきながら業種の登録もしてい

ただくと。具体的に買う品目が決まりましたときに、その品目で登録されている業者の中か

ら、これは指名の場合ですけれども、指名をさせていただきまして入札に持っていくという

ことになりますので、今回そういうふうに変わってございますので、ご理解願います。 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） 何を言いたいのか、おまえは何を聞いているのだというふうに言わ

れるかもしれませんが、確認なのですが、この憩の家、施設の物品納入、予算の中では全て

の合計で、物品関係、宿泊施設内備品ということで、これはこの間の２日の日ですか、全員

協議会でいただいた資料ですが、9,640万円の予算化になっておりまして、これは令和５年度

に物品納入ということで予算化するということなのでしょうけれども、この中に、これ、一

等最初の基本計画での資料なのですが、言ってみれば、私が言いたいのは、家具類とかを宿

泊施設に納入されるというふうに思うのですね。そういうときに他の業者、要するに家具を

扱っている業者以外の方々が、この要件が外されましたから、言ってみれば誰でも、どの業

者でも指名に入れるというふうに私は理解をしたのです。それとは違うのでしょうか。 

○議長（菊地誠道君） 管理課長・山崎君。 

○管理課長（山崎浩樹君） 繰り返しになりますけれども、登録の申請をしていただく段階

で取扱品目を書いていただくことになります。家具であれば、家具類を取り扱っているとい

うことを最初の段階で申し出ていただきますので、家具を取り扱っているという登録をして

いただいた業者様の中から指名をするということになります。 

（「わかっていない」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） そこはわかるのですが、この要件を外したということは、今まで、

今言った家具とか、そういうものを取り扱っていない業者であっても、地元の業者であれば

入札要件に合致して入札行為ができるのでないかと、私はそう理解したのですよ。そうでは

ないのですか。もう一回聞きます。 

○議長（菊地誠道君） 管理課長・山崎君。 

○管理課長（山崎浩樹君） 申しわけありません。議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 
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○６番（鈴木裕美君） そうすると、私、変に考えてしまったのです。何でもありきになっ

て、本当に地元で小さな小さな業者さんが精いっぱい経営をしてきているのに、この要件が

外れることで他の業者さんが入札行為を行って、言ってみれば専門的な業者さんと言います

か、その方が外れるということになると、せっかく町の仕事なのに、頑張ってこられている

業者さんが外れるというのは、私はいかがなものかというふうに思ったのです、要件が外れ

たことによって。 

 その辺と、もう一つは、これは耳に入ってきたことですから確かではないです。でも、言

わせてください。他のところからの、言ってみれば備品、物品を入れるのだというふうに聞

こえてきた。聞こえてきただけですから確かなものではないのですが、そういうことで私は

疑ったのですよ。要するに、専門の備品の納入業者以外も外したいのかなというふうに疑っ

たものですから、そういう、特に憩の家に関してですよ。そんなのでちょっと伺ってみたい

と思うのですけれども。 

 町長、地元で小売店もなくなる、商店街、食料品店もなくなるということで、一生懸命に

頑張っている業者いますよね、地元の小売店。そういう人たちをやっぱり町が応援するため

にも、私は、この要件撤廃というのがいかがなものかなというふうに正直言って思ったので

すよ。小さな業者さんが外れるのではないかという心配もあわせて。備品の中には、例えば

ロビーの家具だとかカーテンだとか、いろいろ憩の家の中の備品がありますでしょう。それ

が、もし１店舗で頑張っている業者さんがいるのでも、この入札行為によって外れる可能性

があるのかなというふうに心配をしたから伺ったのですけれども、地元の業者をあくまでも

利用するという観点から、どうなのでしょうね、こういう要件を外すというのは。幅広い考

え方で言えば、もっともなのです。でも、そういう小さい業者さんを拾ってあげるというの

も、一方では必要ではないかなというふうに思うのですけれども、その辺いかがでしょうか

ね。 

○議長（菊地誠道君） 副町長・牛﨑君。 

○副町長（牛﨑康人君） お答えいたします。 

 茅沼の施設の備品購入に当たっての基本的な考え方は、先ほど町長から答弁させてもらっ

たとおり、町内業者を優先することを原則的に考えていますというお話です。 

 今、議員ご指摘の指名登録に当たっての変更については、かや沼のほうとは一切連動して

いる事実はございません。たまたま時期が重なったというだけであります。その上で、仕組

みとしてこれまで運用してきた中で、わかりやすさとかそういうところで、あるいはできる

だけ排除しないようにしようというような、たしかそういう観点で変更したというところで

あります。 

 ただ、これまでもそうなのですけれども、指名登録についてはあくまでもスタートライン

で、そこから各担当が業者を選定して、最終的には指名委員会で選定をして、そして町長に

答申をするような形をとっております。ですので、例えば町内に10のお店屋さんがあって、

いろいろなお店屋さんがあって、10のお店屋さん全部が家具を登録しているから10を全部指

名するかというと、必ずしもそうではありません。その時々の情勢、状況によって、それは
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いろいろ考慮しながら最終的な判断、決定になっていくというところであります。 

 議員のご心配は、ごもっともだと思います。私たちも常々、業者さんの選定に当たっては、

そういった町内の方の、餅は餅屋という言葉があるとおり、実際に納品される物の、納品の

精度とか、そういったものが担保されるかどうかということも含めて適切に行われるように、

これからもやってまいりたいというふうに考えております。 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） 指名要件については理解をいたしました。 

 それで、名称の関係ですけれども、先ほどの答弁で再出発したいから、新しい施設として

再出発をするから、だから名称も変えるのだということですけれども、以前に同僚議員が一

般質問の中でも、なぜ全町民から公募しなかったのだというご質問がありましたよね。私は、

町民が求めてきたのは、やっぱり憩の家かや沼なのですよ。それがなくなる。条例をこれか

ら提案されるのですけれども、そこにも今のところ憩の家かや沼という名前は全く載ってい

ないので、町民の皆さん、納得するかなと私は思うのです。町民がいち早く求めたのは、前

のような旧憩の家の施設であって、名称についても、憩の家かや沼というのは町民誰しもが、

あるいは憩の家かや沼を利用されたお客様、道内外の方々も、この名称に関しては、やっぱ

り愛着を持って今日まで来たのではないでしょうか。それが先般の全員協議会のときにも、

憩の家かや沼という名称にどこにも触れなかったですよね、町長ね。とても残念です。再出

発したいから、それはわかりますよ。だけど、なぜデザインの総合研究所ですか、にお願い

をしなければならなかったのか、そこのところが私は理解ができないのですよ。 

 例えば憩の家かや沼、私、ぽんぽんというのは好きではないのですけれども、例えばです

よ、メインが憩の家かや沼、そこに何かをつけるとかというのなら、まだわかります、正直

言って。でも、全く憩の家かや沼という名称をなくするということは、町民の皆さんが、あ

るいは道内外のお客様たちも、どのように思うのかなと。何ぼ新しい施設にしたといえ、あ

そこに改修されたのですよ。あそこの場を望んだのですよ。だとすれば、憩の家かや沼とい

う名称は残すべきだというふうに思うのですけれども、ここで町長が、いえ、残しませんと

言えばそれまでなのですが、ぜひその辺も含めて考えていただきたいというふうに思うので

すけれども、いかがですか。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 名称については、前回からいろいろな方にいろいろなご意見をいた

だいていますので、また慎重に検討していきたいなと思うのですけれども、ただ、私自身の

思いとしては、やはり憩の家かや沼はいろいろな問題があって実は閉じなければならない、

いろいろな不祥事やら入浴券の問題やら、さまざまなことを私、耳にしたり聞いたりしてい

ます。そこを実は新しい指定管理の人に、それも背負いながら新しい施設をやってください

というのは、私はどうかなというのは思っていました。それで、全く新しい名称で再出発を

したほうがいいのではないか、それで今回、デザイン関係の方の協力を得ながら、子供たち

の意見を聞きながら作業を進めてきたということですので、まだ最終決定はこれからもう少

し皆さんの意見を聞きながら調整していきたいと、そんなふうに思っていますので、ただ、
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私の思いはそういうことですので、再出発するためにはやっぱり新しいステージ、新しい場

所、たまたま同じ場所でやっていますけれども、実は今までのかや沼とは少しイメージを変

えながら、視点を変えながら、そういう方向性、しっかり提案していかないとなかなか厳し

いのではないか。私、負の遺産とは言いませんけれども、やっぱりゼロからの出発だと思っ

ています。そこをしっかり皆さんの、さらにご意見を聞きながら、最終決定、少し時間かけ

ながら決めていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） 町長の思いというのは伝わってきました。でも、町民の思いはそう

ではないのですよ。そこのところを申し上げておきたいと。再検討といいますか、決定では

ないと今お答えいただきましたので、ぜひ町民の思いを酌んでいただきたいということを申

し上げたいというふうに思います。 

 最後に、排水問題です。ずっと地権者との話し合いをされてきたというふうに思うのです

が、私は町民から言われました。正直言って、副町長が一人で苦労していると、そう言われ

たのです。町長が地権者のところに何回行ったのだろうというふうに言われました。私自身

は聞いておりませんでしたので、いや、わかりませんと答えましたけれども、また、一方で

は、これだけの施設をつくって、先ほど同僚議員言いましたけれども、後戻りはできないの

ですよ。私もずっと基本設計以外は反対してきましたけれども、出来上がってしまったので

す。議会も結局、多数決で通ったのです。 

（「そうだ」の声あり） 

○６番（鈴木裕美君） うん、そうだ。だから、これだけ財政を投入してできたものを、失

敗は許されないのです。そのことは私も重々理解しておりますし、オープンされれば本当に

協力をしていきたいなと。前回も言いましたけれども、塘路のような二の舞は踏みたくない

ということをずっと言ってきました。それで、本当に副町長が、ここで言うのはおかしいか

もしれませんが、汗をかいてきたけれども、町長は地権者とどのように接触をしてきました

か。一方では、議会だって同じだぞと。議決をして事業を通したのだから、議会もやっぱり

協力して、町長と一緒になって地権者に当たるべきだというふうにまで私は言われました。 

 そういう意味からすると、これからも排水問題に関しては地権者と協議を続けていくとい

うふうに言われておりますから、町長、町長が努力をする姿勢、副町長に伝えているのも十

分わかりますよ。だけれども、あなた自身がやっぱりみずから汗をかくべきだというふうに

言われましたし、それは地権者でないですからね。私、誤解されているのです。地権者と身

内になるということで、おまえが反対してるべとまで言われました。 

（何事か言う声あり） 

○６番（鈴木裕美君） そうまで最近言われてしまったので情けなくて、私は一度も接触し

ていません。身内だからこそ接触もしていませんし、何にも地権者に対して申してはいませ

ん。やっぱり町長がトップセールスとして、汗をかくべきだというふうに思うのですけれど

も、いかがですか。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 
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○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） この件につきましては、先ほど最初の答弁の中の６番目の中でお答

えしたとおり、副町長を先頭にやっていますけれども、最善を尽くしていきたい、そういう

気持ちについては一切変わっておりませんので、引き続き鈴木議員の協力も得ながら、身内

だということをみずから表明されましたので、全議員の皆さんと一緒になって、やはり議決

いただいて、一定程度、建物が目の前にできているという状況の中で、それは町民の皆さん

からしても、一日も早く町民の皆さんにオープンしていただきたいということの思いは、日

に日に増しているというふうに感じていますので、引き続き最善の努力を重ねていきたいと

いうことをお約束したいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

○議長（菊地誠道君） 鈴木君。 

○６番（鈴木裕美君） 私は、先ほど申したように、身内だからこそ動かないのですよ。そ

う思っておりますし、町長、さっき何回も、さっきどなたか手をたたいてくださいましたけ

れども、トップセールスですよ。やっぱり一生懸命に、副町長に思いを伝えて、おまえやっ

てこいというふうに、それもわかります。でも、町長がみずから汗をかいて現地に行く、そ

の方にも会う、そのような努力というのはやっぱり町民見ているのです。ぜひ足を運んでい

ただきたいというふうに思いますけれども、排水問題、いかがですか。もう一度聞いて終わ

らせたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤𠮷𠮷彦君） 先ほどお答えしたとおり、最善の努力を尽くしていきたいというふ

うに思っています。 

（「終わります」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 以上で６番、鈴木君の一般質問を終わります。 

 以上をもって、一般質問を終了いたします。 

 

    ◎延会の宣告 

○議長（菊地誠道君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決定をいたしました。 

 本日の会議は、これにて延会いたします。 

（午後４時２０分延会） 
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  以上、会議のてん末を記載し、その相違ないことを証するために 

 ここに署名する。 

 

 

 

 

 

          標茶町議会議長            菊 地  誠 道 

 

 

 

          署名議員  ２番            櫻 井  一 隆 

 

 

 

          署名議員  ３番            長 尾  式 宮 

 

 

 

          署名議員  ４番            松 下  哲 也 
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（議長 菊地誠道君議長席に着く。） 

 

    ◎開議の宣告 

○議長（菊地誠道君） 昨日に引き続き、本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員13名であります。 

（午前１０時００分開議） 

 

    ◎議案第７１号 

○議長（菊地誠道君） 日程第１。議案第71号を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 総務課長・齊藤君。 

○総務課長（齊藤正行君）（登壇） 議案第71号の提案趣旨並びに内容についてご説明申し上

げます。 

 本案につきましては、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律が令

和３年９月１日に施行され、個人情報の保護に関する法律も改正されました。 

 この個人情報の保護に関する法律の改正は、これまで、国の行政機関は行政機関個人情報

保護法、独立行政法人等は独立行政法人等個人情報保護法、民間事業者は個人情報保護法、

地方公共団体等は個人情報保護条例とそれぞれの法律や条例などで個人情報保護制度を運用

してきました。 

 今後ますますのデジタル社会の進展に伴い、より厳格な個人情報保護とデータ利活用の両

立が求められている中、各種団体が先ほど紹介したそれぞれの法律・条例を運用してきたこ

とによる課題、いわゆる個人情報2000個問題などを解決するため個人情報保護制度を１本化

するなどの改正がなされ、令和５年４月１日から個人情報の保護に関する法律において全国

的に統一されたルールが設けられることになりました。 

 今後、町などの行政機関や教育委員会などの行政委員会が取り扱う個人情報に関する事務

は、この法律に基づき、引き続き適切に行うこととなります。一部、法律に基づき条例で明

記しなければならない箇所について、今般、新規条例として提案するものであります。 

 議案書１ページをご覧願います。 

 議案第71号 標茶町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

 標茶町個人情報の保護に関する法律施行条例を別紙のとおり制定するというものでござい

ます。 

 なお、お手元の議案説明資料は、新規で制定させていただく規則案となっております。規

則の大部分は、これまで本町が個人情報保護条例、個人情報保護規則に基づいた取り扱いを

定めていたものを、その根拠が法律に基づいた内容となるため、規則として新たに定めてい

るものでございます。ただし、議案説明資料４ページの規則案第11条についてですが、先ほ

ど説明申し上げた、条例で明記しなければいけないとされる開示請求の際の費用について、

今般、新規条例の第３条を受けて規則で定めておりますので参照していただければと存じま
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す。 

 議案書の２ページに戻ります。 

 標茶町個人情報の保護に関する法律施行条例 

 第１条は制定趣旨です。個人情報の保護に関する法律、または番号法で規定されている個

人情報保護法の特例等による施行に関する事項についても、本条例に含めて規定することを

明らかにしたものでございます。 

 条文にまいります。 

 （趣旨） 

 第１条 この条例は、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号。行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成25年法律第27号）第30条

第１項又は第31条第１項の規定により一部の規定が適用されず、又は読み替えて適用される

場合を含む。以下「法」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

 第２条は、この条例の適用となる町の執行機関あるいは行政機関を定めたものです。それ

ぞれの自治体で組織されているものが違うため、条例で定めなければならないこととなって

おります。また第２項では、本条例で使用する用語は、法律等と同じとする旨を定めていま

す。 

 条文にまいります。 

 （定義） 

 第２条 この条例において「実施機関」とは、町長、教育委員会、選挙管理委員会、監査

委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会及び公営企業の管理者をいう。 

 ２ この条例で使用する用語は、法及び個人情報の保護に関する法律施行令（平成15年政

令第507号。以下「令」という。）で使用する用語の例による。 

 第３条は、個人情報を開示請求する場合、その手数料等については、法律第89条第２項で

地方公共団体の機関に対して開示請求する者は、条例の定めるところにより、実費の範囲内

において条例で定める額の手数料を納めなければならない、とされていることから条例で定

めるものです。なお、手数料などの費用についてですが、手数料は無料とし、コピー代など

の写しの作成に係る費用は請求者の実費負担とするもので、これまでの条例と同様とするも

のです。 

 条文にまいります。 

 （開示請求に係る手数料） 

 第３条 法第89条第２項の規定により納付しなければならない手数料の額は無料とする。 

 ２ 法第87条第１項の規定による写しの交付（開示される保有個人情報が電磁的記録に記

録されている場合において、実施機関が定める開示の実施の方法として、複製したもの又は

出力したものの交付が定められているときは、複製したもの又は出力したものの交付。以下

この項において同じ。）により保有個人情報の開示を受ける者は、当該写しの交付に要する費

用を負担しなければならない。当該写しの交付を令第28条第４項の規定により送付により受

ける場合における当該送付に要する費用についても同様とする。 
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 ３ 前項の規定により納付しなければならない費用の額、次ページにまいります、は標茶

町手数料徴収条例（平成12年標茶町条例第５号）に定める額とする。 

 次に附則でございますが、この条例の施行日、これまでの標茶町個人情報保護条例の廃止、

そして、標茶町個人情報保護条例が廃止されても一定の効力を残すなどを経過措置として定

めているものです。 

 本文にまいります。 

 附則 

 （施行期日） 

 第１条 この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 （標茶町個人情報保護条例の廃止） 

 第２条 標茶町個人情報保護条例（平成17年標茶町条例第12号）は、廃止する。 

 （標茶町個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置） 

 第３条 次に掲げる者に係る前条の規定による廃止前の標茶町個人情報保護条例（以下

「旧条例」という。）第７条の規定によるその業務に関して知り得た、旧条例第２条第１号に

規定する個人情報（以下「旧個人情報」という。）の内容をみだりに他人に知らせ、又は不当

な目的に利用してはならない義務については、この条例の施行後も、なお従前の例による。 

 （１） この条例の施行の際、現に旧条例第２条第５号に規定する実施機関（以下「旧実

施機関」という。）の職員である者又はこの条例の施行前において旧実施機関の職員であった

者のうち、この条例の施行前に、旧個人情報の取扱いに従事していた者 

 （２） この条例の施行前において旧実施機関から旧個人情報の取扱いの委託を受けた業

務に従事していた者 

 ２ この条例の施行の日前に、旧条例第15条、第27条第１項若しくは第２項又は第34条第

１項、若しくは第２項の規定による請求がされた場合における旧条例において規定する保有

個人情報の開示（これに係る手数料を含む。）、訂正及び利用停止については、なお従前の例

による。 

 ３ 次に掲げる者が、正当な理由がないのに、この条例の施行前において旧実施機関が保

有していた個人の秘密、次ページにまいります、に属する事項が記録された公文書であって、

一定の事務の目的を達成するために特定の旧保有個人情報を電子計算機を用いて検索するこ

とができるように体系的に構成したもの（その全部又は一部を複製し、又は加工したものを

含む。）をこの条例の施行後に提供したときは、２年以下の懲役又は100万円以下の罰金に処

する。 

 （１） この条例の施行の際現に旧実施機関の職員である者又はこの条例の施行前におい

て旧実施機関の職員であった者 

 （２） 第１項第２号に掲げる者 

 ４ 指定管理者が行う公の施設の管理に係る業務に従事している者若しくは従事していた

者又は指定管理者から委託された個人情報取扱事務（公の施設の管理に係るものに限る。）に

従事している者若しくは従事していた者が、正当な理由がないのに、この条例の施行前に保
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有していた個人の秘密に属する事項が記録された公文書又は指定管理者が管理している文書

等（当該指定管理者に管理を行わせる期間の満了後又は当該指定管理者に係る指定が取り消

された後において、当該指定管理者であったものが管理しているものを含む。第６項におい

て同じ。）であって、一定の事務の目的を達成するために特定の個人情報を電子計算機を用い

て検索することができるように体系的に構成したもの（その全部又は一部を複製し、又は加

工したものを含む。）を提供したときも、前項と同様とする。 

 ５ 第３項各号に掲げる者が、その業務に関して知り得たこの条例の施行前において旧実

施機関が保有していた旧条例第２条第１号に規定する個人情報をこの条例の施行後に自己若

しくは第三者の不正な利益を図る目的で提供し、又は盗用したときは、１年以下の懲役又は

50万円以下の罰金に処する。 

 ６ 第４項に掲げる者が、この条例の施行前においてその業務に関して知り得た公文書又

は指定管理者が管理している文書等に記録されている個人情報を自己若しくは第三者の不正

な利益を図る目的で提供し、又は盗用、次ページにまいります、したときも、前項と同様と

する。 

 ７ 第３項各号に掲げる者が、その職権を濫用して、専らその職務の用、以外の用に供す

る目的でこの条例の施行前において旧実施機関が保有していた個人の秘密に属する事項が記

録された文書、図画、写真又は電磁的記録をこの条例の施行後に収集したときは、１年以下

の懲役又は50万円以下の罰金に処する。 

 ８ 前５項の規定は、町の区域外においてこれらの項の罪を犯した者にも適用する。 

 ９ 附則第２条の規定により旧条例の規定がその効力を失う前にした違反行為の処罰につ

いては、その失効後も、なお従前の例による。 

 以上で、議案第71号の提案趣旨並びに内容についての説明を終わらせていただきます。 

○議長（菊地誠道君） 本案の審議に入ります。 

 これより質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

 深見君。 

○８番（深見 迪君） この個人情報保護条例、これは平成27年９月に改正法が公布されて、

29年５月30日から全面施行されたものなのですが、私はいくつかこの点について質問したい

のですが、一つは、旧条例という言葉を使いましたよね。旧条例では目的というものがあっ

たのですよ、この条例に対する。個人情報の開示、訂正及び利用停止等を請求する権利を明

らかにすることにより、個人の権利利益を保護するとともに、公正で民主的な町政の推進に

資することを目的とするというふうに、町民の側に立ったというか、本当に個人情報を保護

する立場に立った条文になっていました。従前の例によるという経過措置が出ていますけれ

ども、それが今回はあまり見られないというふうに思うのです。経過措置については後で質

問しますが、個人情報のこの目的の部分がかなり薄まるのではないかという心配をしている

のですが、これは保障されるのでしょうか。 

 二つ目に、そういう意味では自治体が条例で国より強い規制をする、今まではそうだった
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のですよね。全国の都道府県、市町村が独自の個人情報保護条例、これをつくって、自治体

は住民の福祉を守るというのが一番の目的ですから、そのためにこの個人情報を得て、そし

て同時に得た個人情報を保護するという形でしっかり規制がかかっていたのだけど、これが

ちょっと崩れていくのではないかという心配があります。それから、地方自治か侵害される

ということになるのではないかと。今までは全国都道府県、市町村が、それぞれがそれぞれ

の独創的な、もとになる法律は決まっているのですけど、いろいろな条例ができていたので

すが、これがこの国の法律でスパッとこういうふうに、短い時間で短い文言で決められると

いう。国が地方自治の条例をこういうふうにつくりなさいと言って、これ全国都道府県、市

町村、全部同じ条例になるわけですよね。これ地方自治の侵害になるのではないかという心

配があります。 

 これはもちろん国会で参考人招致をして、意見を聞いているのですけれども、その中でこ

の法案は、個人情報の保護よりも利用が優先されているのではないかという意見を述べた方

もいました。この利用が優先されるというのは、もちろん企業とか、個人情報を大量に得て

優先されていると。保護が、ちょっと置かれているのではないかということと、それから先

ほどの一定の経過措置というのは期限があるのでしょうか。なお従前の例によるということ

がいくつか出てきているので、ちょっとここは安心かなというような気がしたのですけど、

でも一定の経過措置ですからね、これはいつか消えてしまうのかなと。 

 最後ですが、自治体が定める個人情報の、本人からの直接収集の原則、思想、信条、病歴

などのいわゆるセンシティブ情報、この収集禁止の原則がなくなるのではないかという心配

があります。 

 いくつか質問しましたけれどもお答え願いたいと思います。 

○議長（菊地誠道君） 総務課長・齊藤君。 

○総務課長（齊藤正行君） お答えしたいと思います。答弁漏れがあったらご指摘ください。 

 まずは最初は、条例での趣旨の部分がなくなったのではないかというようなご質問だった

と思いますけれども、今般、冒頭説明申し上げました、議員から利活用が優先されているの

ではないかに関連するのかもしれませんけれども、一番はこれからデータの利活用、これは

法律の範囲内でデータを利活用するときに、各自治体の条例等々が、それぞれやはり取り扱

いの細かい部分までいくとちょっと違っているというのが弊害になっている、それはどこの

自治体も法律の範囲内で条例で定めているので、違反とか何とかという話ではなくて、これ

から正しく使っていくための弊害になっている可能性もあるということが、以前からこれは

指摘されていた課題であります。これは議員御存じだと思いますけれども、長らく、それも

いろいろなところから課題だよねということがあった。それを町村の、私どもも含めて個人

情報の取り扱いというのは慎重にしなければならないという中で、やはり取り扱いに迷うこ

とというのは多々あります、実際の話。 

 ただ、個人情報を守るという趣旨のところから、出さないことが一番いいのでしょうけれ

ども、やはりこれからそういった正しい利活用をしていく中で、いわゆる2000個問題、各条

例等々がいっぱいある中で横の連携を含めていくと、やはり弊害になる部分もあった。それ
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が長らくの課題としてあったのを、今回、法律に基づいて条例を定めて運用していきましょ

うという形に変わったということが、今回の法律改正の大きな柱だというふうに認識してい

ます。 

 ただその中で議員ご指摘の、さらに網をかけていく、横出しとか、そういったことは否定

するものではないということは言われていますので、各地方公共団体等も含めて、さらに網

をかけるということも可能だというふうに説明は受けているところでございます。 

 というところでいきますと、基本線の趣旨というのは個人情報保護法の総則の第１条に目

的ということが書かれておりますので、そこを法律に基づいて運用されることになりますか

ら、基本線、個人情報を守るという趣旨については、決して条例で明記されていなくても、

法律で明記されていることを含めれば、個人情報の保護は、私どもは決して薄まっていくと

か、軽視されるような話ではないのではないのかなというふうに考えていますし、これから

も条例が変わったからといって、個人情報を軽視するという考えは全く持っていません。 

 利活用も含めて、どういった形が正しい個人情報の取り扱いかということは、これからは

横と同じ取り扱いになりますから、市町村間でとか、北海道のほうに意見を聞きながら、正

しい個人情報の、より正しい個人情報の運用が期待できるのではないかなというふうに、実

務的には思っているところでございます。 

 ですので、利活用が優先されているというのは、これはいわゆるマイナンバー法ですとか、

そういったことも含めて、これからデジタル社会において、その利活用を進めていくという

ことが背景にあるものですから、利活用のほうが優先されていて、個人情報のほうがないが

しろにされるのではないかという、議員、今年の第１回の定例会の中でも、自治体ＤＸ（デ

ィーエックス）の中でもご質問いただいた事項だと思うのですけども、その中でやはり個人

情報というのは保護されるべきだという基本線に立ち返りますと、出していい部分、出して

はいけない部分というのは、きちんと線引きされなければならないですし、我々もその中で

技術面ですとか法律面ですとか、職員の意識の徹底を含めて、守るという立場は崩さない、

しっかりこれからも守らなければならないというふうに認識しております。 

 それから経過措置の部分ですけれども、これは基本線は、新しい条例は法律に基づいて令

和５年４月１日から施行する、それに伴って旧条例は廃止する。令和５年４月１日以前に起

きたいろいろな事案については、令和５年４月１日以降も廃止される前の規定に従って４月

１日以降も手続をしていくのだよというようなことが、大きく言うとそういうふうに経過措

置でされていますから、４月１日以降に起きたことについては経過措置は適用されない、と

いうふうに理解していただいていいと思います。あくまでも４月１日以前に起きたいろいろ

な事案については、４月１日以降で旧条例がなくなっても旧条例の規定が適用されるという

ふうに、経過措置はご理解いただいていいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（菊地誠道君） 深見君。 

○８番（深見 迪君） ちょっとあの、わからないけどわかりました。 

 ちょっと見解の相違というか、私心配、心配心配という言葉でくくったのですが、今のご
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答弁で心配は払拭されたわけではありません。多分、旧条例が極めて具体的で、そしてわか

りやすくて、これで個人情報を保護するのだなということがよく見えるのですよ、旧条例は。

今回は見えない。そういう心配があったものですから、質問をしました。でも総務課長が大

丈夫ですよと、安心ですよと言うので、そこは信頼して、質疑はやめたいというふうに思い

ます。 

○議長（菊地誠道君） ほかにご質疑ございませんか。 

 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） ちょっと語句について説明を求めたいのですが、２ページの２、こ

この平成15年政令第507号、これについてどういうことを言っているのか、内容についてお知

らせください。 

（何事か言う声あり） 

○２番（櫻井一隆君） いや、ごめんなさい、もう一度。資料の２なのですけど、ごめんな

さいね、議案書の２ページ、第２条の２、これについてちょっと内容を、507について、お願

いいたします。 

○議長（菊地誠道君） 休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２７分 

再開 午前１０時３０分 

 

○議長（菊地誠道君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務課長・齊藤君。 

○総務課長（齊藤正行君） 大変申しわけございません。 

 個人情報の保護に関する法律施行令（平成15年政令第507号）ですけれども、今回の条例の

第２条で、これを法律施行令で使用する用語の例によるというもので参照しているものでご

ざいます。 

 使用する用語の定義、例えば個人、施行令の第１条では、施行令ですので、町で言うと条

例の規則のようなものだというふうに理解していただいて結構だと思うのですけれども、個

人識別符号が第１条で書かれておりまして、個人識別符号とは何ですか、どういうものが当

てはまりますかというのが政令の第１条で定められています。それから法律で定められてい

る要配慮個人情報の定義は何ですか、例えば身体障害者、身体障害の情報ですとか、そうい

うものがこの要配慮個人情報に当てはまりますよというのが、定義づけされているところで

す。 

 いわゆる用語の定義づけ、難しい法律用語の定義づけを法律では書いていますけど、その

細かい部分の定義づけを政令でもって定めているというのが、法律施行令第507号でございま

して、それ以後にもかなりのボリュームがありますので、全部というのはちょっと難しいで

すけれども、基本線、そういった用語を政令と同じ解釈で使っていきますよということで、

定めているというふうにご理解いただきたいというふうに思います。 
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○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） ですから、その507号なるものの内容は何だと、こういうことでござ

います。 

○議長（菊地誠道君） 総務課長・齊藤君。 

○総務課長（齊藤正行君） お答え申し上げます。 

 施行令第507号につきましては、法律を施行するために必要な用語の説明を、法律の施行令

としてうたっているというふうに認識しております。 

 法律を施行するために必要な用語の説明を、法律施行令で定めているというふうに認識し

ております。 

○議長（菊地誠道君） 櫻井君。 

○２番（櫻井一隆君） それはわかったのですよ。だからその法律で定めている、その条文

としてこういう、何ですか、施行令の第507号というのがあるのですけど、この507号の内容

ですよ、どういうことを言っているのだということなのですよ。わからないなら…… 

○議長（菊地誠道君） 総務課長・齊藤君。 

○総務課長（齊藤正行君） 説明不足で大変申しわけございませんが、法律施行令、全部で

21条の条文から成っておりまして、法律を施行するために必要な用語、第１条では個人識別

符号という言葉の定義の説明が書かれてあったり、そういったこと、法律を施行するための

用語、なかなか法律は用語として定義づけされているのが具体性がないものですから、法律

に基づいた用語の説明を、法律施行令として21条の条文でもって説明を加えているというこ

とでございますので、法律の趣旨を運用するためですので、用語の説明が主に記載されてい

るというふうに理解しております。 

○議長（菊地誠道君） ほかにご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 質疑はないものと認めます。 

 質疑は終結いたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論ございませんか。 

（「議長」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 討論がございますので、まず本案に反対者の発言を許します。 

 深見君。 

○８番（深見 迪君）（登壇） 私は議案第71号、標茶町個人情報の保護に関する法律施行

条例の制定についてに、反対する立場から討論に参加します。 

 議案第71号は、昨年の通常国会でデジタル改革関連法が強行され、９月にはデジタル庁が

発足し、年末にはデジタル社会の実現に向けた重点計画を閣議決定したものであります。こ

のデジタル関連法に基づき、個人情報の保護に関する法律の施行に必要な事項を定め、行政

機関等匿名加工情報に関しては、その利用にかかわる手数料を定めるものです。デジタル関

連法は、首相のもとに強い権限と予算を持ち、国や地方自治体のシステムや規定を標準化、
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共通化して、個人情報を含むデータの利用を強力に進めるものです。 

 このことで地方自治体が持つ大切な個人情報を、匿名の加工をすることを条件に営利企業

が利用できるようになると私は思います。私は今回の条例制定の最大の目的は、匿名の加工

情報として、それを営利企業に売り渡すことにあるのではないかと危惧しています。 

 行政機関等匿名加工情報制度は自治体にとっても負担になり、個人情報を匿名加工するた

めに、その作業を外部に委託をすることになるのではないでしょうか。膨大で詳しい加工前

の個人情報が、委託先の外部の民間会社に渡る心配もあります。本当に個人情報が守られる

のか、大変疑問です。これまでも国内はもとより、日本の個人情報が海外にまで漏れていた

事実があります。背景に経済界の要望があることは、言うまでもありません。これは自治体

独自の運用の余地を狭め、国の個人情報保護委員会に自治体の条例づくりにも口を挟める仕

組みが盛り込まれたものです。これは地方自治体、地方自治の根幹である条例制定が否定さ

れかねない、地方自治への介入とも言うべきものです。 

 以上のことから、議案第71号、標茶町個人情報保護に関する法律施行条例の制定について、

反対といたします。 

 以上で、反対討論を終わります。 

○議長（菊地誠道君） 次に、本案に賛成者の発言を許します。 

 ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） これで討論を終わります。 

 討論がありましたので、議案第71号は起立により採決いたします。 

 議案第71号を原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（菊地誠道君） 起立多数であります。 

 よって、議案第71号は原案可決されました。 

 

    ◎議案第７２号ないし議案第７６号 

○議長（菊地誠道君） 日程第２。議案第72号、議案第73号、議案第74号、議案第75号、議

案第76号を一括議題といたします。 

 議題５案の提案理由の説明を求めます。 

 企画財政課長・長野君。 

○企画財政課長（長野大介君）（登壇） 議案第72号の提案趣旨についてご説明いたします。 

 本案につきましては、令和４年度一般会計補正予算（第11号）であります。 

 本格シーズンを迎えた除雪対策、その他事務、事業等についての補正を見込み、歳入歳出

それぞれ9,840万1,000円を追加し、総額を126億7,580万1,000円としたいというものでござい

ます。 

 歳出の主なものを申し上げますと、増額では、北海道知事・道議選挙費143万円、常設保育

園会計年度任用職員報酬304万2,000円、ふれあい交流センター暖房機器補修工事費103万
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4,000円、農山漁村振興交付金補助金3,118万4,000円、育成牧場経費4,270万5,000円、除雪対

策費１億3,609万2,000円を追加し、減額では、中山間地域直接支払交付金事業7,251万2,000

円、農地費223万5,000円、道路新設改良費6,766万3,000円の減額などとなっております。 

 他会計への繰出金については、下水道事業特別会計で180万円を追加しております。 

 歳入につきましては、それぞれの特定財源を見込み、地方交付税の追加及び前年度繰越金

などを充当し、収支のバランスを図ったところであります。 

 また、継続費１件、債務負担行為１件、地方債で２件の提案をいたしております。 

 以下、内容についてご説明いたします。 

 補正予算書１ページをお開きください。 

 令和４年度標茶町一般会計補正予算（第11号） 

 令和４年度標茶町の一般会計補正予算（第11号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ9,840万1,000円を追加し歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ126億7,580万1,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （継続費の補正） 

 第２条 継続費の補正は、「第２表 継続費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

 第３条 債務負担行為の補正は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第４条 地方債の補正は、「第４表 地方債補正」による。 

 以下、内容について、歳入歳出補正予算事項別明細書に従いご説明いたします。 

 13ページをお開きください。 

（以下、補正予算説明書に基づき説明のため、記載省略） 

 なお、２ページ、３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」につきましては、ただいまの

説明と重複いたしますので説明を省略いたします。 

 ４ページをお開きください。 

 「第２表 継続費補正」でございます。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、事業名、標茶中茶安別線道路改良事業、補正前の総額

１億6,500万円、年割額で３年度2,930万円、４年度１億3,570万円を補正後の総額１億6,491

万2,000円、年割額が３年度2,930万円、４年度１億3,561万2,000円とするものです。 

 23ページをお開きください。 

 「継続費についての前々年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の見込み

及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書」でございます。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、事業名は標茶中茶安別線道路改良事業、全体計画の計

で申し上げます。補正前の年割額１億6,500万円、財源内訳でありますが、国道支出金１億
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1,550万円、地方債4,940万円、一般財源10万円。前年度末までの支出（見込）額は2,930万円、

当該年度支出予定額１億3,570万円、当該年度末までの支出予定額１億6,500万円、継続費の

総額に対する進捗率につきましては令和３年度17.8％、令和４年度82.2％、計で100％を、補

正後、年割額１億6,491万2,000円、財源内訳は国道支出金１億1,543万8,000円、地方債4,930

万円、一般財源17万4,000円、前年度末までの支出（見込）額2,930万円、当該年度支出予定

額１億3,561万2,000円、当該年度末までの支出予定額１億6,491万2,000円、継続費の総額に

対する進捗率につきましては補正前と同じであります。 

 ５ページにお戻りください。 

 「第３表 債務負担行為補正」でございます。 

 新規の設定でございます。 

 事項は畜産特別支援資金（令和４年度）、補正後の期間は令和５年度から令和29年度、限度

額、融資金6,291万4,000円に対する利子補給（年0.18％）171万6,000円とするものです。 

 24ページをお開きください。 

 「債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の

見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書」です。 

 事項が畜産特別支援資金（令和４年度）、補正後、債務負担行為の限度額、融資金6,291万

4,000円に対する利子補給（年0.18％）171万6,000円、当該年度以降の支出予定額、期間が令

和５年度から令和29年度、金額が171万6,000円、財源内訳ですが、国道支出金114万4,000円、

一般財源57万2,000円とするものです。 

 合計では、債務負担行為の限度額５億6,704万6,000円、前年度末までの支出（見込）額３

億1,858万2,000円、当該年度以降の支出予定額２億4,846万4,000円、括弧内の6,221万9,000

円は令和４年度の支出予定額であり、当初の予定額と変更はございません。財源内訳ですが、

国道支出金2,062万9,000円、その他5,990万7,000円、一般財源１億6,792万8,000円とするも

のです。 

 ６ページをお開きください。 

 「第４表 地方債補正」でございます。 

 １過疎対策事業、標茶中茶安別線道路改良から建設機械整備まで、補正前の限度額２億

5,210万円から2,450万円を減額し、補正後の限度額を２億2,760万円とするものです。起債の

方法、利率、償還の方法につきましては、補正前に同じであります。 

 ４公共施設等適正管理推進事業、補正前の限度額１億1,250万円から240万円を減額し、補

正後の限度額を１億1,010万円とするものです。起債の方法、利率、償還の方法につきまして

は、補正前に同じであります。 

 合計では、補正前の限度額12億5,960万3,000円から2,690万円を減額し、12億3,270万3,000

円とするものです。 

 25ページをお開きください。 

 「地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見

込みに関する調書」でございます。 
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 合計で申し上げます。当該年度中起債見込額、補正前の額12億5,960万3,000円から補正額

2,690万円を減額し、補正後の額12億3,270万3,000円とするものです。当該年度末現在高見込

額、補正前の額137億6,300万8,000円から補正額2,690万円を減額し、補正後の額137億3,610

万8,000円とするものです。 

 以上で、議案第72号の提案趣旨並びに内容説明を終わります。 

○議長（菊地誠道君） 住民課長・村山君。 

○住民課長（村山新一君）（登壇） 議案第73号の提案趣旨並びに内容についてご説明いたし

ます。 

 本案は、令和４年度標茶町国民健康保険事業事業勘定特別会計補正予算（第２号）で、内

容につきましては、１点目は、未就学児均等割保険料負担金の創設に伴い、北海道国保本体

のシステム改修費用を負担金として追加し、当該費用については北海道の令和４年度保険給

付費等交付金に係る特別調整交付金として100％道より交付されることから、同額を歳入とし

て追加するものです。 

 ２点目は、令和３年度国民健康保険災害等特例補助金の精算額が確定され、返還金が生じ

ましたので、当該必要額について予算化するものであり、歳入においては繰越金をもって所

要の調整を行ったところです。 

 なお、本案につきましては、令和４年11月９日開催の、標茶町の国民健康保険事業の運営

に関する協議会に諮問し、答申をいただいていることを申し添えます。 

 以下、補正予算書に基づき説明いたします。 

 別冊補正予算書１ページをお開きください。 

 令和４年度標茶町国民健康保険事業事業勘定特別会計補正予算（第２号） 

 令和４年度標茶町の国民健康保険事業事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ22万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ11億7,888万1,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 以下、歳入歳出補正予算事項別明細書に従いまして説明いたします。 

 ８ページをお開きください。 

（以下、補正予算説明書に基づき説明のため、記載省略） 

 なお、２ページ及び３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」は、ただいまの説明と重複

しますので、説明を省略させていただきます。 

 以上で、議案第73号の提案趣旨並びに内容説明を終わらせていただきます。 

○議長（菊地誠道君） 水道課長・油谷君。 

○水道課長（油谷岳人君）（登壇） 議案第74号、令和４年度標茶町下水道事業特別会計補正

予算（第２号）の提案趣旨並びに内容についてご説明いたします。 
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 本案は、歳出につきましては、電気料金の値上げによる需用費の精査による増額及び執行

精査に伴う補修工事請負費の減額、公共下水道整備費の執行精査に伴う減額及びそれに伴い、

歳入の国庫支出金の減額補正を行うものでございます。 

 以下、内容についてご説明いたします。 

 １ページをお開きください。 

 令和４年度標茶町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 令和４年度標茶町の下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ135万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ４億8,135万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 以下、内容について歳出補正予算事項別明細書に従い説明いたします。 

 ８ページをお開きください。 

（以下、補正予算説明書に基づき説明のため、記載省略） 

 ２ページをお開きください。 

 ２ページ、３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」でございますが、ただいままでの説

明と内容が重複いたしますので、説明を省略させていただきます。 

 以上で、議案第74号の説明を終わります。 

 引き続き、議案第75号、令和４年度標茶町簡易水道事業特別会計補正予算の説明をいたし

ます。 

 議案第75号、令和４年度標茶町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）の提案趣旨並び

に内容についてご説明いたします。 

 本案は、歳出につきましては、電気料金の値上げによる需用費の精査による増額と、歳入

では、簡易水道事業費道補助金の精査による減額及び前年度繰越金による増額、それに伴い

町債の減額補正を行うものでございます。 

 １ページをお開きください。 

 令和４年度標茶町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 令和４年度標茶町の簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ160万2,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２億160万2,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の補正は、「第２表 地方債補正」による。 



- 84 - 

 

 以下、内容について歳入歳出補正予算事項別明細書に従い説明いたします。 

 ９ページをお開きください。 

（以下、補正予算説明書に基づき説明のため、記載省略） 

 ２ページをお開きください。 

 ２ページ、３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」でございますが、ただいままでの説

明と内容が重複いたしますので、説明を省略させていただきます。 

 ４ページをお開きください。 

 「第２表 地方債補正」 

 起債の目的、１簡易水道事業、補正前の限度額3,610万円に2,030万円を減額し、補正後の

限度額を1,580万円とするもので、起債の方法、利率、償還の方法はいずれも補正前と同じで

す。 

 10ページをお開きください。 

 「地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見

込みに関する調書」です。 

 変更合計で申し上げます。当該年度中増減見込み、補正前の額3,610万円に2,030万円を減

額し、補正後の額1,580万円。同じく当該年度末現在高見込額は、補正前の額３億58万7,000

円に2,030万円を減額し、補正後の額２億8,028万7,000円です。 

 以上で、議案第75号の説明を終わります。 

○議長（菊地誠道君） 病院事務長・伊藤君。 

○病院事務長（伊藤順司君）（登壇） 議案第76号の提案趣旨並びに内容についてご説明申し

上げます。 

 本案は、令和４年度標茶町病院事業会計補正予算（第３号）でございまして、収益的収入

支出それぞれ935万2,000円を追加し、総額を13億5,325万9,000円にしたいというものでござ

います。 

 収益的収入及び支出補正の主なものを申し上げますと、収入で、ＰＣＲ等検査無料化推進

事業費補助金161万3,000円、感染症病床確保促進事業費補助金773万9,000円、ともに北海道

の補助事業でございますが、見込額としまして合わせて935万2,000円の追加補正を行うもの

でございます。 

 支出では、これら事業にかかわる経費としまして、薬品費140万8,000円、診療材料費389万

2,000円、また、光熱水費105万2,000円、修繕費300万円を、それぞれ追加補正するものでご

ざいます。 

 以下、内容につきまして補正予算書１ページからご説明申し上げます。 

 予算書１ページになります。 

 令和４年度標茶町病院事業会計補正予算（第３号） 

 （総則） 

 第１条 令和４年度標茶町病院事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出） 
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 第２条 令和４年度標茶町病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益

的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。 

 収入、第１款、病院事業収益、補正予定額935万2,000円を追加し、13億5,325万9,000円に。 

 第２項、医業外収益、補正予定額935万2,000円を追加し、６億3,267万7,000円に。 

 支出、第１款、病院事業費用、補正予定額935万2,000円を追加し、13億5,325万9,000円に。 

 第１項、医業費用、補正予定額935万2,000円を追加し、13億3,196万9,000円とするもので

ございます。 

（たな卸資産購入限度額） 

 第３条 予算第８条中「１億1,790万円」を「１億2,320万円」に改める。 

 次に補正予算説明書によりご説明いたします。 

 ３ページをお開きください。 

（以下、補正予算説明書に基づき説明のため、記載省略） 

 次に２ページでございますが、こちらは補正予算実施計画で、ただいまの説明と内容が重

複いたしますので省略させていただきます。 

 なお、本案につきましては11月９日開催の第２回標茶町立病院運営委員会において、承認

されておりますことをご報告申し上げます。 

 以上で、議案第76号の提案趣旨並びに内容について説明を終わります。 

○議長（菊地誠道君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となりました議題５案は、直ちに議長を除く12名で構成する「議案第72号・

議案第73号・議案第74号・議案第75号・議案第76号審査特別委員会」を設置し、これに付託

の上、審査することにいたしたいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、議題となりました議題５案は、議長を除く12名で構成する「議案第72号・議案第

73号・議案第74号・議案第75号・議案第76号審査特別委員会」に付託をし、審査することに

決定をいたしました。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３３分 

再開 午後 ２時３２分 

 

○議長（菊地誠道君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎議案第７７号 

○議長（菊地誠道君） 日程第３。議案第77号を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 
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 町長・佐藤君。 

○町長（佐藤彦君）（登壇） 議案第77号の提案趣旨並びに内容についてご説明申し上げま

す。 

 本案につきましては、令和５年２月27日をもって任期満了となります教育委員会委員の任

命についてであります。 

 以下、内容についてご説明申し上げます。 

 議案第77号 教育委員会委員の任命について 

 下記の者を教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（昭和31年法律第162号）第４条第２項の規定によって、議会の同意を求めるものであります。 

 住所は川上郡標茶町桜４丁目４番地、氏名は山林幹雄、生年月日は昭和37年４月４日、職

業は自営業であります。 

 山林氏の経歴については、議案説明資料により省略をさせていただきますが、平成31年２

月に教育委員に就任されて以来、真摯に職責を果たされておりまして、継続してお願いした

くご提案するものであります。 

 ご審議いただき、ご同意を賜りますようお願い申し上げ、議案第77号の提案趣旨並びに内

容の説明を終わります。 

○議長（菊地誠道君） 本案の審議に入ります。 

 これより質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 質疑はないものと認めます。 

 質疑は終結いたしました。 

 お諮りいたします。 

 本案については、討論を省略し、直ちに採決をいたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、直ちに採決いたします。 

 本案は、起立により採決いたします。 

 本案に同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（菊地誠道君） 起立全員であります。 

 よって、議案第77号は原案同意されました。 

 

    ◎議員提案第３号 

○議長（菊地誠道君） 日程第４。議員提案第３号を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 
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 本多君。 

○９番（本多耕平君）（登壇） 標茶町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定につい

て、提案理由並びに内容を説明いたします。 

 本案につきましては、昨日、調査報告書が提出されました。「標茶町議会議員定数等調査特

別委員会」において検討した結果を踏まえて、現行の議員定数13名から１名減の定数12名へ

改正するものであります。 

 以下、内容について説明いたします。 

 議員提案第３号 標茶町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について 

 標茶町議会議員定数条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 標茶町議会議員定数条例の一部を改正する条例 

 標茶町議会議員定数条例（平成14年標茶町条例第21号）の一部を次のように改正する。 

 第２条中「13人」を「12人」に改める。 

 附則といたしまして、この条例は、次の標茶町議会議員の一般選挙から施行するものであ

ります。 

 以上で、議員提案第３号、標茶町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について、

提案理由並びに内容の説明を終わります。 

○議長（菊地誠道君） 本案の審議に入ります。 

 本案については、会議規則運用細則第40項の規定により、質疑を省略したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、質疑は省略することに決定をいたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論ございませんか。 

（「議長」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 討論がございますので、まず本案に反対者の発言を許します。 

 深見君。 

○８番（深見 迪君）（登壇） 私は、議員提案第３号、標茶町議会議員定数条例の一部を改

正する条例の制定についてに、反対の立場から討論に参加します。 

 反対の理由の第１は、議論の時間が極めて短かったことです。７月22日、９月２日の勉強

会を経て、特別委員会を設置し、この件についての具体的な審議が始まったのは、第１回目

は９月７日で、この日は委員長、副委員長を決めるだけでした。第２回特別委員会11月14日、

第３回特別委員会は12月６日で、実質的に特別委員会で審議したのは２回だけでした。 

 全国町村議会議長会では令和４年２月に、住民福祉の向上を実現する町村議会のための条

件整備という副題で報告書を作成していますが、この中に、議員報酬と議員定数は住民と考

えるとあります。そして、住民に周知する十分な時間が必要として、遅くとも選挙の１年前

には周知できる準備を進めるべきであるとまとめています。この点で、議長の諮問とそれに
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対する議会の議論は住民不在であったのではないかと思いますし、その期間が選挙直前とい

う極めて短期間での提案であったと思います。また、報告ではこれまでの経過を見ると、中

央の集権化が進められると議員定数が減じられ、地方自治の発展した時期には議員定数は増

員される傾向があった点に留意すべきであるとも述べています。そして、じりじりと議員の

定数減が繰り返される現状は、好ましいものではないとも述べています。 

 第２に、議員の定数は民意の反映に必要なさまざまな集団、階層、職業、性別などからの

代表選出可能性にかかわるものであり、多様な民意、町民の皆さんの思いを的確に反映する

ために、必要な定数を確保することが求められると思います。 

 削減を主張する意見の中には、不幸にも任期途中で亡くなられた議員の方がいて、13名の

定数が１人欠員になり12名で議会運営を余儀なくされたことを取り上げ、「12名でもやってこ

られたではないか」というご意見を述べられた方もいました。しかし、それは本来の議会の

あり方とは無縁の意見であると私は思います。本町は人口減の問題もありますが、都市とは

違って多くの集落が存在しており、それぞれ本町発展のために欠かせない歴史もあります。

初めから定数削減ありきではなく、本来の自治体議会の機能を維持することが可能な定数に

ついて、慎重な議論を重ねていく必要があると思います。 

 第３に、議員定数は一度削減すれば増加は不可能に近いと私は思っています。 

 私は住民に見える議会、開かれた議会など、議会報告も含めて、議会が改革すべき課題が

数多くあると思います。住民の皆さんが議会の議論や力を頼りにしていけるような、議会改

革の課題がたくさんあると思います。住民の皆さんのさまざまな形での参加を豊富にし、そ

れを踏まえて町長と政策競争をする、そのことが今、一番重要であると思います。議会に対

する不満や多様な要求が、住民の皆さんにはあると思います。定数削減の声があることも承

知しています。しかし、少数になったからといって、住民の期待する議会になるという保障

はありません。住民の皆さんが望む議会づくりが、定数よりも大切なことであると思います。 

 以上の点から、私は今回の条例の一部改正に反対するものであります。 

 以上で終わります。 

○議長（菊地誠道君） 次に、本案に賛成者の発言を許します。 

 長尾君。 

○３番（長尾式宮君）（登壇） 私は、議員提案第３号、標茶町議会議員定数条例の一部を改

正する条例の制定についてに、賛成の立場から意見を申し上げます。 

 先ほど反対意見にもございましたが、３年前、痛ましくも同僚議員が亡くなっております。

それから13名のところを12名で、我々、３年間活動してきたわけでございます。その中にお

いて、我々は常に、１人足りないけど、「だから議会がうまく機能していない」、そう言われ

ないように、常日ごろから議会運営にどのようにかかわっていったらいいのか、同僚議員と

議論を交わし、そして活動してまいりました。今期はたまたま偶然かもしれませんが、非常

に、定例議会のほかに委員会活動、そしてその他の会議等も多い、そういった任期であった

と思います。その中で、定例議会、臨時議会のあるなしにかかわらず、我々は顔を合わせ、

常に情報交換し、そして議論を重ねてまいりました。その中において、我々は今回、特別委
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員会で議員定数削減、１減を提案しておりますが、その根拠でありますが、この３年間、

我々は常に議会改革、言葉に出して言わずとも、12人で頑張ってやっていこう、そういった

気概のもとにこの３年間やってまいりました。 

 そして町の有権者の皆さんに聞きますと、やはりこの町の規模を考えると12人が妥当では

ないか、そういったお話もいただいております。また、厳しい方のご意見では「働かない議

員がいるのだったら、もっと減らしたほうがいいのではないか」、そういった厳しいご意見の

有権者の方もいらっしゃいました。ただ単に数を減らせばいい、私もそういった意見は持ち

合わせておりません。やはり議会というのは、いろいろな立場、いろいろな意見があって、

そこでまちづくりがなされる、それが理想だと思っております。 

 ただ、今の標茶町の状況を考えれば、このたび議会定数の中では、やはり一部付随する話

題として、将来の議員のなり手の話なども出ましたが、そういった中において町民も12名が

妥当だ、そして我々も12名で、これからももっともっと精力的な活動をやっていこう、その

思いから今回の１名減の結果に至りました。提出者を初め賛成者皆が、我々議員がみずから

律する、そういった思いをもとに今回臨んでおります。その中で我々が、これから選挙を間

近に控えあえて厳しい道をとるというのは、町民を初め皆様の期待に応える、その一つの思

いあってのことでございます。 

 以上をもって討論を終わります。 

○議長（菊地誠道君） ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） これで討論を終わります。 

 ただいま討論がありましたので、議員提案第３号は起立により採決いたします。 

 議員提案第３号を原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（菊地誠道君） 起立多数であります。 

 よって、議員提案第３号は原案可決すべきものと決定されました。 

 

    ◎議員提案第４号 

○議長（菊地誠道君） 日程第５。議員提案第４号を議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 本多君。 

○９番（本多耕平君）（登壇） 議員提案第４号、標茶町議会委員会条例の一部を改正する条

例の制定について、提案理由並びに内容を説明いたします。 

 本案につきましては、さきに議決されました標茶町議会議員定数条例の一部改正に伴い、

総務経済委員会の委員定数を現行の議員７名から、１名減の定数６名へ改正するものであり

ます。 

 以下、内容について説明いたします。 

 議員提案第４号 標茶町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 
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 標茶町議会委員会条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。 

 標茶町議会委員会条例の一部を改正する条例 

 標茶町議会委員会条例（昭和37年標茶町条例第19号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１号中「７人」を「６人」に改める。 

 附則といたしまして、この条例は、令和５年５月１日から施行するものであります。 

 以上で、議員提案第４号、標茶町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について、

提案理由並びに内容の説明を終わります。 

 以上です。 

○議長（菊地誠道君） 本案の審議に入ります。 

 本案について、会議規則運用細則第40項の規定により、質疑を省略いたしたいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、質疑は省略することに決定をいたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 討論はないものと認めます。 

 これより本案を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決定してご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、議員提案第４号は原案可決されました。 

 

    ◎意見書案第８号 

○議長（菊地誠道君） 日程第６。意見書案第８号を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 議題となりました意見書案については、会議規則運用細則第40項の規定により、趣旨説明

と質疑を省略したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、意見書案については、趣旨説明と質疑を省略することに決定いたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 討論はないものと認めます。 
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 これより、意見書案第８号を採決いたします。 

 意見書案を原案のとおり決定してご異議ございませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議がありますので、本案は起立により採決いたします。 

 意見書案第８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（菊地誠道君） 起立少数であります。 

 よって、意見書案第８号は原案否決されました。 

 

    ◎意見書案第９号 

○議長（菊地誠道君） 日程第７。意見書案第９号を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 議題となりました意見書案については、会議規則運用細則第40項の規定により、趣旨説明

と質疑を省略したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、意見書案については、趣旨説明と質疑を省略することに決定をいたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 討論はないものと認めます。 

 これより、意見書案第９号を採決いたします。 

 意見書案を原案のとおり決定してご異議ございませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議がありますので、本案は起立により採決いたします。 

 意見書案第９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（菊地誠道君） 起立少数であります。 

 よって、意見書案第９号は原案否決されました。 

 

    ◎閉会中継続調査の申し出について 

○議長（菊地誠道君） 日程第８。閉会中継続調査の申し出を議題といたします。 

 総務経済委員会、厚生文教委員会、広報委員会、議会運営委員会の各委員長から、会議規

則第73条の規定により、閉会中継続調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長から申し出のとおり、いずれも閉会中の継続調査としてご異議ございませんか。 



- 92 - 

 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、総務経済委員会、厚生文教委員会、広報委員会、議会運営委員会の各委員長から

申し出のとおり、閉会中継続調査と決定をいたしました。 

 

    ◎日程の追加 

○議長（菊地誠道君） ただいま、議案第72号・議案第73号・議案第74号・議案第75号・議

案第76号審査特別委員会委員長から、審査報告書が提出されました。 

 これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、議題５案を日程に追加し、直ちに議題とすることに決定をいたしました。 

 

    ◎議案第７２号ないし議案第７６号 

○議長（菊地誠道君） 議案第72号、議案第73号、議案第74号、議案第75号、議案第76号を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本案に関し、付託をいたしました議案第72号・議案第73号・議案第74号・議案第75号・議

案第76号審査特別委員会委員長から、会議規則第75条の規定により、審査報告書が提出され

ております。会議規則第39条第３項の規定により、委員長の報告を省略いたしたいと思いま

す。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、委員長の報告は、省略することに決定をいたしました。 

 これより、委員長報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 質疑はないものと認めます。 

 質疑は終結いたしました。 

 これより討論を行います。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） 討論はないものと認めます。 

 これより本案を採決いたします。 

 本案に対する委員長報告は、いずれも原案可決すべきものであります。 
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 本案を委員長報告のとおり、決定してご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（菊地誠道君） ご異議ないものと認めます。 

 よって、議案第72号、議案第73号、議案第74号、議案第75号、議案第76号は、委員長報告

のとおり原案可決されました。 

 

    ◎閉議の宣告 

○議長（菊地誠道君） 以上で、本定例会に付議された事件の議事は全部終了いたしまし

た。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 

    ◎閉会の宣告 

○議長（菊地誠道君） 以上をもって、令和４年標茶町議会第４回定例会を閉会いたしま

す。 

（午後３時００分閉会） 
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  以上、会議のてん末を記載し、その相違ないことを証するために 

 ここに署名する。 
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